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説明

ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はﾃﾞｰﾀを処理して可視化するためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾃﾞｰﾀ可視器は組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞの
ﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(GDI)とCOMﾎﾟｰﾄのような様々な供給元からﾃﾞｰﾀを受け取る能力があります。
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1. 概要
本章はﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)の主な単位部/機能の概要を与えます。各単位部は単位部の技術的な詳細と共に独立した節
で記述され、単位部をどう使うかを示す例や使用事例を含みます。各節は自己完結型で、使用者に対して素早く識別して興味ある
節/単位部を選ぶことが可能です。

ﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ (DGI:Data Gateway Interface)

ﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI)は汎用入出力(GPIO)監視、電力測定、ｺｰﾄﾞ特性分
析に加えて、SPI、I2C、USART上の双方向通信を許します。

ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ (Serial Port))

ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄはｼｽﾃﾑ上の何れかのｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄと通信します。

端末 (Terminal)

端末は簡単な文や数値を表示して送ります。

図表 (Graph)

図表はﾃﾞｰﾀ元の値対時間を作図するのに使うことができます。

・ 応用ﾀｲﾐﾝｸﾞ(例えば、PWM周波数)を測定するためのｶｰｿﾙ(時間軸)

・ 応用の設定点や閾値を制御するための水平ｶｰｿﾙ(ﾃﾞｰﾀ値)

・ 帯域は独自設定可能な閾値以上の時間区間を強調表示します。

・ 文字列標識は図表にされた事象に説明文を追加するのに使うことができます。

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ (Oscilloscope)

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ

・ 上昇端または下降端での端または閾値起動

・ 単発または継続起動のための走行停止制御

・ 応用ﾀｲﾐﾝｸﾞ(例えば、PWM周波数)を測定するためのｶｰｿﾙ(時間軸)
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電力ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

電力ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

・ ｺｰﾄﾞ実行と電力消費の相互関係

・ Power Debuggerを使って測定された電流と電圧を表示 (いくつかのｷｯﾄでの組
み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ)

独自計器盤

独自計器盤

・ 図表、ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器、2値信号、表題、釦、直線状計器(定義された範囲内の
値)、円図表(例えば、無線応用で送信されたもの 対 ﾊﾟｹｯﾄ消失用)を使って使
用者応用を可視化して制御するための独自使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを構築

ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ

・ MCU周波数(例えば、送られたADC採取の速度)を確認するための採取速度計
数器

・ ﾌｧｲﾙ記録部は選択可能な形式のﾌｧｲﾙにやって来る全てのﾃﾞｰﾀを記録しま
す。

1.1. 助けを得る

F1押下によって何時でもﾍﾙﾌﾟを開くことができます。構成設定(Ｃonfiguration)ｳｨﾝﾄﾞｳで単位部を選んでF1を押すことにより、ﾍﾙﾌﾟが
関連する節で自動的に開かれます。

1.2. 鍵となる概念

本項はﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)で作業する時に理解するための鍵となる概念を記述します。

1.2.1. 作業空間

ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)は図表、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、制御のようないくつかの要素から成ります。これら全ての要素が作業空間を形成
します。

この要素は単位部と呼ばれ、それらのどれも作業空間に追加することができます。
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図1-1. ﾃﾞｰﾀ可視器作業空間

1 2 3

4
5

1. 構成設定(Configuration)区画の展開/折り
 畳み釦

2. 構成設定とﾒｯｾｰｼﾞの区画

3. 活性な単位部

4. 単位部最小化釦

5. 単位部除去釦

1.2.2. 接続概要

ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)は組み込みｼｽﾃﾑのMCUで走行しているﾌｧｰﾑｳｪｱと通信します。ﾌｧｰﾑｳｪｱの変数を両方向で転送す
ることができます。以下の例では温度値が可視器に送られて図表が作図されます。可視器で摺動子を引き摺ることによって濾波器強
度値が設定され、その後にMCUへ送られます。

図1-2. ﾃﾞｰﾀ可視器接続概要

int temperature;
int filter_strength;

温度 濾波器
強度

組み込みｼｽﾃﾑ

MCU

PC

USBまたは
ｼﾘｱﾙ ｹｰﾌﾞﾙ

1.2.3. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

Xplained Pro系統の基板は組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾁｯﾌﾟを含みます。これはSPIやTWIのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽまたは汎用入出力(GPIO)のどれかを
通してMCUに対して容易にﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)と通信させるﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(GDI)を持ちます。

図1-3. ﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

Xplained Pro系基板

MCU 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

SPI
TWI
GPIO

USB

ﾃﾞｰﾀ可視器に於いてDGI制御盤(DGI Control Panel)は組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽと通信する単位部です。USBｹｰ
ﾌﾞﾙで基板がｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されると、それを制御盤で選ぶことができます。利用可能なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの一覧が現れます。ﾁｪｯｸ枠を
ﾁｪｯｸすることによってそれらの1つ以上を許可してください。上図ではSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可されています。MCUは今やSPIﾎﾟｰﾄで
ﾃﾞｰﾀ可視器と通信することができます。
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1.2.4. 簡単な転送

MCUからﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)への単一値の送信はかなり簡単です。下図ではMCUがSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ上に温度変数を送りま
す。可視器では組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ上のSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可されています。組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはDGI制御盤(DGI Control Panel)を通
して可視器へSPIﾃﾞｰﾀを送信します。

図1-4. 簡単なDGI転送

Xplained Pro系基板

MCU 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

SPI
TWI
GPIO

USB
温度

温度ﾃﾞｰﾀを可視化するために図表(Graph)が追加されています。SPIﾃﾞｰﾀはDGI制御盤(DGI Control Panel)でSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽからﾌﾟﾗ
ｸﾞ ｱｲｺﾝを引き摺ってそれを作図(Plot)領域で落とすことによって作図するように配線されます。これは(Graph)単位部に新しい作図を
追加します。

1.2.5. 端点

ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)に於けるﾃﾞｰﾀは端点(Endpoint)から始まり端点で終わります。端点は吸い込み口(Sink)と供給源(Sourc 
e)として参照されます。ﾃﾞｰﾀ供給源は接続された1つ以上の吸い込み口にﾃﾞｰﾀを送ります。

作業空間では端点が下で示される図形記号によって表されます。

図1-5. ﾃﾞｰﾀ供給源 図1-6. 未接続のﾃﾞｰﾀ吸い込み口 図1-7. 接続されたﾃﾞｰﾀ吸い込み口

1.3. ﾃﾞｰﾀ可視器開始

ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はAtmel Studioｲﾝｽﾄｰﾗの一部として含
まれ、Atmel Studio拡張または独立動作のどちらかとして走らせること
ができます。

Atmel Studio内側の拡張としてﾃﾞｰﾀ可視器を走らせるには右のよう
にﾂｰﾙ(Tools)ﾒﾆｭｰでそれを選んでください。

ﾃﾞｰﾀ可視器機能を支援するｷｯﾄはAtmel Studioに於いてそれらの開
始頁で拡張へのｼｮｰﾄｶｯﾄを含みます。

ﾃﾞｰﾀ可視器の独立版がｲﾝｽﾄｰﾙされている場合、Windows®のｽﾀｰﾄ 
ﾒﾆｭｰでｼｮｰﾄｶｯﾄを探してください。独立版はgallery.atmel.comから
のﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞで入手可能です。

https://gallery.atmel.com/
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2. 外部接続
外界への全ての接続は外部接続(External Connection)項目下で見つかる単位部によって扱われます。

DGI制御盤(DGI Control Panel)はﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つどのﾂｰﾙとも通信します。これは汎用入出力(GPIO)監視、電力測
定、ｺｰﾄﾞ特性分析に加えて、SPI、I2C、USART上での双方向通信の能力があります。

ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤(Serial Port Control Panel)はｼｽﾃﾑ上のどのｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄとも通信します。

2.1. ﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ (DGI)

ﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)は組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを持つ殆どのｷｯﾄで利用可能です。DGI制御盤はDGIﾃﾞﾊﾞ
ｲｽと通信することができます。下図はDGI制御盤単位部を示します。

図2-1. ﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ制御盤

助言: 新しいDGI制御盤はﾃﾞｰﾀ可視器で構成設定(Configura 
tion)ﾀﾌﾞの単位部(Modules)項目内の外部接続(Externa 
l Connection)で開くことができます。

検出された全てのDGIﾃﾞﾊﾞｲｽがｷｯﾄ名と通番と共に引き落とし一覧で一覧にされます。接続(Connect)釦を使うと、選んだDGIﾃﾞﾊﾞｲｽ
に接続して利用可能なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽについて問います。利用可能なｲﾝﾀｰﾌｪｰｽがｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(Interfaces)下で一覧にされます。ｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽを許可するには名前傍らのﾁｪｯｸ枠をﾁｪｯｸしてください。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可されると、供給源と吸い込み口を他の端点に接続
することができます。歯車釦はｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを構成設定するのに使われます。構成設定領域の説明についてはｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ詳細部分
をご覧ください。

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽからのﾃﾞｰﾀのﾎﾟｰﾘﾝｸﾞを開始するには開始(Start)釦をｸﾘｯｸしてください。MCUをﾘｾｯﾄ(Reset MCU)ﾁｪｯｸ枠は開始中に
MCUをﾘｾｯﾄに保持させます。

ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)は自動構成設定に関してAtmelﾃﾞｰﾀ規約(ADP:Atmel Data Protocol)とﾃﾞｰﾀ流れ規約の2つの異なる規
約を支援します。ADP使用時、構成設定は目的対象応用ｺｰﾄﾞに存在し、目的対象応用はﾃﾞｰﾀ可視器からの要求で構成設定の設
定を送ります。ﾃﾞｰﾀ流れ規約使用時、構成設定はﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに格納されたﾌｧｲﾙに存在し、目的対象応用はﾃﾞｰﾀ可視器によって
どの構成設定ﾌｧｲﾙが読み込まれるかを識別するIDだけを送ります。ADPのより多くの情報については「Atmelﾃﾞｰﾀ規約」をご覧くださ
い。ﾃﾞｰﾀ流れ規約のより多くの情報については「ﾃﾞｰﾀ流れ規約」をご覧ください。

自動構成設定を許可するには規約自動検出(Autodetect protocols)任意選択が許可されなければなりません。
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接続(Connect)押下後、ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)は全てのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可すると同時にADPﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ ﾒｯｾｰｼﾞまたはﾃﾞｰﾀ流
れ構成設定ﾊﾟｹｯﾄを探します。ADPﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ ﾒｯｾｰｼﾞを受け取る場合、ﾃﾞｰﾀ可視器は目的対象応用からの構成設定情報を要求し
ます。ﾃﾞｰﾀ流れ構成設定ﾊﾟｹｯﾄが見つかる場合、ﾃﾞｰﾀ可視器は検出したIDと一致する名前を持つ構成設定ﾌｧｲﾙを探す自動構成
設定検索ﾊﾟｽでﾌｫﾙﾀﾞを通して検索します。

重要: ﾃﾞｰﾀ可視器がﾃﾞｰﾀ流れ構成設定ﾊﾟｹｯﾄを検出するのを確実にするため、秒毎に最低2度、目的対象によってそれが送
られなければなりません。

重要: 非同期ｼﾘｱﾙ規約(例えば、DGI USARTとCDC仮想COMﾎﾟｰﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで使われるUART規約)は自動検出のため以
下のﾎﾞｰﾚｰﾄを使います。

表2-1. 規約の自動検出に関して非同期ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで使われるﾎﾞｰﾚｰﾄ

9600 19200 38400 57600ﾎﾞｰﾚｰﾄ 115200 230400 500000 1000000 2000000

この表にない何れかの速度を使うことは非同期ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI UARTとｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ/CDC仮想COMﾎﾟｰﾄ)上の規約の
自動検出に対して動きません。

助言: 構成設定ﾌｧｲﾙを探すためにﾃﾞｰﾀ可視器によって使われる現在の検索ﾊﾟｽを見るには構成設定検索ﾊﾟｽ表示(Show Co 
nfig search path)任意選択をﾁｪｯｸしてください。

検索ﾊﾟｽはｾﾐｺﾛﾝ(;)で分離されたﾊﾟｽの一覧です。ﾃﾞｰﾀ可視器が自動構成設定IDを検出すると、正しいﾌｧｲﾙ名を持
つ構成設定ﾌｧｲﾙを探す一覧内のﾊﾟｽを通して検索します。

ﾃﾞｰﾀ可視器が有効な何れかの構成設定ﾌｧｲﾙを見つけることができない場合、正しい構成設定ﾌｧｲﾙが存在するﾌｫﾙﾀﾞへのﾊﾟｽを問
う検索ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳが現れます。

ﾌｫﾙﾀﾞ選択後、ﾌｫﾙﾀﾞは自動構成設定検索ﾊﾟｽに追加されます。

助言: 検索ﾊﾟｽをﾘｾｯﾄして検索ﾊﾟｽとして新しいﾌｫﾙﾀﾞを選ぶには規約自動検出(Autodetect pr 
otocols)任意選択文のﾘﾝｸをｸﾘｯｸしてください。

ﾃﾞｰﾀ可視器はその後に構成設定ﾌｧｲﾙが存在するﾌｫﾙﾀﾞへのﾊﾟｽを問う閲覧ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを
飛び出させます。元の検索ﾊﾟｽは解消され、新たに選んだﾌｫﾙﾀﾞが検索ﾊﾟｽとして設定さ
れます。

重要: 3つ全ての構成設定ﾌｧｲﾙは同じﾌｫﾙﾀﾞに存在しなければなりません。
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2.1.1. SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ供給源はSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで受信した生の値を含みます。吸い込み口はSPIﾊﾞｽで受信した値を送り返します。SPIｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽの物理的な部分の更なる詳細についてはSPIﾃﾞｰﾀ採取に使われるﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙの使用者の手引きをご覧ください。

重要: SPI吸い込み口が複数ﾊﾞｲﾄ型を持つ供給源に接続される場合、そのﾊﾞｲﾄ順は予測不能かもしれません。

重要: SPIﾊｰﾄﾞｳｪｱ単位部はLow活性ﾁｯﾌﾟ選択(CS)信号を使います。CSﾋﾟﾝがHighの時に送られたどのﾃﾞｰﾀも無視されます。

SPI構成設定(SPI Configuration)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞはDGI制御盤(DG 
I Control Panel)内のSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽから開かれます。

表2-2. 構成設定

領域名 使用法値

Transfer Mode
(転送動作形態)

・ SCK normally low, Read data on rising edge
 (SCK通常Low、上昇端ﾃﾞｰﾀ読み込み)
・ SCK normally low, Read data on falling edge
 (SCK通常Low、下降端ﾃﾞｰﾀ読み込み)
・ SCK normally high, Read data on falling edge
 (SCK通常High、下降端ﾃﾞｰﾀ読み込み)
・ SCK normally high, Read data on rising edge
 (SCK通常High、上昇端ﾃﾞｰﾀ読み込み)

SPI動作形態、ｸﾛｯｸ位相と採取を制御

Force synchronization on CS
(CSで強制同期)

ONまたはOFF
SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾁｯﾌﾟ選択線が2度の交互切り替
え後にだけ許可されます。

Enable timestamping
(時刻印許可)

ONまたはOFF
ﾃﾞｰﾀはDGI時刻印ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通して時刻印付
けされます(より遅い転送速度にされます)。

関連ﾘﾝｸ 吸い込みﾃﾞｰﾀ変換

2.1.2. USARTｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

USARTｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ供給源はUSARTｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで受信した生の値を含みます。吸い込み口はUSARTｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで受信した値を送
り返します。USARTｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの物理的な部分の更なる詳細についてはUSARTﾃﾞｰﾀ採取に使われるﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙの使用者の手引
きをご覧ください。

重要: USART吸い込み口が複数ﾊﾞｲﾄ型を持つ供給源に接続される場合、そのﾊﾞ
ｲﾄ順は予測不能かもしれません。

USART構成設定(USART Configuration)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞはDGI制御盤(DGI Control Panel)内の
USARTｲﾝﾀｰﾌｪｰｽから開かれます。
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表2-3. 構成設定

領域名 使用法値

Baud rate (転送速度) 0～2000000 非同期動作でのUARTｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用転送速度

Char length (文字長) 5、6、7または8ﾋﾞｯﾄ 各転送でのﾃﾞｰﾀ ﾋﾞｯﾄ数

Parity type　(ﾊﾟﾘﾃｨ形式)
None(なし)、Even(偶数)、Odd(奇数)、

Mark(ﾏｰｸ)、Space(ｽﾍﾟｰｽ)
通信に使われるﾊﾟﾘﾃｨ形式

Stop bits (停止ﾋﾞｯﾄ) 1、1.5または2ﾋﾞｯﾄ 停止ﾋﾞｯﾄ数

Synchronous mode　(同期動作) ONまたはOFF 同期または非同期の動作を選択

Enable timestamping
(時刻印許可)

ONまたはOFF
ﾃﾞｰﾀはDGI時刻印ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通して時刻印を付けら
れます(より遅い転送速度にされます)。

関連ﾘﾝｸ 吸い込みﾃﾞｰﾀ変換

2.1.3. TWIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

TWIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ供給源はTWIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで受信した生の値を含みます。吸い込み口はTWIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで受信した値を送り返しま
す。TWIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの物理的な部分の更なる詳細についてはTWIﾃﾞｰﾀ採取に使われるﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙの使用者の手引きをご覧くださ
い。

重要: TWI吸い込み口が複数ﾊﾞｲﾄ型を持つ供給源に接続される場合、そのﾊﾞｲﾄ順は予測不能かもしれません。

TWI構成設定(TWI Configuration)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞはDGI制御盤(DGI Control Panel)内のTWIｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽから開かれます。

表2-4. 構成設定

領域名 使用法値

Address (ｱﾄﾞﾚｽ) 0～127 TWI従装置ｱﾄﾞﾚｽ

Speed (速度) 100000または400000

Enable timestamping
(時刻印許可)

ONまたはOFF
ﾃﾞｰﾀはDGI時刻印ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通して時刻印を付けら
れます(より遅い転送速度にされます)。

TWI従装置用速度設定。ﾀｲﾐﾝｸﾞに使用

関連ﾘﾝｸ 吸い込みﾃﾞｰﾀ変換

2.1.4. GPIOｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

汎用入出力(GPIO)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ供給源はuint8型で、許可されたGPIOﾋﾟﾝのﾋﾞｯﾄ値を含みます。ﾊﾟｹｯﾄ
はﾋﾟﾝ切り替わり毎に送信されます。吸い込み口はGPIOﾋﾟﾝに受信した値を送り返します。GPIOｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽの物理的な部分の更なる詳細についてはGPIOﾃﾞｰﾀ採取に使われるﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙの使用者
の手引きをご覧ください。

GPIO構成設定(GPIO Configuration)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞはDGI制御盤(DGI Control Panel)内のGPIOｲﾝﾀｰﾌｪｰ
ｽから開かれます。
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表2-5. 構成設定

領域名 使用法値

GPIO 0 Monitor (GPIO 0監視) ONまたはOFF GPIOﾋﾟﾝ0を監視

GPIO 1 Monitor (GPIO 1監視) ONまたはOFF GPIOﾋﾟﾝ1を監視

GPIO 2 Monitor (GPIO 2監視) ONまたはOFF GPIOﾋﾟﾝ2を監視

GPIO 4 Monitor (GPIO 4監視) ONまたはOFF GPIOﾋﾟﾝ3を監視

GPIO 0 Output (GPIO 0出力) ONまたはOFF GPIOﾋﾟﾝ0出力を許可

GPIO 1 Output (GPIO 1出力) ONまたはOFF GPIOﾋﾟﾝ1出力を許可

GPIO 2 Output (GPIO 2出力) ONまたはOFF GPIOﾋﾟﾝ2出力を許可

GPIO 4 Output (GPIO 3出力) ONまたはOFF GPIOﾋﾟﾝ3出力を許可

Mode (動作形態)
Pin(ﾋﾟﾝ)、Bus(ﾊﾞｽ)、

Latched Bus(ﾗｯﾁしたﾊﾞｽ)
GPIOﾋﾟﾝを、独立したﾋﾟﾝ、4ﾋﾞｯﾄ ﾊﾞｽ、またはGPIO3の上
昇端でﾗｯﾁされた3ﾋﾞｯﾄ ﾊﾞｽとします。

重要: ﾊﾞｽ動作(ＢusまたはLatched Bus)のどれかの使用時に全てのGPIOが採取されますが、監視を許可されたそれらのGPI 
Oだけが採取を起動します。例えば、GPIO 0～GPIO 2の全てが禁止されたGPIO監視を持ちますが、GPIO 3は許可さ
れた監視を持つ場合、GPIO値はGPIO 3変化時にだけ採取されますが、4つ全てのGPIO値がGPIO 3変化時に読まれ
ます。

関連ﾘﾝｸ 吸い込みﾃﾞｰﾀ変換

2.1.5. 電力ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

電力(Power)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは接続された回路の電力消費を測定します。電力ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの物理的な部分の更なる詳細については電
力測定に使われるﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙの使用者の手引きをご覧ください。

電力構成設定(Power Configuration)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞはDGI制御盤(DGI Control Panel)内のPowerｲﾝﾀｰﾌｪｰｽから
開かれます。

電力構成設定(Power Configuration)ｳｨﾝﾄﾞｳは接続されるﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ 
ﾂｰﾙの能力に依存して変わります。
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表2-6. 電力構成設定任意選択

領域名 使用法値

Enable B Channel
(Bﾁｬﾈﾙ許可)

ONまたはOFF 第2電力測定ﾁｬﾈﾙを許可。Aﾁｬﾈﾙは常に許可されます。

Trigger calibration
(校正を起動)

ONまたはOFF
電流測定回路の校正手順を起動します。更なる詳細については「電力測定校
正」をご覧ください。

Enable Range Source
(範囲供給元許可)

ONまたはOFF
基本電力測定ﾁｬﾈﾙに使う範囲を示す範囲供給元を提供。電力消費測定に使わ
れる物理的なﾊｰﾄﾞｳｪｱは測定された瞬間電流に応じて異なる構成設定を持ちま
す。各構成設定は範囲として参照されます。

Lock ChA to High Range
(Aﾁｬﾈﾙを高範囲に固定)

ONまたはOFF
Power Debuggerに於いて、Aﾁｬﾈﾙは低範囲への自動切り替えを避けるために高
範囲に固定化することができます。これは範囲間切り替え時に重要な採取を失う
ことなく、電流消費での短い尖頭波形の検出を許します。

Enable Voltage Output
(電圧出力許可)

ONまたはOFF
出力電圧(Voltage Output)摺動子によって与えられる値でPower Debuggerの電
圧出力を許可します。

Voltage Output
(出力電圧)

0～5500 mV

Power Debuggerは目的対象応用に給電するのに使うことができる調整可能な目
的対象供給が特徴です。この設定はこの供給の出力電圧を制御します。この設
定を有効にするために電圧出力許可(Enable Voltage Output)任意選択が許可さ
れなければなりません。

助言: どの構成設定変更も電力構成設定(Power Configuration)ｳｨﾝﾄﾞｳでOKをｸﾘｯｸするまで無効です。例えば、電圧出力を
許可するために電圧出力許可(Enable Voltage Output)任意選択がﾁｪｯｸされなければならず、出力電圧(Voltage Outp 
ut)値設定とその後のOK押下で、電圧出力が実際に許可されて摺動子値に従って設定されます。

助言: Aﾁｬﾈﾙ範囲固定は既に低範囲で走行している場合に高電流範囲に戻ることをﾃﾞﾊﾞｯｶﾞに強制しません。変更を強制す
るために充分高い電流を待つか、またはﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを単純に停止して再開始するかのどちらです。

重要: 電力(Power)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは電力(Power)単位部でだけ使うことができます。ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ(Oscilloscope)単位部と図表(Grap 
h)単位部はどちらも電力(Power)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使うことができません。

2.1.6. ｺｰﾄﾞ特性分析

ｺｰﾄﾞ特性分析(Code Profiling)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀとﾒﾓﾘ位置のような内部ﾃﾞｰﾀをｱｸｾｽするのに目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ 
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使います。これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ ｱﾄﾞﾚｽの時刻印付けされた採取を提供し、ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行での見識を許しま
す。使用者はﾎﾟｰﾘﾝｸﾞするために任意のﾒﾓﾘ ｱﾄﾞﾚｽを選んでそれらの位置でﾃﾞｰﾀ変数を制御することもできます。加えて、ｽﾀｯｸの状
態と目的対象の節電/休止動作を監視することが可能です。最後に、目的対象のﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(OCD)ｼｽﾃﾑでのﾒｯｾｰｼﾞ ﾊﾟｲﾌﾟを通
して目的対象から任意のﾃﾞｰﾀを受け取ることが可能です。

上の機能の有効性は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ型式で変わり、より多くの詳細は以降の項で見つけることができます。

2.1.6.1. ｺｰﾄﾞ特性分析ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

ｺｰﾄﾞ特性分析(Code Profiling)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽをどう構成設定して使うかの2つの例については「ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ例」と「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ ﾎﾟｰﾘ
ﾝｸﾞ」をご覧ください。

重要: ｺｰﾄﾞ特性分析(Code Profiling)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)がAtmel Studio内の拡張として動く時にだけ
利用可能です。これはAtmel Studioﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ後処理部を通して目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ上のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｼｽﾃﾑをｱｸｾｽすることが必
要だからです。

ｺｰﾄﾞ特性分析構成設定(Code Profiling Configuration)ｳｨﾝﾄﾞｳはDGI制御盤(DGI 
Control Panel)内のCode Profilingｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可した後に開くことができます。



Data Visualizer

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40001903B - 13頁

表2-7. 構成設定

領域名 使用法値

Enable Code Location
(ｺｰﾄﾞ位置許可)

ONまたはOFF ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ採取の状態を制御

Enable Stack Monitor
(ｽﾀｯｸ監視許可)

ONまたはOFF
ｽﾀｯｸの使い方を監視するためにｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀのﾎﾟｰﾘﾝｸﾞを許可(UPDIを持つAV 
R® MCUのみ)

AVR MCU OCD messaging
(AVR MCU OCDﾒｯｾｰｼﾞ)

ONまたはOFF
OCDﾒｯｾｰｼﾞの経路をAtmel Studioへよりもむしろﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)へ
許可

AVR MCU Sleep monitor
(AVR MCU休止監視)

ONまたはOFF

注: ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はﾃﾞﾊﾞｲｽ上のｽﾀｯｸの構成の知識を持たず、故にｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀの生の採取(試料)を示すだけです。

MCUの休止状態の監視を許可(UPDIを持つAVR MCUのみ)

Add Memory Location
(ﾒﾓﾘ位置追加)

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞと制御のために新しいﾒﾓﾘ位置の登録を追加。(16進数)ｱﾄﾞﾚｽ入力用文
字枠、ﾃﾞｰﾀ型選択、それと削除(Delete)釦が現れます。

各構成設定任意選択は以降の項で詳述されます。

2.1.6.2. ｺｰﾄﾞ位置

ｺｰﾄﾞ位置(Code Location)機能はﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)に目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀの採取を許します。これは様々な
採取点に於いて目的対象で何が実行されつつあるかを見るのを可能にします。電力消費と共にｺｰﾄﾞ実行を相関付けするのに特に
電力測定と共に有用です。目的対象が命令を実行しているのと同じ位にPC値を読み出すのが殆どの場合で不可能なため、採取さ
れたPC値はｺｰﾄﾞの一部を示すだけです。採取された値は何れかの時点でどのｺｰﾄﾞ部分が実行されつつあるかを示すのに未だ有用
です。

ｺｰﾄﾞ位置(Code Location)機能をどう使うかの例については「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ」をご覧ください。

重要: ｺｰﾄﾞ位置(Code Location)機能はUPDIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを特徴とするSAMﾃﾞﾊﾞｲｽとAVRﾃﾞﾊﾞｲｽでだけ利用
可能です。

2.1.6.3. ｽﾀｯｸ監視

ｽﾀｯｸ監視(Stack Monitor)は走行時にそれらのｺｰﾄﾞのｽﾀｯｸの使い方の監視を開発者に許します。これはﾁｯﾌﾟ上のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ単位部経
由でｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀ ﾚｼﾞｽﾀを採取することによって行われます。ｺｰﾄﾞ特性分析構成設定(Code Profiling Configuration)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞでｽﾀｯｸ
監視(Stack Monitor)を許可し、その後にｽﾀｯｸ監視(Stack Monitor)供給源を図表(Graph)の作図(Plot)の吸い込み口に接続してﾃﾞﾊﾞｯ
ｸﾞ作業を開始してください。

重要: ｽﾀｯｸ監視(Stack Monitor)機能はUPDIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを特徴とするAVRﾃﾞﾊﾞｲｽでだけ利用可能です。

ｽﾀｯｸ監視(Stack Monitor)機能はﾎﾟｰﾘﾝｸﾞを使って実装され、これは全てのｽﾀｯｸ ﾚﾍﾞﾙが見られる訳ではないことを意味します。結果
の図の粒度(細かさ)はﾃﾞﾊﾞｲｽ ｸﾛｯｸの速度、UPDIｸﾛｯｸ速度、それと応用ｺｰﾄﾞの特質の相関関係です。ｽﾀｯｸ監視使用時はUPDIｸﾛｯ
ｸを最高に設定することが推奨されます。

ここで示される例はATtiny817で走っている応用から(線引きなしの)点としてのｽﾀｯｸ追跡です。点はｱﾄﾞﾚｽ16372($3FF4)を示す主繰
り返しに於いて”ｱｲﾄﾞﾙ状態”のｽﾀｯｸ ﾎﾟｲﾝﾀと関数が呼ばれるための減少を持つ採取(試料)を示します。



Data Visualizer

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40001903B - 14頁

2.1.6.4. AVR MCU OCDﾒｯｾｰｼﾞ

AVR MCU OCDﾒｯｾｰｼﾞ ｼｽﾃﾑはﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ単位部の側方経路です。これはそれが停止された時にｺｱと通信するためにいくつ
かのOCD変種で広範囲に使われますが、走行動作中はｼｽﾃﾑによって使われません。走行時にﾃﾞﾊﾞｯｶﾞへﾒｯｾｰｼﾞを送るために最
終使用者ｺｰﾄﾞによって使うことができます。走行動作では走行/停止状態に対してﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが定常的にOCDをﾎﾟｰﾘﾝｸﾞし、同時にどの
ﾒｯｾｰｼﾞも受け取ります。AVR MCU OCDﾒｯｾｰｼﾞは(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾋﾟﾝを除き)どの専用ﾋﾟﾝも使わないｺｰﾄﾞ計装用ﾁｬﾈﾙです。ﾒｯｾｰｼﾞは単
一8ﾋﾞｯﾄ値で、ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)に経路付けされない限り、既定によってAtmel Studioに送られて16進値として出力(Outpu 
t)ｳｨﾝﾄﾞｳで表示されます。

AVR MCU OCDﾒｯｾｰｼﾞはいくつかの方法で使うことができます。下の例は様々な技法の3つ例を示します。

・ ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸなし、無保証配送
・ ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ付き、遮断移送
・ ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ付き、非遮断移送

OCDﾒｯｾｰｼﾞを使う標準的な方法はありません。これらの例で示される技法は各々、利点と欠点を持ち、目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ上の異なる
資源を利用します。全てのAVRがOCDﾒｯｾｰｼﾞを支援する訳ではなく、全ての応用がOCDﾒｯｾｰｼﾞの使用に適応される訳ではありま
せん。これは本質的にﾁｯﾌﾟ上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｼｽﾃﾑの側方経路です。

ｺｰﾄﾞ特性分析構成設定(Code Profiling Configuration)ﾀﾞｲﾛｸﾞでAVR MCU OCDﾒｯｾｰｼﾞを許可し、その後にAVR MCU OCDﾒｯｾｰ
ｼﾞ供給源を図表(Graph)の作図(Plot)の吸い込み口に接続してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してください。ﾒｯｾｰｼﾞはそれによってｺｰﾄﾞが計測
されない限り現れません。

AVR MCU OCDﾒｯｾｰｼﾞに対する殆どの代表的な使用事例は例で実演されるように、端末で表示されるASCII printf形式のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
です。けれども、何れの8ﾋﾞｯﾄ ﾃﾞｰﾀ値や複合構造体さえ移送するのに使うことができます。ﾒｯｾｰｼﾞは例えば、ADC採取完了割り込
みから送ることができ、ADC採取の8ﾋﾞｯﾄ値を直接OCDﾒｯｾｰｼﾞ ﾚｼﾞｽﾀに書きます。これはその後にﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)で
図に直接作図することができます。

‘既定の’Atmel StudioへのOCDﾒｯｾｰｼﾞ ﾁｬﾈﾙは50ms周期の固定採取速度で動きます。ﾃﾞｰﾀ可視器から許可されると、ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ繰
り返しはOCDﾒｯｾｰｼﾞを読んで移送するためにﾃﾞﾊﾞｯｶﾞの’予備’周期を利用します。これはより高い単位処理量をもたらしますが、ﾀﾐ
ﾝｸﾞでの決定性も減らします。

2.1.6.4.1. ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸなしのAVR MCU OCDﾒｯｾｰｼﾞ

AVR MCU OCDﾒｯｾｰｼﾞを使う最も簡単な形式はどんな形式のﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸもなしにﾚｼﾞｽﾀへ直接書くことです。これは例えば、ﾃﾞｰﾀ完
了性よりも実行速度がもっと重要な時に適切かもしれません。例えそれがﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって未だ読まれていなくても、OCDﾒｯｾｰｼﾞ ﾚｼﾞ
ｽﾀへの単一書き込みは前の値を上書きします。これはゆっくり変化するﾃﾞｰﾀに使うことができます。

以下の例は様々なAVR MCU基本設計に於いてﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸなしでAVR MCU OCDﾒｯｾｰｼﾞをどう出力するかを示します。

AVR UPDI目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽでのOCDﾒｯｾｰｼﾞ

// AVR UPDI目的対象でのOCDﾒｯｾｰｼﾞの例
// ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸなし、無保証
#define SYSCFG_OCDM SYSCFG.reserved_0x18
void ocd_putchar (char c)
{
 SYSCFG_OCDM = c;
}

AVR XMEGA®目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽでのOCDﾒｯｾｰｼﾞ

注: DGIに基づくOCDﾒｯｾｰｼﾞは未だXMEGA目的対象で支援されません。ここで示されるｺｰﾄﾞはOCDﾒｯｾｰｼﾞをAtmel Studioへ押し
込みます。

// AVR XMEGA目的対象でのOCDﾒｯｾｰｼﾞの例
// ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸなし、無保証
void ocd_putchar (char c)
{
 OCD.OCDR0 = c;
}

AVR JTAG目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽでのOCDﾒｯｾｰｼﾞ

// AVR JTAG目的対象でのOCDﾒｯｾｰｼﾞの例
// ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸなし、無保証
void ocd_putchar (char c)
{
 OCDR = c;
}
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2.1.6.4.2. ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸと遮断でのOCDﾒｯｾｰｼﾞ

この例は新しい文字を受け入れる準備が整うまでOCDﾒｯｾｰｼﾞ ｼｽﾃﾑ経由で送られた各文字を阻止します。ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが切断された場
合にｺｰﾄﾞの完全な固着停止を防ぐために簡単な制限時間が使われます。この例はUPDIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使ってAVR ATtiny817で走り
ますが、OCDﾒｯｾｰｼﾞを支援する他のAVR MCU基本設計でも同様の機構を使うことができます。

#include <avr/io.h>
#include <stdbool.h>

#define SYSCFG_OCDM SYSCFG.reserved_0x18
#define SYSCFG_OCDMS SYSCFG.reserved_0x19

bool ocd_print_ready (void)
{
 return !(SYSCFG_OCDMS & (1 << 0)); // 最後の文字が収集されたか?
}

bool ocd_print_char (char msg)
{
 // 簡単な制限時間機構
 uint8_t timeout = 0xFF;
 while (timeout-- && !ocd_print_ready());

 if (!timeout) // ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが収集に失敗なら、継続
  return false;

 SYSCFG_OCDM = msg; // ﾒｯｾｰｼﾞを降ろす。
 return true;
}

void ocd_print (char* pmsg)
{ // ﾒｯｾｰｼﾞ送出
 while (*pmsg) {
  if (!ocd_print_char(*pmsg++))
   return;
 }
}

int main(void)
{
 ocd_print ("Hello World\n"); // OCDﾒｯｾｰｼﾞを送出
 while (1);
}

2.1.6.4.3. 割り込み駆動で緩衝したOCDﾒｯｾｰｼﾞ

AVR MCU OCDﾒｯｾｰｼﾞを使うもっと複雑な方法は、徐々にﾃﾞﾊﾞｯｶﾞへ転送されるﾃﾞｰﾀを注入することができるprintf関数に小さな入
出力緩衝部を伴います。printf緩衝部を周期的に処理するのに計時器割り込みが使われます。ﾒｯｾｰｼﾞ ﾁｬﾈﾙの準備が整っていて
ﾃﾞｰﾀが利用可能なら、各割り込みで文字が緩衝部から送られます。この例はJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを持つmegaAVR®ﾃﾞﾊﾞｲｽで走ります
が、OCDﾒｯｾｰｼﾞを支援する他のAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ基本設計ではより小さな機構を使うことができます。

#include <avr/io.h>
#include <stdio.h>
#include <avr/interrupt.h>

// OCDﾒｯｾｰｼﾞに割り当てられる緩衝部
#define OCDR_BUFFER_SIZE 32
static uint8_t ocdr_buffer[OCDR_BUFFER_SIZE];

// 緩衝部位置指示子
static uint8_t head;
static uint8_t tail;

// ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞがﾒｯｾｰｼﾞを受信することを示すﾌﾗｸﾞ
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static uint8_t debugger_attached = 1;

// 関数宣言
static int ocdr_putchar(char c, FILE *stream);
static FILE mystdout = FDEV_SETUP_STREAM(ocdr_putchar, NULL, _FDEV_SETUP_WRITE);

// 流れに文字を配置
static int ocdr_putchar(char c, FILE *stream)
{
 // ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが収集に失敗の場合、むしろ単に中止
 if (!debugger_attached)
  return 1;

 // 丸め付きで先頭位置指示子を進行
 uint8_t tmphead;
 tmphead = (head + 1 );
 if (tmphead >= OCDR_BUFFER_SIZE)
  tmphead = 0;
 if (tmphead == tail)
 {
  // 溢れで中止
  debugger_attached = 0;
  return 0;
 }

 // ﾃﾞｰﾀを追加
 ocdr_buffer[tmphead] = c;
 head = tmphead;
 return 1;
}

// 定期的にﾃﾞｰﾀを送る計時器割り込み
ISR(TIMER0_OVF_vect)
{
 // ﾃﾞｰﾀなしなら、継続
 if (head == tail)
  return;

 // 直前ﾊﾞｲﾄが収集されていないなら、継続
 if (OCDR & 0x80)
  return;

 // 後尾位置指示子を進行
 uint8_t tmptail = (tail + 1);
 if (tmptail >= OCDR_BUFFER_SIZE)
  tmptail = 0x00;
 tail = tmptail;

 // ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞへﾃﾞｰﾀ送出
 OCDR = ocdr_buffer[tmptail];

 // ﾎｯﾄﾌﾟﾗｸﾞを許すために取り付けﾌﾗｸﾞをﾘｾｯﾄ
 debugger_attached = 1;
}

void ocdr_printf_init (void)
{
 // 緩衝部位置指示子を0設定
 head = 0;
 tail = 0;
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 // TC構成設定、8MHzのDIV32は約1msでの溢れの刻時
 TIFR = (1 << TOV0);
 TIMSK = (1 << TOIE0);
 TCCR0 = (1 << CS01) | (1 << CS00);
 sei();
}

int main(void)
{
 // ﾎﾟｰﾄ初期化
 DDRB |= 0xFF;
 PORTB = 0x55;

 // 緩衝部初期化
 stdout = &mystdout;
 ocdr_printf_init();

 // 実演繰り返し
 uint8_t c = 0;
 while(1)
 {
  c++;
  PORTB = ~c;
  printf("led %d\n", c);

  // printf配給を保証するためにdelay>約8msでなければなりません。
  uint16_t delay = 0x3FFF;
  while (delay--);
 }
}

2.1.6.5. AVR MCU休止監視

AVR MCU休止監視は走行時にAVR MCU CPUの休止動作状態を監視することを開発者に許します。休止動作は2値表現でどの低
電力動作(ｱｲﾄﾞﾙ、ﾊﾟﾜｰﾀﾞｳﾝなど)が活性かは示しません。AVR MCU休止監視は休止動作でCPUが費やす大まかな時間の量を判
断するのに有用で有り得ます。ｺｰﾄﾞ特性分析構成設定(Code Profiling Configuration)ﾀﾞｲﾛｸﾞでAVR MCU休止監視を許可し、その後
にAVR MCU休止監視供給源を図表(Graph)の作図(Plot)の吸い込み口に接続してﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してください。

重要: AVR MCU休止監視(AVR MCU Sleep Monitor)機能はUPDIﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを特徴とするAVRﾃﾞﾊﾞｲｽで
だけ利用可能です。

AVR MCU休止監視機能はﾎﾟｰﾘﾝｸﾞを使って実装され、これは全ての休止遷移が見られる訳ではないことを意味します。結果の図の
粒度(細かさ)はUPDIｸﾛｯｸ速度と応用ｺｰﾄﾞの特質の相関関係です。AVR MCU休止監視使用時はUPDIｸﾛｯｸを最高に設定すること
が推奨されます。

下の図は使用中の休止監視の例を示します。’1’の値はMCUが休止動作であることを示し、’0’はそれが普通に走っていることを意
味します。作図から、MCUが約2.2秒の期間で休止動作に入って抜け出し、各起き上がり周回で約275ms間’起きている’状態に留ま
ることを(ｶｰｿﾙを使って)測定することができます。
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2.1.6.6. ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞと制御

ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞと制御(Data Polling and Control)機能は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽで任意のﾒﾓﾘ位置の継続的な採取と変更を可能にします。こ
の機能をどう使うかの例についてはﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞと制御例をご覧ください。

重要: ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞと制御(Data Polling and Control)機能はSAMﾃﾞﾊﾞｲｽでだけ利用可能です。

ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞや制御をされるﾒﾓﾘ位置を追加するには以下を行ってください。

すべきこと: ・ 追加する各ﾒﾓﾘ位置に対してﾒﾓﾘ位置追加(Add Memory Location)釦を
ｸﾘｯｸしてください。

・ 各位置のｱﾄﾞﾚｽと形式を満たしてください。

各ﾒﾓﾘ位置には1つの供給源と1つの吸い込み口があり
ます。その位置の値を監視するには供給元をどれかの
可視化単位部に接続し、ﾒﾓﾘ位置の値を変えるにはど
れかの供給源を吸い込み口に接続してください。

重要: ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞに於いて関心のある変数をvolatileとして宣言することはそれらがSRAMに置かれｺﾝﾊﾟｲﾗによってそれらの値が
ﾚｼﾞｽﾀにｷｬｯｼｭされないことを保証します。ﾚｼﾞｽﾀはﾎﾟｰﾘﾝｸﾞできず、SRAM位置しかできません。

助言: ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞは絶対SRAM位置で動作します。それらが常にSRAM内の同じ位置で利用可能なようにこの目的に対して
全域変数を使うことが勧められます。ｽﾀｯｸ内のﾎﾟｰﾘﾝｸ位置はﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ時のｽﾀｯｸ前後関係に基づいて予測不能な結果
を生じ得ます。

2.1.6.6.1. ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ例

電力消費分析のためにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ採取をどう使うかの例は「ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ」で見つけることができます。この項で使われ
るのと同じ大容量記憶ｸﾗｽ例がﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞとﾃﾞｰﾀ変数の制御機能をどう使うのかの例としても適応されます。SAM L21 Xplained P 
ro基板はｷｯﾄ上の目的対象USBとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUSBの両ｺﾈｸﾀを通してﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されます。ATSAML21目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽはSAM 
L21 Xplained Proに対するASFからのUSB装置MSC例を走っています。

この例で使われるﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定と目的対象応用ｺｰﾄﾞのより多くの詳細については「ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｺｰﾄﾞ例」をご覧ください。

この例が図表(Graph)と計器盤(Dashboard)の単位部を使うとは言え、原理はﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)で他の単位部と共にｺｰﾄﾞ
特性分析(Code profiling)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使うのと同じです。

最初に、図表(Graph)が目的対象応用内の変数を監視するように構成設定されます。

すること: ・ DGI制御盤(DGI Control Panel)内のｺｰﾄﾞ特性分析(Code Profiling)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに対する
ﾁｪｯｸ枠をﾁｪｯｸすることによってｺｰﾄﾞ特性分析ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可してください。

すること: ・ 歯車釦を押すことによってｺｰﾄﾞ特性分析構成設定(Code Profiling 
Configuration)ｳｨﾝﾄﾞｳを開いてください。
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すること: ・ 追加する各ﾒﾓﾘ位置に対してﾒﾓﾘ位置追加(Add Memory Location)釦をｸ
ﾘｯｸしてください。

・ 各位置のｱﾄﾞﾚｽと形式を満たしてください。

すること: ・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)で構成設定(Configuration)操作盤を開
いてください。

・ 図表(Graph)単位部をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸすることによって図表を追加してく
ださい。

新しい図表要素が構成設定された1つのY軸と共に開きます。けれども、監視するため
に無関係の2つの変数がある時は、従って、2つの軸が必要とされます。

すること: 追加の軸を追加するために軸追加(Add axis)釦をｸﾘｯｸしてください。

これらは共に接続されるべき新しい供給源(変数)と吸い込み口(軸)です。

すること: ｺｰﾄﾞ特性分析(Code profiling)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの供給源ﾌﾟﾗｸﾞの各々を各軸の新規作図(New plot)の吸い込み口ｼﾞｬｯｸに
引き摺ってください。
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ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)で図表での出力を観察してください。ﾃﾞｨｽｸをﾌｫｰﾏｯﾄして書き込み周回計数器がどう増えるかを監視し
てください。両方の値が独立した軸で作図され、故にそれらはそれによって尺度調整することができます。出力はこのようなものに見
えるべきです。

すること: 実行を再開するためにAtmel Studioで継続(Continue) (F5)をｸﾘｯｸしてください。

助言: 停止状態のUSB装置はもはやWindows事象に応答せず、長すぎる間この状態を保たれた場合、ﾊﾞｽから切断されるかも
しれません。これを救済するには単にAtmel Studioで実行をﾘｾｯﾄしてください。

この例の以降の部分は目的対象応用と情報を交換するために計器盤をどう使うかを示します。目的対象応用で必要とされるｺｰﾄﾞ変
更のより多くの情報については「計器盤制御を使う応用情報交換」をご覧ください。
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すること: ・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を開いてください。

・ 接続してください。

・ ｺｰﾄﾞ特性分析構成設定(Code Profiling Configuration)
ｳｨﾝﾄﾞｳでframe_comparatorの位置を追加してください。

ﾃﾞｰﾀ可視器の計器盤は今やこの変数の値を操作する制御を作ることができます。

すること: ・ 構成設定(Configuration)操作盤を開いてください。

・ 入出力計器盤(I/O Dashboard)をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸすること
によって新しい入出力計器盤部品を追加してくださ
い。

今や計器盤に摺動子(Slider)を追加することができます。

すること: ・ 編集(Edit)ﾁｪｯｸ枠を選んでください。

・ 要素(Elements)ﾀﾌﾞを開いてください。

・ 計器盤にSlider(摺動子)要素を引き摺ってください。
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摺動子(Slider)制御はいくつかの構成設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀを持つことが必要です。

すること: 摺動子(Slider)要素を選択してそれの特性を設定してください。

・ 最大(Maximun) = 500

・ 最小(Minimum) = 100

今や計器盤にｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器(Segment Display)制御を追加することができます。

すること: ・ 編集(Edit)ﾁｪｯｸ枠を選んでください。

・ 要素(Elements)ﾀﾌﾞを開いてください。

・ 計器盤にｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器(Segment Display)要素を引き摺ってください。

ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器(Segment Display)制御はいくつかの構成設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀを持つことが必要です。

すること: ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器(Segment Display)要素を選択してそれの特性を設定してください。

・ 桁数(Segment Count) = 3
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摺動子(Slider)制御は今やﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)に於いて関連するどれかの吸い込み口に接続することができる供給源として
使うことができます。ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器(Segment Display)は同様に関連する供給源を接続するための吸い込み口として使うことができま
す。

ｺｰﾄﾞ特性分析(Code Profiling)ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾃﾞｰﾀの供給源とﾃﾞｰﾀの吸い込み口の両方を提供します。摺動子は今や
吸い込み口に、ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器は供給源に接続することができます。

すること: ・ 編集(Edit)ﾁｪｯｸ枠のﾁｪｯｸを外してください。

・ 端点を表示(Show Endpoints)ﾁｪｯｸ枠を選んでください。

・ 各供給源ﾌﾟﾗｸﾞを引き摺ってそれを吸い込み口で落とすことによって供給源と吸い込み口を接続してください。

今やﾃﾞｰﾀ可視器で接続が作られたので、ｼｽﾃﾑを走行状態に置いてGUIを通して変数との情報交換を行うことができます。
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すること: ・ 端点を表示(Show Endpoints)ﾁｪｯｸ枠の選択を外してください。

・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を開始してください。

・ Atmel Studioで実行を再開(F5)してください。

摺動子は今や応用ｺｰﾄﾞ内のframe_comparator変数の制御装置です。摺動子を引き摺ってLED点滅周波数の変化に気付いてくださ
い。摺動子位置でのどの変化もﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通して目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽへ送られ、新しい値が変数に格納されます。同時に、
値は目的対象からも読み戻されてｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器で表示されます。

2.1.7. 吸い込みﾃﾞｰﾀ変換

DGIは元々8ﾋﾞｯﾄ値だけしか扱うことができないため、DGIによって受信された全ての値は以下の表での規則に従って再割り当てされ
ます。

表2-8. ﾃﾞｰﾀ変換

ﾃﾞｰﾀ型 変換

int8 uint8に割り当て。2の補数値は維持されます。

uint8

int16 2の補数値は維持されます。2つのuint8値に分割。ﾋﾞｯｸﾞ ｴﾝﾃﾞｨｱﾝ。

uint16 2つのuint8値に分割。ﾋﾞｯｸﾞ ｴﾝﾃﾞｨｱﾝ。

int32 2の補数値は維持されます。4つのuint8値に分割。ﾋﾞｯｸﾞ ｴﾝﾃﾞｨｱﾝ。

uint32 4つのuint8値に分割。ﾋﾞｯｸﾞ ｴﾝﾃﾞｨｱﾝ。

Float int32に割り当て。

Double int32に割り当て。

XY8 X値が最初に送られ、その後にY軸。

XYu8 X値が最初に送られ、その後にY軸。

XY16 X値が最初に送られ、その後にY軸。

XYu16 X値が最初に送られ、その後にY軸。

XY32 X値が最初に送られ、その後にY軸。

XYu32 X値が最初に送られ、その後にY軸。

XYFloat X値が最初に送られ、その後にY軸。

XYDouble X値が最初に送られ、その後にY軸。

String 各文字のASCII値が送られます。Null終端が追加されます。

StringFloat 後続する文字列を持つint32として送出。

Boolean 偽は0として真は1として送られます。

2.1.8. DGIﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ

ﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI)との通信は独立したC++ DLLを通して行われます。作業が開始されると、2ms毎にﾃﾞｰﾀのためにDGIﾃﾞ
ﾊﾞｲｽをﾎﾟｰﾘﾝｸﾞします。けれどもCPUが他の作業で多忙かもしれないので、このﾎﾟｰﾘﾝｸﾞはより長い間隔で起こるかもしれません。

DGIﾃﾞﾊﾞｲｽが制限された緩衝部しか持たないため、DLLは溢れるのを避けるためにﾃﾞﾊﾞｲｽを定期的にﾎﾟｰﾘﾝｸﾞすることが必要です。
従って、ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ作業中はCPUの使用を低く保つことが重要です。溢れ問題の場合、DGIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでの転送速度を減らすか、また
は応用を中止することによってCPU負荷を減らすかのどちらかを行ってください。
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2.2. ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ

ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)は標準PCｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄに接続することができます。既定によってｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤(Serial Port Control 
Panel)が開かれ、ﾃﾞｰﾀ可視器を開始する時にDGI制御盤(DGI Control Panel)下に最小化されます。これを展開するには最小化した
盤の右角の下向き矢印をｸﾘｯｸしてください。

助言: ﾃﾞｰﾀ可視器で構成設定(Configuration)ﾀﾌﾞの単位部(Modul 
es)項内の外部接続(External Connection)内で新しいｼﾘｱﾙ 
ﾎﾟｰﾄ(Serial Port)制御盤を開くことができます。

ﾎﾞｰﾚｰﾄ(Baud rate)、停止ﾋﾞｯﾄ(Stop bits)、ﾊﾟﾘﾃｨ(Parity)は通信相手に対して必要とされる設定と一致するように設定されなければな
りません。吸い込み口と供給源の端点はｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄに対して出て行くﾃﾞｰﾀとやって来るﾃﾞｰﾀを表すために存在します。ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ
制御盤の端点はuint8ﾃﾞｰﾀ型で、DGI制御盤と同じ変換規則に従います。端末を開く(Open Terminal)ﾁｪｯｸ枠は自動的に開いて端
点に接続することを端末単位部にさせます。ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄから切断すると、作成された端末単位部が閉じられます。

図2-2. ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤
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表2-9. 構成設定

領域名 使用法値

Baud rate (ﾎﾞｰﾚｰﾄ) 600～2000000 ｼﾘｱﾙ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのﾎﾞｰﾚｰﾄ

Parity (ﾊﾟﾘﾃｨ)
None(なし)、Even(偶数)、Odd(奇数)、

Mark(ﾏｰｸ)、Space(ｽﾍﾟｰｽ)
通信に使われるﾊﾟﾘﾃｨ形式

Stop bits (停止ﾋﾞｯﾄ) 1、1.5または2ﾋﾞｯﾄ 停止ﾋﾞｯﾄ数

DTR (ﾃﾞｰﾀ端末準備可) ONまたはOFF RS-232直列通信のﾃﾞｰﾀ端末準備可(DTR)制御信号

RTS (送出要求) ONまたはOFF RS-232直列通信の送出要求(RTS)制御信号

Open Terminal
(端末を開く)

ONまたはOFF
ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤(Serial Port Control Panel)のｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄと端
末間の自動接続で供給源と吸い込み口の接続で端末を開きま
す。

Autodetect protocols
(規約自動検出)

ONまたはOFF
Atmelﾃﾞｰﾀ規約の自動検出またはﾃﾞｰﾀ流れ規約自動構成設
定。規約のより多くの情報については「Atmelﾃﾞｰﾀ規約」と「ﾃﾞｰ
ﾀ流れ規約」をご覧ください。

Show Config search path
(構成設定検索ﾊﾟｽ表示)

ONまたはOFF
規約自動検出(Autodetect protocols)が許可される時にだけ利
用可能。ﾃﾞｰﾀ流れ自動構成設定ﾌｧｲﾙ用検索ﾊﾟｽを表示。

ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)は自動構成設定に関して、Atmelﾃﾞｰﾀ規約(ADP:Atmel Data Protocol)とﾃﾞｰﾀ流れ規約の2つの異なる
規約を支援します。ADP使用時、構成設定は目的対象応用ｺｰﾄﾞに存在し、目的対象応用はﾃﾞｰﾀ可視器からの要求で構成設定を
送ります。ﾃﾞｰﾀ流れ規約使用時、構成設定はﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに格納されるﾌｧｲﾙに存在し、目的対象応用はﾃﾞｰﾀ可視器によって読み
込まれるべき構成設定ﾌｧｲﾙを識別するIDを単に送ります。ADPのより多くの情報については「Atmelﾃﾞｰﾀ規約」をご覧ください。ﾃﾞｰﾀ
流れ規約のより多くの情報については「ﾃﾞｰﾀ流れ規約」をご覧ください。

自動構成設定を許可するには規約自動検出(Autodetect protocols)が許可されなければなりません。

接続(Connect)押下後、ﾃﾞｰﾀ可視器は全てのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可すると同時にADPﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ ﾒｯｾｰｼﾞまたはﾃﾞｰﾀ流れ構成設定ﾊﾟ
ｹｯﾄを探します。ADPﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ ﾒｯｾｰｼﾞが受信されると、ﾃﾞｰﾀ可視器は目的対象応用からの構成設定情報を要求します。ﾃﾞｰﾀ流れ
構成設定ﾊﾟｹｯﾄが見つかった場合、ﾃﾞｰﾀ可視器は検出したIDに合う名前を持つ構成設定ﾌｧｲﾙを探して自動構成設定検索ﾊﾟｽの
ﾌｫﾙﾀﾞを通して検索します。

重要: ﾃﾞｰﾀ可視器がﾃﾞｰﾀ流れ構成設定ﾊﾟｹｯﾄを検出するのを確実にするため、秒毎に最低2度、目的対象によってそれが送
られなければなりません。

重要: 非同期ｼﾘｱﾙ規約(例えば、DGI USARTとCDC仮想COMﾎﾟｰﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで使われるUART規約)は自動検出のため以
下のﾎﾞｰﾚｰﾄを使います。

表2-10. 規約の自動検出に関して非同期ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで使われるﾎﾞｰﾚｰﾄ

9600 19200 38400 57600ﾎﾞｰﾚｰﾄ 115200 230400 500000 1000000 2000000

この表にない何れかの速度を使うことは非同期ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI UARTとｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ/CDC仮想COMﾎﾟｰﾄ)上の規約の
自動検出に対して動きません。

助言: 構成設定ﾌｧｲﾙを探すためにﾃﾞｰﾀ可視器によって使われる現在の検索ﾊﾟｽを見るには構成設定検索ﾊﾟｽ表示(Show Co 
nfig search path)任意選択をﾁｪｯｸしてください。

検索ﾊﾟｽはｾﾐｺﾛﾝ(;)で分離されたﾊﾟｽの一覧です。ﾃﾞｰﾀ可視器が自動構成設定IDを検出すると、正しいﾌｧｲﾙ名を持
つ構成設定ﾌｧｲﾙを探す一覧内のﾊﾟｽを通して検索します。

ﾃﾞｰﾀ可視器が有効な何れかの構成設定ﾌｧｲﾙを見つけることができない場合、正しい構成設定ﾌｧｲﾙが存在するﾌｫﾙﾀﾞへのﾊﾟｽを問
う閲覧ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳが現れます。
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ﾌｫﾙﾀﾞ選択後、ﾌｫﾙﾀﾞは自動構成設定検索ﾊﾟｽに追加されます。

助言: 検索ﾊﾟｽをﾘｾｯﾄして検索ﾊﾟｽとして新しいﾌｫﾙﾀﾞを選ぶには規約自動検出(Autodetect pr 
otocols)任意選択文のﾘﾝｸをｸﾘｯｸしてください。

ﾃﾞｰﾀ可視器はその後に構成設定ﾌｧｲﾙが存在するﾌｫﾙﾀﾞへのﾊﾟｽを問う閲覧ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを
ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟします。元の検索ﾊﾟｽは解消され、新たに選んだﾌｫﾙﾀﾞが検索ﾊﾟｽとして設定さ
れます。

重要: 3つ全ての構成設定ﾌｧｲﾙは同じﾌｫﾙﾀﾞに存在しなければなりません。
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3. 可視化
やって来るﾃﾞｰﾀは本章下に含まれる単位部を使って可視化することができます。

端末(Terminal)は生ﾃﾞｰﾀまたはASCII符号化した文字のどちらかとして文字ﾃﾞｰﾀとして表示します。文字に基づくﾃﾞｰﾀを送る能力も
あります。

図表(Graph)単位部は線描、帯域、文字列ﾌﾗｸﾞとして時間に沿ってやって来るﾃﾞｰﾀを可視化します。ｶｰｿﾙ(Cursor)はﾃﾞｰﾀを分析す
るのを手助けし、設定する閾値のための出力値を提供することができます。

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ(Oscilloscope)単位部はﾃﾞｰﾀの流れに於いて時間で繰り返される様式を分析するのに有用です。

電力分析(Power Analisys)単位部は特に時間に沿って電力消費を分析するために作られています。これはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実行対電力消費
の概要を得るためにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ採取を可視化するｺｰﾄﾞ特性分析(Code Profiling)でも使うことができます。

独自計器盤(Custom Dashboard)単位部は応用に合わせて使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを作成するための独自設定可能な描画面です。図表
などに加えて、釦、摺動子、ﾁｪｯｸ枠のような最も一般的な使用者入力が特徴です。

3.1. 端末

端末(Terminal)単位部は簡単な文字ﾃﾞｰﾀや数値の表示と送出のためのありのままの端末です。

3.1.1. 端末単位部

端末(Terminal)単位部は簡単な文字ﾃﾞｰﾀや数値の表示と送出に使われます。端末をどう構成設定するかの例については「端末構
成設定例」をご覧ください。

図3-1. 端末

1

2

3 4 5 6 7 8 9

1. 入力文字枠 2. 出力文字枠 3. 供給源出力 4. 吸い込み口入力 5. 解消(Clear)釦
6. 自動改行(Automatic line feed)ﾁｪｯｸ枠 7. 16進数動作(Hexadecimal mode)ﾁｪｯｸ枠
8. 時刻印表示(Display timestamp)ﾁｪｯｸ枠 9. 自動ｽｸﾛｰﾙ(Autoscroll)ﾁｪｯｸ枠

3.1.1.1. 端末接続とﾃﾞｰﾀ表示

ﾃﾞｰﾀの流れは供給源と吸い込み口の端点を通して端末に接続されます。外部の供給源を端末の吸い込み口に落とすか、または端
末の供給源を外部の吸い込み口に引き摺って落としてください。端末の吸い込み口端点にやって来るﾃﾞｰﾀは入力文字枠で表示さ
れます。

3.1.1.2. ﾃﾞｰﾀ送出

端末の供給源が吸い込み口端点に接続されると、入力文字枠でﾃﾞｰﾀを入力してEnterを押すことによってﾃﾞｰﾀを送ることができま
す。文字枠で入力したものはどれも送信後に消去されます。文字枠は中断文字(例えば、$55の生ﾃﾞｰﾀ値送信に帰着する\x55)の使
用を支援します。

3.1.1.3. 16進数動作設定

ﾃﾞｰﾀは通常、ASCII符号化されたﾃﾞｰﾀの流れと仮定されます。ﾃﾞｰﾀの16進値を表示するには16進数動作(Hexadecimal mode)ﾁｪｯｸ
枠を選んでください。

3.1.1.3. 入力文字枠の大きさ変更

入力文字枠は枠の下部をｸﾘｯｸして引き摺ることによって大きさ変更可能です。



Data Visualizer

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40001903B - 29頁

3.1.2. 端末構成設定例

以下の例はSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを端末に接続する方法を示します。けれども、手続きは他の利用可能なﾃﾞｰﾀ供給源の何れとも同じで
す。この例で使われる目的対象ｺｰﾄﾞは「端末ｺｰﾄﾞ例」で見つけることができます。

すること: DGI制御盤(DGI Control Panel)で正しいﾂｰﾙを選んでください。

すること: 選んだﾂｰﾙでDGIへの接続をするために接続(Connect)をｸﾘｯｸしてください。

すること: ・ SPIﾁｪｯｸ枠をｸﾘｯｸしてください。

・ SPIﾁｪｯｸ枠傍らの歯車釦をｸﾘｯｸすることによってSPI構成設定(SPI Configuration)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開いてください。

すること: ・ 転送動作形態(Transfer Mode)をSCK normally low, Read data on rising edge(SCK通常Low、上昇端で読み込み)
に設定してください。

・ CSで始動同期を強制(Force start-up synchronization on CS)任意選択を許可してください。
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すること: ・ 構成設定(Configuration)操作盤を開いてください。

・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)に端末(Terminal)表示部を追加してください。

・ DGI制御盤(DGI Control Panel)でｲﾝﾀｰﾌｪｰｽから供給源ﾌﾟﾗｸﾞを接続を作る端末用の吸い込み口に引き摺ってく
ださい。

すること: ・ 作業を開始してください。

・ Xplained Pro基板の釦(SW0)を押してください。

各釦押下で、基板上のLED0が交互切り替えしてﾒｯｾｰｼﾞが
端末に現れるでしょう。

時々、釦押下毎に複数のﾒｯｾｰｼﾞが現れます。これは釦採取ﾙｰﾁﾝに何か
の跳ね返り(ﾁｬﾀﾘﾝｸﾞ)抑制算法が必要とされることの兆候です。LED交互切
り替えを監視するよりも端末出力を考察することによってこの問題を見つけ
る方がずっと簡単です。

3.2. 図表

図表(Graph)単位部は多用途の図表作図ﾂｰﾙです。

3.2.1. 図表単位部

図表(Graph)単位部は多用途の図表作図ﾂｰﾙです。大きな作図領域は1つの時間軸と1つ以上の値軸(Y軸)を持ちます。値軸はお互
いに重なり合って積み重ねられます。図表をどう構成設定するかの例については「図表構成設定例」をご覧ください。
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図3-2. 作図、帯域、文字列標識、ｶｰｿﾙを持つ図表

1

2

3

4

5

6

7

9

8

1. 作図領域 2. 文字列標識 3. 水平ｶｰｿﾙ 4. 作図 5. 帯域 6. 時間軸 7. Y軸
8. 作図ｶｰｿﾙ 9. 構成設定(Configuration)操作盤

Y軸に追加することができる以下のような4つ形式の要素があります。

・ 作図(Plot)
・ 帯域(Band)
・ 文字列標識(String marker)
・ 水平ｶｰｿﾙ(Horizontal cursor)

これらの各々の要素は以降の項で記述されます。

3.2.1.1. 図表構成設定操作盤

構成設定(Configuration)操作盤を通して、図表(Graph)単位部はｼｽﾃﾑの残りに接続されます。ここではより多くの軸、作図、他の図
表要素を追加することができます。ここでは供給源と吸い込み口を接続することによって図表要素も接続します。

図3-3. 図表制御部

1 2 3

1. 軸追加(Add axis)
2. 自動ｽｸﾛｰﾙ(Auto-scroll)ﾁｪｯｸ枠
3. 自動Y適応(Automatically fit Y)ﾁｪｯｸ枠
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3.2.1.1.1. 軸追加

図3-4. 2つのY軸を持つ図表

図表にY軸を追加するために軸追加(Add axis)釦を押してください。それは作図領域に現れ、それの制御部が構成設定(Configuratio 
n)操作盤の釦に追加されます。

3.2.1.1.2. 軸削除

 1. 削除を望む軸用の構成設定部分が隠されている場合、最初に矢印(⋁)ｱｲｺﾝをｸﾘｯｸすることによってそれを展開してください。

 2. それの軸削除(Delete Axis)釦を押すことによって軸を削除してください。

3.2.1.1.3. 自動ｽｸﾛｰﾙの許可と禁止

自動ｽｸﾛｰﾙは最後に到着した採取(試料)を含むように作図領域を固定化します。自動ｽｸﾛｰﾙが禁止される場合、ﾏｳｽで時間軸を引
き摺るか、またはｽｸﾛｰﾙ輪によって手動でｽｸﾛｰﾙしてください。

自動ｽｸﾛｰﾙは自動ｽｸﾛｰﾙ(Auto-scroll)ﾁｪｯｸ枠を選ぶことによって許可されます。
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3.2.1.1.4. Y軸自動大きさ調整

自動Ｙ適応(Automatically Fit Y)ﾁｪｯｸ枠がﾁｪｯｸされると、Y軸はその軸で作図の試料範囲全体の作図に適応するように自動的に拡
大/縮小します。

3.2.1.2. 作図

作図(Plot)は変化している値を記述する曲線です。曲線はﾃﾞｰﾀ供給元から受け取ったﾃﾞｰﾀ採取(試料)間を描きます。試料は散発的
または固定間隔で到着し得ます。ﾃﾞｰﾀ供給元が固定速度で採取することが既知なら、作図はこの採取速度に設定することができま
す。このように、例え試料の送信で何らかの伸び縮みがあったとしても、曲線は正しく表示されます。試料が不規則な速度で来る場
合、採取速度を0に設定してください。これは試料の時刻印に従った時間軸に沿ってそれを試料の図表位置にします。図表内に複
数の作図がある場合、各作図はその作図に対して新しいﾃﾞｰﾀが到着する時に更新します。

軸に作図を追加する時に、図表構成設定(Configuration)操作盤でその軸(Axis)下に新しい作図の作図(Plot)制御盤が配置されま
す。

図3-5. 作図制御部

1 2 3 5 6 8 9

10

11

4 7

1. 作図標識 2. 許可(Enable)ﾁｪｯｸ枠 3. 線色表示部 4. 作図形式選択 5. ﾃﾞｰﾀ吸い込み口
6. 採取速度(Sample rate)編集枠 7. 採取速度設定(Set)釦 8. 作図削除(Delete)釦 9. 作図状態
10. ｶｰｿﾙ表示(Show Cursors)任意選択 11. ｶｰｿﾙ ﾃﾞｰﾀ

3.2.1.2.1. 作図の追加と接続

作図(Plot)をﾃﾞｰﾀ供給元に接続するにはﾃﾞｰﾀ供給源ﾌﾟﾗｸﾞ記号を引き摺ってそれを新規作図(New plot)の吸い込み
口ｺﾈｸﾀ記号で落としてください。

3.2.1.2.2. 作図禁止

図表の作図領域で作図の表示を停止するには作図の許可(Enable)ﾁｪｯｸ枠の選択を外してください。

3.2.1.2.3. 作図色変更

作図の線色は次のようにして変更することができます。

 1. 作図の線色表示部をｸﾘｯｸしてください。

 2. 開いたﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠で赤(Red)、緑(Green)、青(Blue)の摺動子を引き摺ることによって色を調節してください。

 3. 作図の線と線色表示部が今や新しい色に変更されています。

3.2.1.2.4. 作図形式変更

作図形式は作図形式選択で選んだ形式を変更することによって線(Plot)と点(Points)に変更することができます。線(Plot)形式は継続
する線として作図した図表を表示する一方で、点(Points)形式は点としてだけ実際に描いた試料を表示します。

3.2.1.2.5. 固定採取速度でのﾃﾞｰﾀ作図

ﾃﾞｰﾀ供給元が固定速度で作図にﾃﾞｰﾀを送る場合、作図の採取速度を設定することができます。採取速度(Sample rate)文字枠に数
値を入力して設定(Set)釦を押してください。

3.2.1.2.6. 時刻印付けされたﾃﾞｰﾀの作図

ﾃﾞｰﾀが不規則な間隔で到着する場合、採取(試料)が採取の時刻印を使って置かれたなら、図表はもっと正確な表示を提供します。

時刻印を使って作図するには採取速度(Sample rate)文字枠に0を入力して設定(Set)釦を押してください。

3.2.1.2.7. 作図削除

軸から作図を削除するには作図の制御操作盤で削除(Delete)釦を押してください。

3.2.1.2.8. ｶｰｿﾙ

ｶｰｿﾙ表示(Show Cursors)任意選択が許可される場合、作図領域に2つの垂直ｶｰｿﾙが現れます。このｶｰｿﾙはﾏｳｽによって移動する
ことができ、作図(Plot)制御盤がｶｰｿﾙに関連するﾃﾞｰﾀを表示します。
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3.2.1.3. 帯域

帯域(Band)は帯域色で作図背景を強調表示する作図領域内の垂直記号です。例えば、温度読み取りの作図で、温度が或る値以上
の場所の作図部分を強調表示する帯域を追加することができます。

図3-6. 作図と帯域を表示する図表単位部

帯域は最小と最大の限度を持ちます。帯域への入力がこれら2つの値の間なら、帯域が活性(ON)です。

図3-7. 帯域制御部

3.2.1.3.1. 帯域の追加と接続

新しい帯域(Band)を追加してﾃﾞｰﾀ供給元に接続するには、ﾃﾞｰﾀ供給源ﾌﾟﾗｸﾞを引き摺ってそれを新規帯域(New 
band)の吸い込み口ｺﾈｸﾀで落としてください。

3.2.1.3.2. 帯域色設定

帯域色表示部をｸﾘｯｸしてください。ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が開きます。RGB値を変更してOKを押してください。

注: 帯域色変更時、その変更は既に図表内にある帯域領域には影響を及ぼしません。新しい帯域領域だけが新しい色を持ちます。

3.2.1.3.3. 反転帯域制限設定

図3-8. 反転した動きを持つ帯域

最小限度

最大限度



Data Visualizer

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40001903B - 35頁

最大限度が最小値よりも小さい値に設定される場合、帯域は反転した規則で動きます。今や、帯域は入力値が最大限度よりも小さい
時、または入力値が最小限度よりも大きい場合に活性になります。

・ 最小と最大の値を入力し、最大値が最小値よりも小さいことを確実にしてください。設定(Set)釦を押してください。

3.2.1.3.4. 帯域色設定

帯域色表示部をｸﾘｯｸしてください。ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が開きます。RGB値を変更してOKを押してください。

注: 帯域色変更時、その変更は既に図表内にある帯域領域には影響を及ぼしません。新しい帯域領域だけが新しい色を持ちます。

3.2.1.3.5. 帯域削除

帯域を取り去るには帯域の制御盤で削除(Delete)釦を押してください。

3.2.1.4. 文字列標識

供給元が文字列を送ると、文字列標識(String Marker)がそれらの短いﾒｯｾｰｼﾞを図表に付着させます。これらの標識は採取(試料)の
時刻印に従って配置されます。

図3-9. 作図と2つの文字列標識を持つ図表

3.2.1.4.1. 文字列標識の追加と接続

新しい文字列標識(String Marker)を追加してﾃﾞｰﾀ供給元に接続するには、ﾃﾞｰﾀ供給源ﾌﾟﾗｸﾞを引き摺ってそれを
新規文字列(New string)の吸い込み口ｺﾈｸﾀで落としてください。

3.2.1.4.2. 文字列標識色設定

文字列(String)制御盤で文字列色表示部をｸﾘｯｸしてください。RGB値を変更してOKを押してください。

注: 文字列標識色変更時、その変更は既に図表内にある文字列標識には影響を及ぼしません。新しい文字列標識だけが新しい色
を持ちます。
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3.2.1.4.3. 文字列標識の展開と折り畳み

大きな文字列が文字列標識に送られると、標識は作図領域でそれが
占有する空間を減らすために小さな箱に折り畳みます。

文字を見るにはそれが展開されなければなりません。

・ 標識をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸすることによって文字列標識を展開または折り畳
みを行ってください。

図3-10. 文字列標識の展開と折り畳み

3.2.1.4.4. 文字列標識削除

文字列標識を取り去るには文字列の制御盤で削除(Delete)釦を押してください。

3.2.1.5. 水平ｶｰｿﾙ

水平ｶｰｿﾙ(Horizontal cursor)は上下に引き摺る時に供給元(Source)として使うことができる値を出力する図表内の水平線です。

助言: 応用の設定点や閾値を制御するのに水平ｶｰｿﾙを使ってください。

図3-11. 図表作図とｶｰｿﾙ

3.2.1.5.1. ｶｰｿﾙ接続

ｶｰｿﾙをﾃﾞｰﾀ吸い込み口に接続するにはｶｰｿﾙのﾃﾞｰﾀ供給源ﾌﾟﾗｸﾞを引き摺ってそれを目的対象のﾃﾞｰﾀ吸い込み口ｺﾈｸﾀで落とし
てください。

3.2.1.5.2. ｶｰｿﾙ値変更

ｶｰｿﾙ値を変更するにはｶｰｿﾙ線上にﾏｳｽを置いてください。ﾏｳｽ ｶｰｿﾙが取っ手に変わります。ｸﾘｯｸしてｶｰｿﾙを新しい位置に引き
摺ってください。

代わりに、ｶｰｿﾙ値は水平ｶｰｿﾙ(Horizontal Cursor)構成設定の値(Value)領域で新しい値を入力することによって変えることができま
す。文字箱枠の外側でﾏｳｽをｸﾘｯｸすることによって文字箱が不活性にされるまで変更が有効にならないことに注意してください。
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3.2.1.5.3. ｶｰｿﾙ表題変更

ｶｰｿﾙの表題を変更するには水平ｶｰｿﾙ(Horizontal Cursor)構成設定の表題(Label)領域で新しい表題を入力してください。文字枠
の外側でﾏｳｽをｸﾘｯｸすることによって文字枠が不活性にされるまで変更が有効にならないことに注意してください。

3.2.1.5.4. ｶｰｿﾙ色変更

ｶｰｿﾙ(Horizontal Cursor)制御盤でｶｰｿﾙ色表示部をｸﾘｯｸしてください。ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ枠が開きます。RGB値を変更してOKを押してくださ
い。

3.2.1.5.5. ｶｰｿﾙ削除

ｶｰｿﾙを取り去るにはｶｰｿﾙ(Horizontal Cursor)制御盤で削除(Delete)釦を押してください。

3.2.1.6. 拡大縮小と平行移動

自動ｽｸﾛｰﾙ(Auto-scroll)と自動Y適応(Automatically fit Y)のﾁｪｯｸ枠がﾁｪｯｸされると、最後の採取(試料)が表示されてY軸は全ての
値が見えるように拡大縮小されます。

手動で拡大、縮小、またはもっと詳細に区域を調べるために、これらの任意選択を禁止してﾏｳｽを使って拡大縮小と並行移動を行っ
てください。

3.2.1.6.1. X軸の拡大縮小

X軸は以下のように2つの異なる方法で拡大縮小することができます。

・ ﾏｳｽのｽｸﾛｰﾙ輪を使用

1.1. 作図領域内の何処かをｸﾘｯｸしてください。
1.2. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞでShiftｷｰを押し続けてください。
1.3. ﾏｳｽの輪をどちらかの方向へｽｸﾛｰﾙしてください。

X軸はﾏｳｽ ｶｰｿﾙの辺りを中心にして(ﾏｳｽの輪を回す方向に応じて)拡大または縮小します。

・ X軸大きさ変更標識を引き摺り

2.1. ﾏｳｽ ｶｰｿﾙをX軸の大きさ変更標識の1つの上に置いてください。ﾏｳｽ ｶｰｿｽが水平大きさ変更矢印に変わります。
2.2. ｸﾘｯｸして水平方向に引き摺ってください。

3.2.1.6.2. Y軸の拡大縮小

Y軸は以下のように2つの異なる方法で拡大縮小することができます。

・ ﾏｳｽのｽｸﾛｰﾙ輪を使用

1.1. 作図領域内の何処かをｸﾘｯｸしてください。
1.2. ｷｰﾎﾞｰﾄﾞでCtrlｷｰを押し続けてください。
1.3. ﾏｳｽの輪をどちらかの方向へｽｸﾛｰﾙしてください。

Y軸はﾏｳｽ ｶｰｿﾙの辺りを中心にして(ﾏｳｽの輪を回す方向に応じて)拡大または縮小します。

・ X軸大きさ変更標識の引き摺り

2.1. ﾏｳｽ ｶｰｿﾙをX軸の大きさ変更標識の1つの上に置いてください。ﾏｳｽ ｶｰｿｽが垂直大きさ変更矢印に変わります。
2.2. ｸﾘｯｸして垂直方向に引き摺ってください。

3.2.1.6.3. 平行移動

図表周りの平行移動は以下のように2つの方法で行うことができます。

・ 作図領域の引き摺り

1.1. ﾏｳｽ ｶｰｿﾙを作図領域の内側に置いてください。
1.2. ﾏｳｽの左釦を押し続けてください。
1.3. ﾏｳｽを引き摺ってください。

・ 軸の引き摺り

2.1. ﾏｳｽ ｶｰｿﾙを軸の1つ上に置いてください。ﾏｳｽ ｶｰｿｽが指差し手に変わります。
2.2. ｸﾘｯｸして軸を引き摺ってください。

3.2.2. 図表構成設定例

本節は光感知器を持つ夜間動作切り替え器を実装する目的対象応用で使う図表(Graph)をどう構成設定するかの例を与えます。こ
の例がﾃﾞｰﾀ可視器(Daya Visualizer)で利用可能なﾃﾞｰﾀ供給元のいくつかだけを利用するとは言え、その手続きは全てのﾃﾞｰﾀ供給
元に対して同じです。この例で使われる目的対象ｺｰﾄﾞとﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定の説明は「図表ｺｰﾄﾞ例」で見つけることができます。構成
設定例の最初の部分は「図表ｺｰﾄﾞ例」節の最初の小節(「基本的な図表」)で見つかるｺｰﾄﾞを使います。例の進歩のために目的対象
応用ｺｰﾄﾞに対する変更が必要とされる時は対応するｺｰﾄﾞ一覧へのﾘﾝｸが提供されます。
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すること: DGI制御盤(DGI Control Panel)で正しいﾂｰﾙを選んでください。

すること: 選んだﾂｰﾙでDGIへの接続をするために接続(Connect)をｸﾘｯｸしてください。

すること: ・ SPIﾁｪｯｸ枠をｸﾘｯｸしてください。

・ SPIﾁｪｯｸ枠傍らの歯車釦をｸﾘｯｸすることによってSPI構成設定(SPI Configuration)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開いてください。

すること: ・ 構成設定(Configuration)操作盤を開いてください。

・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)に図表(Graph)単位部を追加してください。

・ 新しい作図への接続を作るためにDGI制御盤(DGI Control Panel)のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽから供給源ｺﾈｸﾀを新規作図
(New plot)と記された吸い込み口へ引き摺ってください。
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すること: ・ DGI制御盤(DGI Control Panel)で開始(Start)を押してください。

ﾃﾞｰﾀが図表(Graph)単位部で作図されます。光感知器の上に手を翳す時に下図のような何かを見ることができます。

日中と夜間の動作を切り替えるのに光感知器ﾃﾞｰﾀを使うことができます。夜間動作切り替え器を有用にするには動作間切り替え時
の閾値が重要です。図表単位部は作図ﾃﾞｰﾀが或る範囲内の時に記すための帯域(Band)と呼ばれる有用な機能を含みます。これは
動作切り替え閾値の選択を簡単化するのに使うことができます。

すること: ・ このｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの供給源を新規帯域(New band)の吸い込み口に引き摺ってください。



Data Visualizer

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40001903B - 40頁

夜間動作切り替え器が実際に動いて正しい閾値で切り替えることを見るには、図表(Graph)単位部の文字列標識機能が有用です。こ
の例では動作形態が切り替えられる時毎に文字列を送るのに目的対象基板のCDC USARTｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが使われます。構成設定例
のこの部分に対する目的対象応用ｺｰﾄﾞは「文字列標識追加」で見つけることができます。

すること: ・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)で構成設定(Configuration)ﾀﾌﾞの単位部(Modul 
es)項で外部接続(External Connection)下で見つかるｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ(Serial Port)
制御盤を開いてください。

すること: ・ 接続されたｷｯﾄに対応する正しいCOMﾎﾟｰﾄを選んでください。

・ 応用ｺｰﾄﾞに従ってｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ ﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定してください。

・ 端末を開く(Open Terminal)任意選択がﾁｪｯｸされていないことを確実にしてください。
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すること: ・ ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄの供給源を新規文字列標識(New string)の吸い込み口に引き摺ってください。

・ ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤(Serial Port Control Panel)で接続(Connect)をｸﾘｯｸしてください。

文字列標識は頂上に四角形を持つ垂直線として現れます。四角形をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸすることにより、文字列の文が表示されます。ADC
ﾃﾞｰﾀ値が閾値を横切ってから文字列ﾒｯｾｰｼﾞがﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに達するまでに当然幾許かの遅延があります。加えて、ﾃﾞｰﾀの時刻印
はﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀで追加され、2つのｼﾘｱﾙ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは同期されません。これはADC値と比較して文字列標識の整列誤りに帰着しま
す。DGIはXplained Pro上のEDBGの時刻印機能を含み、これは性能の犠牲に於いてDGI制御盤(DGI Control Panel)で許可すること
ができますが、CDCは時刻印機能を含みません。

助言: この例では文字列標識に対して独立したｼﾘｱﾙ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが使われました。利用可能なｼﾘｱﾙ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ数が制限さ
れる場合、Atmelﾃﾞｰﾀ規約(ADP)を使うことによってADCﾃﾞｰﾀと文字列標識ﾃﾞｰﾀの両方を流すのに同じｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを
使うことができます。より多くの情報については「Atmelﾃﾞｰﾀ規約」をご覧ください。

ここまでで、ﾃﾞｰﾀ可視器の図表単位部は光感知器によって生成されたﾃﾞｰﾀを表示するのと夜間動作切り替え器が2つの動作形態間
を交互切り替えする時を表示するのに使われています。図表単位部は目的対象応用が走行している間にそれと情報交換するのにも
使うことができます。この例では水平ｶｰｿﾙを使うことによって夜間動作閾値を動的に調整することができます。

構成設定例のこの部分に対する目的対象応用ｺｰﾄﾞは「水平ｶｰｿﾙを使うｺｰﾄﾞ」で見つけることができます。

すること: ・ 最初に、夜間動作閾値が動的な時に使われないため図表から帯域(Band)を取り去ってください。

・ 図表に水平ｶｰｿﾙを追加するために水平ｶｰｿﾙ追加(Add Horiz. Cursor)をｸﾘｯｸしてください。

・ 水平ｶｰｿﾙ(Ｈorizontal Cursor)の供給源をｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤(Serial Port Controlo Panel)の吸い込み口に引き
摺ってください。
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水平ｶｰｿﾙを移動するにはそれを引き摺るか、または形態設定(Configuration)の値(Value)に新しい値を入力するかのどちらかを行っ
てください。その値は値(Value)文字枠がﾌｫｰｶｽを失う、即ち、値を入力した後に何処か別の場所をｸﾘｯｸするまで更新されません。
ｶｰｿﾙが移動される毎にﾃﾞｰﾀ可視器はｶｰｿﾙが接続されているｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄに新しい浮動値を送ります。

助言: それが未だ走っている間にもっと詳しく調べるために自動ｽｸﾛｰﾙ(Auto-scroll)と自動Y適応(Automatically fit Y)をOFF
にしてください。

3.3. ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ(Oscilloscape)単位部は実時間でﾃﾞｰﾀを可視化します。ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟは繰り返し信号や稀な事象を捕獲するための起動補
助単位部が特徴です。ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟはﾃﾞｰﾀの流れの様々な特性を測定するためのｶｰｿﾙ ｼｽﾃﾑも持ちます。

3.3.1. ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ単位部

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ単位部は実時間でﾃﾞｰﾀを可視化します。これは同時に4つの異なるﾃﾞｰﾀの流れを監視するための4ﾁｬﾈﾙを持ちます。各
ﾁｬﾈﾙのﾃﾞｰﾀの流れは各々違う色と共に作図領域で図表として可視化されます。垂直位置と各ﾁｬﾈﾙの振幅は変更することができま
す。繰り返し信号または稀な事象の捕獲について、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟは起動補助単位部を持ちます。ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟはﾃﾞｰﾀの流れの様々な特
性を測定するためのｶｰｿﾙ ｼｽﾃﾑも持ちます。

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟをどう構成設定するかの例については「ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ構成設定例」をご覧ください。
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図3-12. ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ単位部
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1. 作図領域 2. 0基準線 3. 作図 4. 起動水準(Trigger level)表示線 5. 時間軸尺度取っ手 6. 時間軸
7. 作図領域大きさ変更取っ手 8. 制御盤(Control panel) 9. 制御領域表示/非表示矢印

3.3.1.1. ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ制御盤

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ制御盤(Oscilloscope control panel)はｵｼﾛｽｺｰﾌﾟが構成設定されてｼｽﾃﾑの残りに接続される場所です。この制御盤は以
降の項で詳細に記述される5つの区分を持ちます。
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図3-13. ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ制御盤

3.3.1.1.1. 垂直(Vertical)制御部

垂直制御部は4つのｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ ﾁｬﾈﾙの各々に対して1つで、4つの補助部を持ちます。ﾁｬﾈﾙ制御部はﾁｬﾈﾙの吸い込み口に供給
源が接続されるまで禁止されます。

3.3.1.1.1.1. ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ接続

信号またはﾃﾞｰﾀの流れはﾁｬﾈﾙの吸い込み口端点を通してｵｼﾛｽｺｰﾌﾟに接続されます。外部供給源を吸い込み口に落としてくださ
い。接続すると、ﾁｬﾈﾙ制御部の残りが許可されます。

3.3.1.1.1.2. ﾁｬﾈﾙ振幅調整

作図領域でﾁｬﾈﾙが表示される時に信号の高さはﾁｬﾈﾙ振幅(Range)設定によって決められます。

振幅は以下のように3つの異なる方法で調整することができます。

・ 文字枠に振幅値を入力してください。新しい値を有効にさせるには文字枠を選択解除してください。

・ 文字枠の右に置かれた上/下矢印をｸﾘｯｸしてください。

・ 文字枠上に置かれたﾏｳｽ ｶｰｿﾙで、振幅設定を増加/減少するためにﾏｳｽの輪をｽｸﾛｰﾙしてください。

3.3.1.1.1.3. ﾁｬﾈﾙの表示と非表示

ﾁｬﾈﾙが使用中の時に範囲(Range)ﾁｪｯｸ枠を解消することによって作図を作図領域から消すことができます。作図を再び表示するに
はそれをｸﾘｯｸしてください。

3.3.1.1.1.4. ﾁｬﾈﾙ変位調整

作図領域でﾁｬﾈﾙの垂直位置は変位(Offset)設定で調整することができます。変位値は作図領域の底から上へのﾁｬﾈﾙの0点の距離
です。

変位を調整するには以下のように4つの方法があります。

・ 文字枠に変位値を入力してください。新しい値を有効にさせるには文字枠を選択解除してください。

・ 文字枠の右に置かれた上/下矢印をｸﾘｯｸしてください。

・ 文字枠上に置かれたﾏｳｽ ｶｰｿﾙで、変位設定を増/減するためにﾏｳｽの輪をｽｸﾛｰﾙしてください。

・ 作図領域でﾁｬﾈﾙの0基準線が許可されている場合、それを新しい位置に引き摺ってください。

3.3.1.1.1.5. 0基準線の表示と非表示

0基準線は既定によってﾁｬﾈﾙが供給元に接続することによって許可される時に表示されます。0基準線はﾁｬﾈﾙの色と同じ色で作図
内に表示される水平線です。これは左端に0の表題も持ちます。

0基準線は変位(Offset)ﾁｪｯｸ枠をｸﾘｯｸ/解消することによって表示/非表示にすることができます。

3.3.1.1.1.6. ﾁｬﾈﾙ名の独自化

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ単位部が作業空間に追加されると、4つのﾁｬﾈﾙはChannel 1～Channel 4と呼ばれます。何の信号がそのﾁｬﾈﾙに接続さ
れているかを憶えるためにこの表題を変更することができます。

・ 表題の内側をｸﾘｯｸして新しい名前を入力してください。
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3.3.1.1.2. 走行制御(Run Control)部

走行/停止(Run/Stop)と単独(Single)の釦は走行制御です。これらの釦は作図が更新されるか否かを制御します。

以下のように3つの動作形態があります。

・ 停止 (走行/停止(Run/Stop)釦が赤色)

・ 単独 (単独(Single)釦が黄色)

・ 走行 (走行/停止(Run/Stop)釦が緑色)

3.3.1.1.2.1. 走行動作移行

停止または単独の動作形態が活性(赤または黄の点灯)の時に走行/停止(Run/Stop)釦をｸﾘｯｸすることによって走行動作へ移行して
ください。釦が緑に切り替わり、作図は起動設定に従って継続的に更新します。

3.3.1.1.2.2. 単独動作移行

停止または走行の動作形態が活性(赤または緑の点灯)の時に単独(Single)釦をｸﾘｯｸすることによって単独動作へ移行してください。
釦が黄に切り替わり、作図は起動されて一度だけ更新します。

3.3.1.1.2.3. 停止動作移行

単独または停止の動作形態が活性(黄または緑の点灯)の時に走行/停止(Run/Stop)釦をｸﾘｯｸすることによって停止動作へ移行して
ください。釦が赤に切り替わり、作図は停止します。

3.3.1.1.3. 起動(Trigger)制御部

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ起動補助単位部は入力信号の望む部分だけを識別して自動追跡するのを手助けします。走行制御部によって設定され
る動作形態に応じて起動は以下のようにすることができます。

・ 周期的な信号に対する自動追跡と継続的な作図更新

・ 信号が或る水準を超える時にだけ作図更新

3.3.1.1.3.1. 端起動

端起動機構は起動水準を横切る信号を探します。正端起動については信号が起動水準の下から起動水準の上へ行かなければなり
ません。

図3-14. 正端起動

起動水準
321

1. 起動なし - 線は交差が必要
2. 起動なし - 違う方向
3. 起動点

図3-15. 負端起動
1. 起動なし - 線は交差が必要
2. 起動なし - 違う方向
3. 起動点起動水準

321

3.3.1.1.3.2. 端起動形式設定

起動機構は正端起動と負端起動の2つの起動動作形態を持ちます。

・ 正端起動動作に設定するには     釦をｸﾘｯｸしてください。釦は活性の時に強調表示されます。

・ 負端起動動作に設定するには     釦をｸﾘｯｸしてください。釦は活性の時に強調表示されます。

3.3.1.1.3.3. 起動水準設定

起動水準は以下のように4つの異なる方法で調整することができます。

・ 文字枠に起動水準値を入力してください。新しい値を有効にさせるにはｷｰﾎﾞｰﾄﾞのTab釦を押すか、または文字枠外側でﾏｳｽをｸ
ﾘｯｸしてください。

・ 文字枠の右に置かれた上/下矢印をｸﾘｯｸしてください。

・ 文字枠上に位置したﾏｳｽ ｶｰｿﾙで起動水準を増/減するためにﾏｳｽの輪をｽｸﾛｰﾙしてください。

・ 作図領域で起動水準線を新しい位置に引き摺ってください。
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3.3.1.1.3.4. 起動元選択

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ起動補助単位部は起動条件を探す時にﾁｬﾈﾙ信号の1つを使います。

・ 起動元として使うために選ばれるﾁｬﾈﾙに対応する色付けされた起動元(Source)釦をｸﾘｯｸしてください。

3.3.1.1.3.5. 起動動作設定

ｵｼﾛｽｵｰﾌﾟ単位部は起動と自由走行の両動作を支援します。

・ 起動動作を許可するには標準(Normal)をｸﾘｯｸしてください。作図は起動条件が満たされた時にだけ更新されます。

・ 自由走行動作を許可するには自動(Auto)をｸﾘｯｸしてください。作図は継続的に更新され、起動条件は無視されます。

3.3.1.1.4. 水平(Horizontal)制御部

ｵｼﾛｽｵｰﾌﾟは一定の速度で作図線を描きます。X軸が時間軸です。軸の表題は起動点に相対する時間を示します。正しく表示され
る表題のために、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟは供給元の採取速度を知ることが必要です。

3.3.1.1.4.1. 採取速度設定

採取速度(Sample rate)文字枠で供給元の採取速度を入力してください。

注: ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟに接続された全ての供給元は同じ採取速度を持たなければなりません。そうでない場合、作図の線は時間軸に同期
しません。

3.3.1.1.4.2. 水平分解能設定

水平分解能は時間軸の範囲(Range)、または作図でどの時間帯が見えるのかを決めます。以下のような5つの異なる方法で調整する
ことができます。

・ ﾏｳｽ ｶｰｿﾙを作図領域の内側に置いてください。拡大や縮小のためにﾏｳｽの輪を使ってください。

・ 文字枠に分機能値を入力してください。新しい値を有効にさせるために文字枠を非選択にしてください。

・ 文字枠の右に置かれた上/下矢印をｸﾘｯｸしてください。

・ 文字枠上に位置したﾏｳｽ ｶｰｿﾙで、分解能設定を増/減するためにﾏｳｽの輪をｽｸﾛ-ﾙしてください。

・ 分解能を変更するために時間軸拡大/縮小取っ手を引き摺ってください。

3.3.1.1.4.3. 水平変位設定

水平変位(Offset)は作図領域の中央に相対する起動点の位置です。一般的に、変位は起動点のどちらかの側の作図を調査するた
めに変更されます。以下のように変位を変更する5つの異なる方法があります。

・ ﾏｳｽ ｶｰｿﾙを作図領域の内側に置いてください。起動線、0基準線、ｶｰｿﾙ線のどれにも接触しないことを確実にしてください。その
後に変位を変更するためにﾏｳｽをｸﾘｯｸして水平に引き摺ってください。

・ ﾏｳｽ ｶｰｿﾙを時間軸に置いてください。その後に変位を変更するためにﾏｳｽをｸﾘｯｸして水平に引き摺ってください。

・ 文字枠に変位値を入力してください。新しい値を有効にさせるために文字枠を非選択にしてください。

・ 文字枠の右に置かれた上/下矢印をｸﾘｯｸしてください。

・ 文字枠上に位置したﾏｳｽ ｶｰｿﾙで、変位設定を増/減するためにﾏｳｽの輪をｽｸﾛ-ﾙしてください。
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3.3.1.2. ｶｰｿﾙ

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟは作図を調査するのに使うことができる2つのｶｰｿﾙを持ちます。ｶｰｿﾙはﾊﾟﾙｽ幅、振幅、周波数、等々のような測定を簡単
化します。

各ｶｰｿﾙは垂直の1つと水平の1つで2つの線として作図領域で表示されます。垂直ｶｰｿﾙ線が移動されると、水平線は作図線のよう
に従い、垂直と水平のｶｰｿﾙ線は同じ点で交差します。

ｶｰｿﾙの各々に対してどのﾁｬﾈﾙが供給元かを設定することができます。

作図領域の下部はﾃﾞｰﾀ行です。ｶｰｿﾙの各々に対してXとYの値を表示します。加えて、⊿X、⊿Y、1/⊿X、が計算されて表示されま
す。

図3-16. ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟのｶｰｿﾙ

3.3.1.2.1. ｶｰｿﾙの表示と非表示

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ制御盤(Oscilloscope contorol panel)で作図領域のｶｰｿﾙとｶｰｿﾙ ﾃﾞｰﾀを表示または非表示にするために表示(Show)釦を
交互切り替えしてください。

3.3.1.2.2. ｶ-ｿﾙ供給元ﾁｬﾈﾙ選択

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟの制御盤のｶｰｿﾙ(Cursor)群でそのﾁｬﾈﾙ用の供給元として使うﾁｬﾈﾙを選ぶためにｶｰｿﾙ1(Cursor 1)とｶｰｿﾙ2(Cursor 2)
の引き落とし一覧枠でｸﾘｯｸしてください。使うために選んだﾁｬﾈﾙに合致する色を選んでください。

ﾃﾞｰﾀ線でｶｰｿﾙのXとYの表題は選んだﾁｬﾈﾙの色に合致する色に変わります。

3.3.1.2.3. ｶ-ｿﾙ移動

ｶｰｿﾙの垂直線(X軸)だけを移動することができます。水平線(Y軸)はそれに従います。

・ ﾏｳｽ ｶｰｿﾙを垂直ｶｰｿﾙ線上に置いてください。ﾏｳｽ ｶｰｿﾙはｶｰｿﾙを左/右に変えます。ｶｰｿﾙをｸﾘｯｸしてそれの新しい位置へ引
き摺ってください。

ｶｰｿﾙ再配置後、ﾃﾞｰﾀ線の計測値が更新されます。

3.3.1.2.4. ｶ-ｿﾙを視野内へ移動

何かの拡大縮小や平行移動後、ｶｰｿﾙが見える区域の遥か外側になり得ます。それを視野に連れ戻すのは以下のように簡単です。

・ ﾃﾞｰﾀ線のX1とY1の表題上で右ｸﾘｯｸしてください。飛び出たﾒﾆｭｰから視野内に持って来る(Bring into view)を選んでください。

3.3.2. ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ構成設定例

本節は光感知器を持つ夜間動作切り替え器を実装する目的対象応用で使われるようにｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ(Oscilloscope)単位部をどう構成
設定するかの例を与えます。この例がﾃﾞｰﾀ供給元としてSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを利用するだけとは言え、この手続きは全てのﾃﾞｰﾀ供給元に
対して同じです。この例で使った目的対象ｺｰﾄﾞとﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定の説明は「ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ ｺｰﾄﾞ例」で見つけることができます。
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すること: DGI制御盤(DGI Control Panel)で正しいﾂｰﾙを選んでください。

すること: 選んだﾂｰﾙのDGIへの接続をするために接続(Connect)をｸﾘｯｸしてください。

すること: ・ SPIﾁｪｯｸ枠をｸﾘｯｸしてください。

・ SPIﾁｪｯｸ枠傍らの歯車釦をｸﾘｯｸすることによってSPI構成設定(SPI Configuration)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開いてください。

すること: ・ 構成設定(Configuration)操作盤を開いてください。

・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)にｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ(Oscilloscope)単位部を追加してください。

・ 接続を作るためにDGI制御盤(DGI Control Panel)でｲﾝﾀｰﾌｪｰｽからの供給源ｺﾈｸﾀをｵｼﾛｽｺｰﾌﾟのﾁｬﾈﾙ用の吸
い込み口に引き摺ってください。



Data Visualizer

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40001903B - 49頁

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ(Oscilloscope)単位部は今やI/O1 Xplained Pro上で卓上灯のONとOFFを切り替えるための光感知器から採取したﾃﾞｰﾀを
分析するのに使うことができます。

すること: ・ 採取速度(Sample rate)を100kHzに設定してください。

・ 下降端(Edge)での起動を許可して動作形態(Mode)を標準(Normal)に設定してください。

・ DGI制御盤(DGI Control Panel)で開始(Start)を押してください。

・ ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ(Oscilloscope)単位部で走行/停止(Run/Stop)釦を押してください。

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟの作図領域でﾏｳｽと共に起動水準を引き摺ることによ
る起動水準の何等かの調整と、水平(Horizontal)と垂直(Vertical)
の範囲(Range)を調整することによる作図での拡大後、事象での
電灯切り替えは右図のようなものを見ることができます。
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ｶｰｿﾙ(Cursors)をONに切り替えることによってON状態で安
定させるため電灯に対してかかる時間を測定することが可
能です。この場合、約300msかかりました(作図領域の⊿X)。
作図上で更に拡大すると、光点滅の周波数を測定するの
にｶｰｿﾙを使うことが可能です。作図領域の1/⊿X領域は周
波数が約100Hzであることを示し、これは電灯の50Hz電力
と良く一致します(電力は秒毎に極性を100回切り替えま
す)。

3.4. 電力ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

電力ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Power Debugging)単位部はDGI制御盤(DGI Control Panel)の電力(Power)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽによって生成される(一般的に電
力測定として参照される)電流と電圧の測定を表示します。目的対象MCUでのｺｰﾄﾞ実行と目的対象応用の電力消費の相関のため
に、電力測定は同じ図表で汎用入出力(GPIO)とｺｰﾄﾞ特性分析(Code Profiling)のような様々な他のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽと組み合わせることが
できます。

3.4.1. 電力ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ単位部

電力ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Power Debugging)単位部は接続されたｷｯﾄの電流消費を表示します。基本的な電流測定を開始するには「基本的な電
流測定」節をご覧ください。ｶｰｿﾙをどう使うかの例については「ｶｰｿﾙを使う電力分析」をご覧ください。ｺｰﾄﾞ実行と電流消費をどう互
いに関連付けるかの例については「ｺｰﾄﾞ相互関係」をご覧ください。

図3-17. 電力ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
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1. 電流消費図表 2. AﾁｬﾈﾙのY軸 3. Aﾁｬﾈﾙの平均と瞬間値 4. BﾁｬﾈﾙのY軸 5. 制御盤(Control Panel)
6. 自動ｽｸﾛｰﾙ(Auto-scroll)ﾁｪｯｸ枠 7. 自動Y適応(Automatically fit Y)ﾁｪｯｸ枠 8. X軸(時間)、単位は[分:秒]

重要: 電力(Power)単位部は電力(Power)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとだけ使うことができます。
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3.4.1.1. 図表の尺度調整とｽｸﾛｰﾙ

助言: それが未だ走っている間にもっと詳しく調べるために自動ｽｸﾛｰﾙ(Auto-scroll)と自動Y適応(Automatically fit Y)をOFF
にしてください。

求められるように作図を移動するために尺度調整(Scale)と変位(Offset)を使ってください。この点に関して以下のようにﾏｳｽのｽｸﾛｰﾙ
輪が有用です。

・ 時間(X)軸で拡大/縮小するには作図上でShift-ｽｸﾛｰﾙをしてください。
・ Y軸で拡大/縮小するには作図上でCtrl-ｽｸﾛｰﾙをしてください。
・ 時間(X)軸を水平移動してY軸(変位)を移動するには図表を引き摺ってください。
・ Y軸で各々のﾁｬﾈﾙ(変位)を移動するには左または右の目盛りを引き摺ってください。
・ ﾁｬﾈﾙを拡大/縮小するには各々の軸の目盛り上でCtrl-ｽｸﾛｰﾙをしてください。
・ 拡大縮小する領域を選択するには右ｸﾘｯｸして引き摺ってください。

3.4.1.2. 電力ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ単位部制御盤

電力ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Power Debugging)単位部の制御盤(Control Panel)は単位部の右上角に置かれます。

通知: 制御盤の全ての構成設定任意選択が全てのﾂｰﾙで利用可能な訳ではありません。例えば、Power DebuggerはAﾁｬﾈ
ﾙとBﾁｬﾈﾙの両方を持ちます。全てのﾂｰﾙで全ての任意選択が見えますが、そのﾂｰﾙがそれらを支援しない限り無効
です。

自動ｽｸﾛｰﾙ(Auto-scroll)任意選択はX軸方向(時間軸)でのｽｸﾛｰﾙを制御します。拡大して図表を詳細に調査するにはこの任意選
択を禁止してください。

自動Y適応(Automatically fit Y)任意選択はﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)が図表内容に従ってY軸の範囲を自動的に調整するか否
かを制御します。この任意選択が許可される場合、Y軸のどの手動調整も無効にされます。

0表示(Show zero)任意選択は自動Y適応(Automatically fit Y)が許可される時にY軸の0点が常に見えるかどうかを制御します。

3.4.1.2.1. ﾁｬﾈﾙ構成設定

各電力測定ﾁｬﾈﾙに対しては電力分析(Power Analysis)単位部の制御盤(Control Panel)にﾁｬﾈﾙ構成設定
(Channel configuration)部があります。

ﾁｬﾈﾙ(Chanel x)部は使用者に電力分析(Power Analysis)単位部で電流(Current)と電圧(Voltage)の図表
の許可/禁止を許します。

通知: DGI制御盤(DGI Control Panel)(電力ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ参照)の電力構成設定(Power Configuration)でBﾁｬﾈﾙ許可(Enable 
B Channel)任意選択が選ばれない場合、例えﾂｰﾙがBﾁｬﾈﾙを持っていても、Bﾁｬﾈﾙは利用不能です。しかしBﾁｬﾈﾙ
構成設定は制御盤(Control Panel)で未だ目に見えます。



Data Visualizer

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40001903B - 52頁

範囲(Range)設定は電流測定ﾁｬﾈﾙに対してﾃﾞｰﾀの測定範囲を許します。電流測定ﾁｬﾈﾙによって支援される電流値の全範囲を網
羅するため、殆どのﾂｰﾙは各ﾁｬﾈﾙに対して2つ以上のﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定を持ちます。ﾁｬﾈﾙの範囲数は接続したﾂｰﾙで変わりま
す。ﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定間の切り替えは測定された瞬間電流に基づいて自動的に行われます。

通知: 範囲図表はDGI制御盤(DGI Control Panel)の電力構成設定(Power Configuration)で範囲元許可(Enable Range Sour 
ce)任意選択が選ばれる場合にだけ目で見ることができます。

動作形態(Mode)任意選択は現在のﾂｰﾙに対してこれが許可された場合にﾃﾞｰﾀの表示に使われる各種の平均化算法を許します。

3.4.1.2.2. ｺｰﾄﾞ位置

ｺｰﾄﾞ位置(Code Location)部は任意選択なしで単に供給元接続を含みます。電力
分析(Power Analysis)図表でｺｰﾄﾞ位置を許可するにはDGI制御盤(DGI Control Pan 
el)のｺｰﾄﾞ特性分析(Code Profiling)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可されて、DGI制御盤のｺｰﾄﾞ特
性分析構成設定(Code Profiling Configuration)でｺｰﾄﾞ位置許可(Enable Code Loca 
tion)が許可されなければなりません。

3.4.1.2.3. GPIO

汎用入出力(GPIO)供給元は電力分析(Power Analysis)単位部の制御盤(Control Panel)の汎用入出力(GP 
IO)部でONまたはOFFに切り替えることができます。

電力分析(Power Analysis)単位部に対して利用可能なGPIOﾃﾞｰﾀのために、DGI制御盤
(DGI Control Panel)で汎用入出力(GPIO)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可されなければなりません。
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どの測定が表示されるべきかは電力分析(Power Analysis)単位部制御盤(Control Panel)でｶｰｿﾙ(Cursors)部の測定(Measurements)
補助部で選ぶことができます。

3.4.1.2.4. ｶｰｿﾙ

電力分析(Power Analysis)単位部制御盤(Control Panel)のｶｰｿﾙ(Cursors)部は許可(Enabled)枠をﾁｪｯｸ
することによって図表で2つの垂直ｶｰｿﾙを許可することを使用者に許します。

ｶｰｿﾙはX軸に沿ってそれらを引き摺るためにﾏｳｽ指示子を使うことによって移動することができ、また、そ
れらは中央(Center)釦を押すことによって中央にすることができます。

ｶｰｿﾙが許可されると、図表のｶｰｿﾙ間の部分を様々な測定に使うことができます。測定は図表の下のｶｰ
ｿﾙ(Cursors)部で表示されます。
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3.4.2. 基本的な電流測定

すること: DGI制御盤(DGI Control Panel)で正しいﾂｰﾙを選んでください。

すること: 選んだﾂｰﾙをDGIに接続(Connect)してください。

すること: 電力(Power)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可して関連ﾁｬﾈﾙを監視するようにそれの設定を変更してください。

すること: ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)作業を開始してください。
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3.4.2.1. 2つのﾁｬﾈﾙの測定

2つのﾁｬﾈﾙを持つﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用時、ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)は(電力構成設定(Power Configuration)で禁止されない限り)両方
を同じ図表で表示します。

単位部の右の制御盤(Control panel)で使用者は利用可能な時に電流と電圧の作図だけでなく、範囲情報も
表示または非表示にすることができます。

既定により、両ﾁｬﾈﾙは電力分析(Power Analysis)図表で表示されますが、各作図はそれらを最適なように独
立するために上下に移動することができます。

3.4.2.2. 図表の尺度調整とｽｸﾛｰﾙ

助言: それが未だ走っている間にもっと詳しく調べるために自動ｽｸﾛｰﾙ(Auto-scroll)と自動Y適応(Automatically fit Y)をOFF
にしてください。

求められるように作図を移動するには尺度調整(Scale)と変位(Offset)を使ってください。この点に関して以下のようにﾏｳｽのｽｸﾛｰﾙ輪
が有用です。

・ 時間(X)軸で拡大/縮小するには作図上でShift-ｽｸﾛｰﾙをしてください。
・ Y軸で拡大/縮小するには作図上でCtrl-ｽｸﾛｰﾙをしてください。
・ 時間(X)軸を水平移動してY軸(変位)を移動するには図表を引き摺ってください。
・ Y軸で各々のﾁｬﾈﾙ(変位)を移動するには左または右の目盛りを引き摺ってください。
・ ﾁｬﾈﾙを拡大/縮小するには各々の軸の目盛り上でCtrl-ｽｸﾛｰﾙをしてください。
・ 拡大縮小する領域を選択するには右ｸﾘｯｸして引き摺ってください。

3.4.2.3. 電流平均化

電力分析(Power Analysis)単位部はﾁｬﾈﾙ毎に平均化された2つの値を表示します。1つは瞬間電流値を示し、一方で他方は図表視
野内で見ることができる採取(試料)の平均を示します。

3.4.2.4. 電力測定校正

電流測定ﾊｰﾄﾞｳｪｱで完全な測定精度を達成するには測定を走らせる前に校正されるべきです。校正手順はDGI制御盤(DGI Contro 
l Panel)の電力(Power)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで電力構成設定(Power Configuration)を通して開始されます。

図3-18. 電力構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳから電力測定校正の起動

校正手順を開始するには校正を起動(Trigger calibration)を選んでOKを押してください。その後、ﾂｰﾙに対する校正手順を完了する
ため、指示に従ってください。
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3.4.3. ｶｰｿﾙを使う電力分析

もっと詳しく電流を分析するためには電力分析(Power Analysis)のｶｰｿﾙ機能が有用です。

すること: ・ 電力分析(Power Analysis)単位部の右上隅で制御盤(Control Panel)を開いてください。

・ ｶｰｿﾙ(Cursors)項を展開してください。

・ ｶｰｿﾙをONにするために許可(Enabled)枠をｸﾘｯｸしてください。

記憶: 電流測定が未だ走っている場合、ｶｰｿﾙを許可する前に自動ｽｸﾛｰﾙ(Auto-scroll)を禁止することを確
実してください。そうでなければ図表視野はｶｰｿﾙから遠く離れて急激にｽｸﾛｰﾙするでしょう。

上の例はONとOFFを定期的に交互切り替えするLEDを持つ目的対象基板の電流消費を示します。

単位部下部のｶｰｿﾙ ﾃﾞｰﾀはLEDがOFFの時の電流消費が約354µA、同時にLEDがONの時の電流消費が約6.5mAであることを示し
ます。LED交互切り替えの1周回中の平均電流消費は約580µAです。電流測定ﾁｬﾈﾙは電圧も監視しているため、電力消費を直接
測定することができます。電力分析(Power Analysis)単位部の制御盤(Control Panel)でｶｰｿﾙ(Cursors)部の測定(Measurements)部分
で対応する任意選択を設定することによってこれを許可してください。

3.4.4. ｺｰﾄﾞの相互関係

電流消費を最適化するには、電流測定が応用のｺｰﾄﾞ実行と互いに関連付けされなければなりません。ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)
はGPIO計装またはﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ採取読み出しの使用によってｺｰﾄﾞ相関を許します。これら両方法で重要なのは同じ時間基準を持
つｺｰﾄﾞ実行に関連する事象を電流消費として同じ図表で示すことができることです。

3.4.4.1. GPIO計装

応用ｺｰﾄﾞに簡単なGPIO交互切り替えを挿入することにより、使用者は測定した電流とｺｰﾄﾞ実行間での共通参照点を生成することが
できます。ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)は電流測定として同じ図表でGPIO事象を表示する能力があります。

GPIO計装の使用を実演するのに大容量記憶応用が使われます。

SAM L21 Xplained Pro基板の目的対象USBとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUSBの両方がﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されます。ATSAML21目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽは
SAM L21 Xplained Pro用ASFからのUSB装置MSC例(Atmel Studioでﾌｧｲﾙ(File)⇒新規(New)⇒例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Example Project)を選ん
で”MSC”で検索)を走行しています。ｷｯﾄ上の電流測定ｼﾞｬﾝﾊﾟはMCU電流を測定、I/O電流を迂回に設定されます。

大容量記憶装置のﾌｫｰﾏｯﾄ走行後の電流図表は次のとおりです。
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ﾃﾞｨｽｸ ﾌｫｰﾏｯﾄ操作は読みと書きの両操作から成りますが、
今現在その時に何が起こっているかを知らせるのは困難で
す。読みと書きの操作を分け得るため、読み込み操作の開
始でGPIO0(ATSAML21のPB01)をHighに設定し、読み込み
操作の終わりでLowに設定するように応用ｺｰﾄﾞが変更されま
す。GPIO1(ATSAML21のPA16)は同様に書き込み操作に対
して交互切り替えされます。汎用入出力(GPIO)と電力(Powe 
r)の両ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは右で示されるようにﾃﾞｰﾀ可視器(Data Vi 
sualizer)のDGI制御盤(DGI Control Panel)で許可されなけれ
ばなりません。

右で示されるように電力分析(Power Analysis)の制御盤(Control Panel)でGPIO2とGPIO3を禁止してくだ
さい。

許可されたGPIO信号とで、使用者は読みと書きの操作の電流消費を区別することができます。黄色の信
号は読み込み操作を合図するGPIO0で緑色の信号は書き込み操作を示すGPIO1です。

3.4.4.2. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ

目的対象からﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ(PC)が読み出される時毎に、現在実行されつつあるｺｰﾄﾞ位置の正確なｱﾄﾞﾚｽ情報を得ます。ﾃﾞｰﾀ可視
器(Data Visualizer)は同じ図表で電流測定と共にPC値を表示することができます。これは電流消費図表の様々な採取点で目的対象
CPUによって何が実行されつつあるのかを見ることを使用者に許します。殆どの場合で目的対象が命令を実行するそばからPC値を
読み出すことが不可能なため、採取されたPC値はｺｰﾄﾞ実行の一部を示すだけです。採取された値は何れかの時点でどのｺｰﾄﾞ区域
が実行されつつあるかを示すのに未だ有用です。

大容量記憶ｸﾗｽ例を走行しているSAM L21 Xplained Pro基板がPCﾎﾟｰﾘﾝｸﾞを実演するのに使われます。

SAM L21 Xplained Pro基板の目的対象USBとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUSBの両ｺﾈｸﾀはﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されます。ATSAML21目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ
はASFからのSAM L21 Xplained Pro用USB装置MSC例を走行しています(Atmel Studioでﾌｧｲﾙ(File)⇒新規(New)⇒例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Exa 
mple Project)を選んで”MSC”を検索してださい)。ｷｯﾄ上の電流測定ｼﾞｬﾝﾊﾟはMCU電流測定と入出力電流迂回に設定してください。

大容量記憶装置のﾌｫｰﾏｯﾄ走行後の電流図表は次のとおりです。

ﾃﾞｨｽｸ ﾌｫｰﾏｯﾄ操作は読みと書きの両操作から成りますが、電流図表からその時に何が起こっているかを見るのは困難です。電流図
表に於いて様々な点で目的対象で何が起きているかのより多くの情報を得るには、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ採取機能が有用です。

電流測定ﾃﾞｰﾀと共にﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ採取(試料)を見るには電力(Power)とｺｰﾄﾞ特性分析(Code Profiling)の両ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが許可され
なければなりません。

すること: ・ DGI制御盤(DGI Control Panel)で電力(Power)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとｺｰﾄﾞ特性分析(Code profilin 
g)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの両方を許可してください。
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すること: ・ ｺｰﾄﾞ特性分析(Code Profiling)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで歯車釦をｸﾘｯｸするこ
とによってｺｰﾄﾞ特性分析構成設定(Code Profiling Configuration)
ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開いてください。

・ ｺｰﾄﾞ位置許可(Enable Code Location)を選んでください。

ﾌｫｰﾏｯﾄ操作の間に許可されたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ採取を持つ代表的な電流図表が下で示されます。

図表で作図された黄色の点がﾎﾟｰﾘﾝｸﾞされたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ値を表します。Y軸でのこれらの位置は目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのｺｰﾄﾞ空間に於
けるそれらの位置の視覚的表現です。採取(試料)の相対的な群化は違う関数の実行を示します。様式はこの技法を使って容易に見
ることができます。採取(試料)の1つの上でﾏｳｽを浮かせると、図表の下のｺｰﾄﾞ位置詳細(Code location details)でその採取の位置だ
けでなく、その点の電流採取の値も示します。
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採取(試料)の1つでﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸすると、ｴﾃﾞｨﾀが開いてｺｰﾄﾞの対応する行を強調表示します。

強調表示された採取(試料)はudi_msc_trans_blockと呼ばれる関数に位置しています。この関数はﾃﾞｰﾀをRAMからUSBへ転送します。
図表から、目印での電流尖頭波形は、この尖頭波形中に全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｶｳﾝﾀ採取(試料)が同じ位置からのため、この関数の実行
によって生成されたのを見ることができます。

3.5. 独自計器盤

計器盤(Dashboard)単位部は独自設定可能な図画的使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(GUI:Graphical User Interface)盤です。これは制御と目的
対象応用からのﾊﾟﾗﾒｰﾀ表示に使うことができます。

3.5.1. 計器盤単位部

計器盤(Dashboard)単位部は独自設定可能な図画的使用者ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(GUI:Graphical User Interface)盤です。これは制御と目的
対象応用ﾌｧｰﾑｳｪｱからのﾊﾟﾗﾒｰﾀ表示に使うことができます。要素(Elements)(釦、表題、摺動子など)はGUIを形成する計器盤領域
に配置されます。各要素は値を送ったり受けたりするためにそれと関連する端点を持つことができます。例えば、摺動子は数値として
摺動子位置を出力する供給元を持ちます。端点は端点表示(Show Endpoints)任意選択が選ばれる時に表示されます。

計器盤をどう構成設定するかの例については「計器盤構成設定例」をご覧ください。

図3-19. 計器盤

1

2

3

4

1. 計器盤領域 2. 編集(Edit)ﾁｪｯｸ枠 3. 端点表示(Show Endpoints)ﾁｪｯｸ枠 4. 高さ調整ﾀﾌﾞ
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3.5.1.1. 編集操作盤

(編集(Edit)ﾁｪｯｸ枠選択によって)編集動作へ行くと、
編集操作盤が見えるようになります。ここで使用者は
計器盤を独自設定することができます。

図3-20. 編集盤

3.5.1.1.1. 計器盤での要素配置

既定により、計器盤領域は空です。要素は下の手順に従うこ
とによって計器盤に配置することができます。

・ 編集(Edit)ﾁｪｯｸ枠をｸﾘｯｸしてください。

・ 計器盤領域の右上隅で要素(Elements)操作盤を開いてくだ
さい。

・ 要素をｸﾘｯｸして保持してください。

・ ﾏｳｽを計器盤領域上に引き摺ってください。

・ 望む位置の計器盤領域で要素を落としてください。

3.5.1.1.2. 計器盤要素構成設定

全ての計器盤要素は編集動作の時に構成設定することができま
す。ﾊﾟﾗﾒｰﾀは要素の形式に応じて変わりますが、それらを変更する
ための手順は同じです。

・ 編集(Edit)ﾁｪｯｸ枠をｸﾘｯｸしてください。

・ それをｸﾘｯｸすることによって構成設定する要素を選択してくださ
い。構成設定(Configuration)ｳｨﾝﾄﾞｳが選んだ要素に対して構成設
定可能なﾊﾟﾗﾒｰﾀを一覧にします。

・ ﾊﾟﾗﾒｰﾀを望む値に変更してください。

・ 設定(Set)釦をｸﾘｯｸしてください。

図3-21. 要素構成設定

1

2

3

1. 共通ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
2. 要素特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
3. 設定(Set)釦
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3.5.1.1.3. 要素移動

位置と大きさに関係する全てのﾊﾟﾗﾒｰﾀが要素構成設定で利用可能です。要素は編集動作に於いて計器盤領域でそれらをあちこち
に引き摺ることによって移動することもできます。大きさ変更は要素を選択した後に角の黒いつまみを引き摺ることによって行うことが
できます。

3.5.1.1.4. 要素削除

望まない要素を削除するには単純に左ｸﾘｯｸすることによって要素を選択してその後にそれを削除するために右ｸﾘｯｸしてください。

重要: この処置は恒久的で削除後に全ての構成設定が失われます。

3.5.1.1.5. 読み込みと保存

計器盤は編集動作で保存(Save)釦をｸﾘｯｸすることによって保存することができます。計器盤背景色に加えて、全ての要素と構成設
定ﾊﾟﾗﾒｰﾀが保存されます。

計器盤を読み込むには読み込み(Load)釦をｸﾘｯｸして有効な計器盤保存ﾌｧｲﾙを検索してください。

保存されたﾌｧｲﾙは文章ﾌｧｲﾙですがどのﾌｧｲﾙ拡張子
も持つことができ、中括弧’{}’で囲まれ、ｾﾐｺﾛﾝ’;’に
よって分離された各計器盤要素に対する全ての構成設
定ﾊﾟﾗﾒｰﾀを含みます。各行は1つの構成設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
に対応し、各ﾊﾟﾗﾒｰﾀの形式はｺﾝﾏ’,’によって分離され
た10進ﾊﾞｲﾄ値の一覧です。各構成設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀは最下
位ﾊﾞｲﾄ先行によって与えられます。構成設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀの
順番は計器盤用の編集(Edit)任意選択が選ばれた時
の構成設定ｳｨﾝﾄﾞｳでの構成設定ﾊﾟﾗﾒｰﾀの順番と同じ
です。注釈は2重ｽﾗｯｼｭ’//’によって記され、2重ｽﾗｯ
ｼｭに出会うと解析部によって行の残りは無視されます。

保存された計器盤構成設定の簡単な例が右で与えら
れます。もっと複雑な例は「自動構成設定例」で見つけ
ることができます。

この計器盤用に保存された構成設定のﾌｧｲﾙ内容が下で与えられます。

{
0,
'\0',
0, 255, 255, 255,
158, 0,
};

{
0, // Dashboard ID (計器盤ID)
0, // Element ID (要素ID)
DB_TYPE_LABEL, // Element Type (要素形式)
0, // Z-Index (GUI stack order) (Z指標(GUI階層順))
61, 0, // X-coordinate (X座標)
46, 0, // Y-coordinate (Y座標)
122, 0, // Width (幅)
17, 0, // Height (高さ)
12, // Font Size (ﾌｫﾝﾄの大きさ)
1,
0, // Horizontal Alignment (水平整列)
0, // Vertical Alignment (垂直整列)
0, 255, 255, 255, // Background Color (背景色)
255, 0, 0, 0, // Foreground Color (前景色)
'T', 'E', 'S', 'T', ' ', 'D', 'A', 'S', 'H', 'B', 'O', 'A', 'R', 'D', '\0', // Text (文章)
};

{
0, // Dashboard ID (計器盤ID)
1, // Element ID (要素ID)
DB_TYPE_BUTTON, // Element Type (要素形式)
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0, // Z-Index (GUI stack order) (Z指標(GUI階層順))
61, 0, // X-coordinate (X座標)
70, 0, // Y-coordinate (Y座標)
75, 0, // Width (幅)
25, 0, // Height (高さ)
12, // Font Size (ﾌｫﾝﾄの大きさ)
'B', 'u', 't', 't', 'o', 'n', '\0', // Text (文章)
0,
};

ﾌｧｲﾙ内の最初の要素は計器盤それ自身です。最初の行は計器盤ID (0)を定義します。その後に計器盤の表題(空文字列)、計器盤
の背景色(ｱﾙﾌｧ=$00、赤=$FF、緑=$FF、青=$FF)、計器盤の高さ(2ﾊﾞｲﾄ値、LSB先行、152,0⇒152⇒$0098ﾋﾟｸｾﾙ)が続きます。

後続する要素は表題(Label)要素と釦(Button)要素です。

文字列がﾇﾙ終端(\0)されることに注意してください。

通常、ﾁｴｯｸ枠は寄せ集められ、ﾁｪｯｸ枠の状態を示すためにﾁｴｯｸ枠毎に1ﾋﾞｯﾄだけが使われます。例えば、表題要素に対して編集
(Edit)ｳｨﾝﾄﾞｳには1つは太字体、1つは斜体と名付けられたお互いに後続する2つのﾁｪｯｸ枠があります。これらは太字体ﾁｪｯｸ枠の状
態を与えるﾋﾞｯﾄ0と斜体ﾁｪｯｸ枠の状態を与えるﾋﾞｯﾄ1を持つ1つの構成設定ﾊﾞｲﾄに結合されます。上の例に於いて、これはﾌｫﾝﾄの大
きさ(Font size)と水平整列(Horizontal alignment)間の１です。この1の値は表題の文字形式が斜体ではなく太字体であるべきことを示
します。

引き落とし枠(Drop-down box)は選んだ任意選択に対応する番号を持つ単一ﾊﾞｲﾄ値として与えられます。一覧で最上部の任意選択
が0の構成設定値に対応します。例えば、表題要素について水平整列(Horizontal alignment)は左(Left)=0、中央(Center)=1、右(Righ 
t)=2のどれかにすることができます。

3.5.1.1.6. 背景色設定

読み込み(Load)傍らの四角が背景色(Background color)選択部です。この選択をｸﾘｯｸすると、色選択部(Color selector)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを持
ち出します。望む色を選ぶのに摺動子を使い、その後にOKを押してください。

3.5.1.2. 要素型式

様々な計器盤要素型がこの項で提示されます。全ての要素型はいくつかの共通ﾊﾟﾗﾒｰﾀを持ちます。これらは下表で一覧にされま
す。以降の項は各要素型に特有のﾊﾟﾗﾒｰﾀだけを一覧にします。

表3-1. 共通要素ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

Z指標 (Z-index) 数値 順序指標、0は後ろに対して最も遠くに要素を配置します。

左 (Left) 数値 水平配置、単位はﾋﾟｸｾﾙ

上 (Top) 数値 垂直配置、単位はﾋﾟｸｾﾙ

幅 (Width) 数値 ﾋﾟｸｾﾙでの要素の幅

高さ (Height) 数値 ﾋﾟｸｾﾙでの要素の高さ

3.5.1.2.1. 表題

表題(Label)要素は文章文字列を表示します。 図3-22. 表題

3.5.1.2.1.1. 端点

表題(Label)要素は全ての形式の供給元を受け入れる吸い込み口端点を持ちます。表題(Label)に送られるどのﾃﾞｰﾀも文字列に変換
されて文章として表示されます。
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3.5.1.2.1.2. 構成設定

表3-2. 表題特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

ﾌｫﾝﾄの大きさ (Font Size) 数値 ﾌｫﾝﾄの大きさ調整

太字体 (Bold) ﾁｪｯｸ枠 ﾌｫﾝﾄ形式を太字体に設定

斜体 (Italic) ﾁｪｯｸ枠 ﾌｫﾝﾄ形式を斜体に設定

水平整列 (Horizontal Alignment) 引き落とし枠 指定した幅内で文章の整列を選択

垂直整列 (Vertical Alignment) 引き落とし枠 指定した高さ内で文章の整列を選択

背景色 (Background Color) 色 表題の背景色を設定

前景色 (Foreground Color) 色 文章の色を設定

文章 (Text) 文字列 表題文章を設定

3.5.1.2.2. 数値入力

数値入力(Numeric Input)要素は計器盤に対して数値の入力を許します。 図3-23. 数値入力

3.5.1.2.2.1. 端点

数値入力(Numeric Input)要素はint32型の供給源端点を持ちます。数値入力が変更される毎に値を持つﾊﾟｹｯﾄが送られます。

3.5.1.2.2.2. 構成設定

表3-3. 数値入力特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

最小 (Minimum) 数値 入力の最小値

最大 (Maximum) 数値 入力の最大値

値 (Value) 数値 初期値

3.5.1.2.3. 釦

釦(Button)要素はそれが押される毎に事象を送ります。釦は標準押し釦または交互釦のどちらかとして構成設
定することができます。釦はそれの機能を示すために静的な文章を持つことができます。交互釦として構成設定
されると、文章は釦の状態に応じてONまたはOFFによって置き換えられます。何か他の物によってON/OFF文
字を置き換えるには、ON状態文章である文章の最初の部分とOFF状態文章の2つ目の部分を持つ’/’で区切
られた文章として、文章(Text)ﾊﾟﾗﾒｰﾀが与えられなければなりません。

3.5.1.2.3.1. 端点

釦(Button)要素はuint8型の供給源端点を持ちます。釦が押される毎にﾊﾟｹｯﾄが送られます。ﾊﾟｹｯﾄの値は標準釦に対しては常に0
で、OFF状態の交互釦に対しては0、ON状態の交互釦に対しては1です。

3.5.1.2.3.2. 構成設定

図3-24. 釦

表3-4. 釦特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

ﾌｫﾝﾄの大きさ (Font Size) 数値 釦表札のﾌｫﾝﾄの大きさを設定

文章 (Text) 文字列
釦表札文章を設定。釦が交互釦として構成設定される場合、文章は’/’によっ
て区切られるべきです。文章の最初の部分がON状態の文章、一方で2つ目の
部分がOFF状態の文章です。

交互釦 (Toggle Button) ﾁｪｯｸ枠 釦をON/OFF交互切り替え器として構成設定

3.5.1.2.4. ﾗｼﾞｵ群

ﾗｼﾞｵ群(Radio Group)要素は同時に1つの任意選択だけを選ぶことができるﾗｼﾞｵ釦の群です。初めは
最初の任意選択が選ばれます。

図3-25. ﾗｼﾞｵ群

3.5.1.2.4.1. 端点

ﾗｼﾞｵ群(Radio Group)要素はuint16型の供給源端点を持ちます。要素の状態が変更される毎に現在有効な任意選択の指標と共に
ﾒｯｾｰｼﾞが送られます。
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3.5.1.2.4.2. 構成設定

表3-5. ﾗｼﾞｵ群特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

ﾌｫﾝﾄの大きさ (Font Size) 数値 釦文章のﾌｫﾝﾄの大きさ

ﾗｼﾞｵ釦数 (Number of Radio Buttons) 数値 群内の釦数

方向 (Orientation) 数値 0=水平、1=垂直

文章 (Text) 文字列 指標0の釦用文章で始まり、各釦用文章を持つ’/’で区切られた文章

3.5.1.2.5. ﾁｪｯｸ枠

ﾁｪｯｸ枠(Check Box)要素はそれの状態が変更される毎に事象を送ります。 図3-26. ﾁｪｯｸ枠

3.5.1.2.5.1. 端点

ﾁｪｯｸ枠(Check Box)要素はuint8型の供給源端点を持ちます。要素の状態が変更される毎にﾒｯｾｰｼﾞが送られます。枠がﾁｪｯｸされる
と1が送られ、未ﾁｪｯｸの時に0が送られます。

3.5.1.2.5.2. 構成設定

表3-6. ﾁｪｯｸ枠特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

ﾌｫﾝﾄの大きさ (Font Size) 数値 文章のﾌｫﾝﾄの大きさ

文章 (Text) 文字列 入力の最大値

値 (Value) 数値 ﾁｪｯｸ枠表札文章を設定

3.5.1.2.6. 摺動子

摺動子(Slider)要素は移動可能な目印を持つ直線状の棒です。目印は摺動子の値を調整するために移動す
ることができます。

図3-27. 摺動子

3.5.1.2.6.1. 端点

摺動子(Slider)要素はdouble型の供給源端点を持ちます。摺動子値が変更されると、値を持つﾊﾟｹｯﾄが送られます。

3.5.1.2.6.2. 構成設定

表3-7. 摺動子特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

最小 (Minimum) 数値 摺動子の最小値を設定

最大 (Maximum) 数値 摺動子の最大値を設定

値 (Value) 数値 摺動子の値を設定

3.5.1.2.7. 信号

信号(Signal)要素は単純な色に基づくON/OFF指示器です。 図3-28. 信号

3.5.1.2.7.1. 端点

信号(Signal)要素は全てのﾃﾞｰﾀ型を受け入れる吸い込み口端点を持ちますが、文字列と多次元値を無視します。信号の色はﾌﾞｰﾙ
評価によって決められ、やって来る値が数値でそれが0よりも大きければ真(true)です。

3.5.1.2.7.2. 構成設定

表3-8. 信号特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

ON色 (Color ON) 色 信号がONの時に使われる色を選択

OFF色 (Color OFF) 色 信号がOFFの時に使われる色を選択



Data Visualizer

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40001903B - 65頁

3.5.1.2.8. 進捗ﾊﾞｰ

進捗ﾊﾞｰ(Progress Bar)要素は最小と最大の値間で値の位置を示す直線状の棒です。 図3-29. 進捗ﾊﾞｰ

3.5.1.2.8.1. 端点

進捗ﾊﾞｰ(Progress Bar)要素は数値ﾃﾞｰﾀ型を受け入れる吸い込み口端点を持ちます。値が受け取られると、最小と最大に応じて進
捗ﾊﾞｰの色付けされた領域の量を更新します。

3.5.1.2.8.2. 構成設定

表3-9. 進捗ﾊﾞｰ特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

最小 (Minimum) 数値 進捗ﾊﾞｰの最小値を設定

最大 (Maximum) 数値 進捗ﾊﾞｰの最大値を設定

値 (Value) 数値 進捗ﾊﾞｰの値を設定

色 (Color) 色 進捗ﾊﾞｰの色を設定

3.5.1.2.9. ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器

ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器(Segment Display)要素は16ｾｸﾞﾒﾝﾄLED表示器を擬態します。

3.5.1.2.9.1. 端点

ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器(Segment Display)要素は全数値ﾃﾞｰﾀ型を受け入れる吸い込み口端点を持ちます。受け取った値が表示されます。

3.5.1.2.9.2. 構成設定

図3-30. ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器

表3-10. ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

桁数 (Segment Count) 数値 表示する16ｾｸﾞﾒﾝﾄの桁数

基数 (Numeric Base) 数値 数を表示するのに使われる基数を設定

ｾｸﾞﾒﾝﾄ色 (Segment Color) 色 ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示の色を設定

3.5.1.2.10. 図表

図表(Graph)要素はやって来るﾃﾞｰﾀの流れを2次元図表で作図します。図
表はﾏｳｽの作用によって拡大縮小とｽｸﾛｰﾙを受け入れるか、またはどのﾏ
ｳｽの作用も無視して静止にすべきかを構成設定することができます。

図3-31. 図表
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3.5.1.2.11. 円図表

円図表(Pie Chart)要素はやって来る流れの値を円図表の部分として表示します。

3.5.1.2.10.1. 端点

図表(Graph)要素は各作図に対して1つの吸い込み口端点を
持ちます。端点は全ての数値ﾃﾞｰﾀ型を受け入れます。

図表(Graph)内の各作図は図表(Graph)要素の下部で作図に
対応する凡例(Legend)をｸﾘｯｸすることによって動的に表示ま
たは非表示にすることができます。非表示にされた作図は凡
例で作図自身と同じ色を持つ見える作図と比べて灰色の凡
例を持ちます。

右の図表でSPI出力の作図は可視である一方でTWI出力の作
図は隠されています。

図3-32. 可視のSPI出力作図と非表示のTWI出力作図を持つ図表

3.5.1.2.10.2. 構成設定

表3-11. 図表特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

表題色 (Title Color) 色 表題文章の色を設定

背景色 (Background Color) 色 図表要素全体背景の色を設定

図表背景色 (Graph background Color) 色 図表作図領域背景の色を設定

表題 (Title) 文字列 図表の表題

作図数 (Number of plots) 数値 図表で表示する作図数。各作図は自身の吸い込み口端点を持ちます。

X最小 (X Minimum) 数値 X軸の最小値

X最大 (X Maximum) 数値 X軸の最大値

Y最小 (Y Minimum) 数値 Y軸の最小値

Y最大 (Y Maximum) 数値 Y軸の最大値

ﾏｳｽ作用 (Mouse interaction) ﾁｪｯｸ枠 図表要素でのﾏｳｽ作用を許可

右に適応 (Fit to right) ﾁｪｯｸ枠 図表要素を計器盤右端まで拡大

自動尺度 (Autoscale) ﾁｪｯｸ枠 作図ﾃﾞｰﾀに従ってY軸を自動尺度調整

時間によってｽｸﾛ-ﾙ (Scroll by time) ﾁｪｯｸ枠
時間によってX軸をｽｸﾛｰﾙ。ﾁｪｯｸなしの場合、X軸はやって来る作図採
取(試料)によってｽｸﾛｰﾙします。

作図表示 (Show plot) ﾁｪｯｸ枠 継続する図表作図表示(相互接続された採取(試料)点)

点表示 (Show points) ﾁｪｯｸ枠 単一採取(試料)を点として表示

図3-33. 円図表
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3.5.1.2.12. 矩形

矩形(Rectangle)要素はﾏｳｽによってｸﾘｯｸされる毎にﾊﾟｹｯﾄを送ります。

3.5.1.2.11.1. 端点

円図表(Pie Chart)要素は円図表内の各部分に対して1つの吸い込み口端点を持ちます。吸い込み口端点は全ての数値ﾃﾞｰﾀ型を
受け入れます。

3.5.1.2.11.2. 構成設定

表3-12. 円図表特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

表題色 (Title Color) 色 表題文章の色を設定

背景色 (Background Color) 色 要素の背景色を設定

表題 (Title) 文字列 要素の表題

作図数 (Number of plots) 数値 円図表の部分数

図3-34. 矩形

3.5.1.2.12.1. 端点

矩形(Rectangle)要素はuint32型の供給源端点を持ちます。要素がﾏｳｽ ﾎﾟｲﾝﾀによってｸﾘｯｸされる毎に0の値を持つﾊﾟｹｯﾄが送られ
ます。

3.5.1.2.12.2. 構成設定

表3-13. 矩形特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

背景色 (Background Color) 色 矩形の中詰めの色を選択

前景色 (Foreground Color) 色 矩形の枠の色を選択

3.5.1.2.13. 表面図表

表面(Surface)図表要素は3D空間の表面として格子を
表示します。

図3-35. 表面図表

3.5.1.2.13.1. 端点

表面(Surface)図表要素は格子(grid)型のどの供給元も受け入れる1つの端点を持ちます。
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3.5.1.2.13.2. 構成設定

表3-14. 表面図表特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

中詰め色 (Fill color) 色 表面中詰めの色を選択

網目色 (Mesh color) 色 表面網目の色を選択

背景色 (Background color) 色 背景の色を選択

背景階調色 (Background gradient color) 色 背景階調の色を選択

軸色 (Axis color) 色 軸の色を選択

刻時色 (Tick color) 色 刻時表題の色を選択

X回転 (X Rotation) 数値 X周囲視野の回転を設定

Y回転 (Y Rotation) 数値 Y周囲視野の回転を設定

Z回転 (Z Rotation) 数値 Z周囲視野の回転を設定

X軸表示 (Show X-axis) ﾁｪｯｸ枠 X軸の可視性を設定

Y軸表示 (Show Y-axis) ﾁｪｯｸ枠 Y軸の可視性を設定

Z軸表示 (Show Z-axis) ﾁｪｯｸ枠 Z軸の可視性を設定

中詰め表示 (Show fill) ﾁｪｯｸ枠 表面中詰めの可視性を設定

網目表示 (Show mesh) ﾁｪｯｸ枠 表面網目の可視性を設定

調色板色付け使用 (Use palette coloring) ﾁｪｯｸ枠 調色板色付けの使用設定 (赤-黄-緑-白)

尺度調整動作 (Scaling mode) 引き落とし枠 Y軸自動尺度の動作を選択

軸最小 (Axis minimum) 数値 Yに対する最小軸値を設定

軸最大 (Axis maximum) 数値 Yに対する最大軸値を設定

3.5.1.2.14. 表

表(Table)要素は表で1つ以上のﾃﾞｰﾀ供給元を表示します。自動表題(Atuo Labels)と手動表題(Manual Labels)の2つの動作形態が
支援されます。自動表題動作では各ｾﾙが2つの領域に分けられ、左の領域はﾃﾞｰﾀの流れの名前を持つ表題で、右の領域は実際の
流れﾃﾞｰﾀです。手動表題動作では各ｾﾙが表題ｾﾙまたはﾃﾞｰﾀ ｾﾙのどちらかに手動で構成設定することができます。この動作形態
は構成設定で自動表題(Auto Labels)と名付けられたﾁｪｯｸ枠によって選ばれます。「構成設定」をご覧ください。

3.5.1.2.14.1. 自動表題

自動表題動作使用時に各ｾﾙは1つのﾃﾞｰﾀ供給元と関連して、ﾃﾞｰﾀ供給元の名前がｾﾙの左に、実際のﾃﾞｰﾀが右に表示されます。
供給元名は吸い込み口端点に接続される供給元から自動的に取得されます。(下図左側参照)

表(Table)要素はどのﾃﾞｰﾀ供給元も受け入れる表のｾﾙ毎に1つの端点を持ちます。ﾃﾞｰﾀは文字列に変換されて文として表示されま
す。(下図右側参照)

端点は端点を表示(Show Endpoints)任意選択が選ばれる時に表示されます。
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3.5.1.2.14.2. 手動表題

手動表題動作使用時に各ｾﾙは表題ｾﾙまたはﾃﾞｰﾀ ｾﾙのどちらかです。既定によって全てのｾﾙはﾃﾞｰﾀ 
ｾﾙです。表題ｾﾙは表題構成設定(Label Configuration)文字列の設定によって構成設定することができ
ます。「構成設定」をご覧ください。表題構成設定(Label Configuration)文字列はｾﾐｺﾛﾝ’;’で分離された
表題の一覧を与えることによってどのｾﾙが表題かを構成設定します。各表題は<列>:<行>:<表題>の形
式によって与えられます。左上のｾﾙが0列、0行です。例が右で与えられます。

この表に対する表題構成設定(Label Configuration)は次のとおりです。

 0:0:LABEL A;1:0:LABEL B;0:1:LABEL C;0:2:LABEL D

ﾃﾞｰﾀ ｾﾙだけが端点(Endopoints)を持ちます(右下の図)。

表題文章は表題構成設定(Label Configuration)解析部を混乱させることを避けるためｺﾛﾝ’:’やｾﾐｺﾛ
ﾝ’;’を含むべきではありません。

端点は端点を表示(Show Endpoints)任意選択が選ばれる時に表示されます。

3.5.1.2.14.3. 構成設定

表3-15. 表特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 使い方型

ﾃﾞｰﾀ ﾌｫﾝﾄの大きさ (Data Font Size) 数値 ｾﾙのﾃﾞｰﾀ部のﾌｫﾝﾄの大きさを設定

表題ﾌｫﾝﾄの大きさ (Label Font Size) 数値 ｾﾙの表題部のﾌｫﾝﾄの大きさを設定

ﾃﾞｰﾀ列幅 (Data Column Width) 数値
各ｾﾙのﾃﾞｰﾀ部の幅。この幅の変更が表全体の幅を変えることに注
意してください。

表題列幅 (Label Column Width) 数値
各ｾﾙの表題部の幅。この幅の変更が表全体の幅を変えることに注
意してください。

行高さ (Row Height) 数値
表内の各行の高さ。この高さの変更が表全体の高さを変えることに
注意してください。

行数 (Number of Rows) 数値 表内の行数

列数 (Number of Columns) 数値 表内の列数

自動表題 (Auto Labels) ﾁｪｯｸ枠
自動表題動作許可。禁止の場合、表題は手動で構成設定されなけ
ればなりません。

表題構成設定 (Label Configuration) 文字列
手動表題動作(自動表題動作禁止)時に表題を構成設定する文字
列。形式は、<列>:<行>:<表題>;<列>:<行>:<表題>～です。

ﾃﾞｰﾀ太字体 (Data Bold) ﾁｪｯｸ枠 各ｾﾙのﾃﾞｰﾀ部のﾌｫﾝﾄの形式を太字体に設定

ﾃﾞｰﾀ斜体 (Data Italic) ﾁｪｯｸ枠 各ｾﾙのﾃﾞｰﾀ部のﾌｫﾝﾄの形式を斜体に設定

表題太字体 (Label Bold) ﾁｪｯｸ枠 各ｾﾙの表題部のﾌｫﾝﾄの形式を太字体に設定

表題斜体 (Label Italic) ﾁｪｯｸ枠 各ｾﾙの表題部のﾌｫﾝﾄの形式を斜体に設定

背景色 (Background color) 色 表の背景色を設定

前景色 (Foreground color) 色 表の格子それとﾃﾞｰﾀと表題の文の色を設定

表題水平整列 (Label Horizontal Alignment) 引き落とし枠 各ｾﾙの表題部で文の配置を選択(左(Left),中央(Center),右(Right))

ﾃﾞｰﾀ水平整列 (Data Horizontal Alignment) 引き落とし枠 各ｾﾙのﾃﾞｰﾀ部で文の配置を選択(左(Left),中央(Center),右(Right))

3.5.2. 計器盤構成設定例

本項は計器盤(Dashboard)単位部をどう構成設定するかの例を与えます。この例がﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)で利用可能なﾃﾞｰﾀ
供給元と利用可能な計器盤要素の部分集合とは言え、基本的な原則は全ての要素とﾃﾞｰﾀ供給元に適用できます。

この例は計器盤(Dashboard)単位部の手動構成設定を使いますが、計器盤を自動的に構成設定するためのAtmelﾃﾞｰﾀ規約(ADP)を
使うことも可能です。ADPと自動構成設定された計器盤の例のより多くの情報については「Atmelﾃﾞｰﾀ規約」をご覧ください。

この例で使った目的対象応用ｺｰﾄﾞとﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定の記述は「計器盤ｺｰﾄﾞ例」で見つけることができます。
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すること: ・ 構成設定(Configuration)操作盤を開いてください。

・ 入出力計器盤(I/O Dashboard)単位部をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸ
することによって新しい入出力計器盤(I/O Dashboar 
d)構成部品を追加してください。

すること: ・ 計器盤入出力(Dashboard I/O)の左下隅の編集(Edit)任意選択をｸﾘｯｸすることによって計器盤の編集を許可して
ください。

・ 計器盤の右上隅の要素(Elements)操作盤を開いて要素を計器盤に引き摺ってください。

助言: 計器盤から要素を取り去るにはそれを左ｸﾘｯｸすることによって選択し、その後に要素を右ｸﾘｯｸしてください。

助言: 構成設定(Configuration)部分でのﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更は設定(Set)釦がｸﾘｯｸされるまで有効ではありません。
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この例では計器盤用表題としての1つと摺動子用手助け文としての他の2つで、3つの表題(Label)要素が追加されます。1つの作図を
持つ図表(Graph)要素は光感知器ﾃﾞｰﾀに使われるために追加されました。Y最小(Y Minimum)とY最大(Y Maximum)の値は各々、0と
255に設定されました。信号(Signal)要素はどの動作形態が活性かを見ることができるように追加されました。夜間動作が活性の時に
信号は暗い青(Color ON)に切り替わり、夜間動作が非活性の時に黄色(Color OFF)に切り替わります。最後に、摺動子は夜間動作
閾値を調整することを可能にするために追加されました。最小(Minimum)は0に設定され、最大(Maximum)は255に設定されました。摺
動子の左移動は閾値を低くし、夜間動作がより明るい光水準で活性になることに帰着します。

計器盤が構成設定されてしまうと、目的対象応用との通信を許可するために計器盤をｼﾘｱﾙ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに接続する時間です。

計器盤の端点(endpoints)を結合することができるのに先立って、目的対象基板とﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ間のｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが構成設定されなけ
ればなりません。この例はDGI SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとCDC USARTｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使います。CDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ上で通常のｼ
ﾘｱﾙCOMﾎﾟｰﾄとして現れます。

すること: DGI制御盤(DGI Control Panel)で正しいﾂｰﾙを選んでください。

すること: 選んだﾂｰﾙでDGIへの接続をするために接続(Connect)をｸﾘｯｸしてください。

すること: ・ SPIﾁｪｯｸ枠をｸﾘｯｸしてください。

・ SPIﾁｪｯｸ枠傍らの歯車釦をｸﾘｯｸすることによってSPI構成設定(SPI Configuration)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開いてください。
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すること: ・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)で構成設定(Configuration)ﾀﾌﾞの単位部(Modul 
es)部で外部接続(External  Connection)下で見つかるｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ(Serial Por 
t)制御盤を開いてください。

すること: ・ 接続したｷｯﾄに対応する正しいCOMﾎﾟｰﾄを選んでください。

・ 応用ｺｰﾄﾞに従ってｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄのﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定してください。

・ 端末を開く(Open Terminal)任意選択がﾁｪｯｸされていないことを確実にしてください。

すること: ・ 編集(Edit)任意選択を選択解除にしてください。

・ 端点を表示(Show Endpoints)任意選択をｸﾘｯｸしてください。

・ SPIの供給源を図表の吸い込み口に引き摺ってください。

・ ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄの供給源を信号の吸い込み口に引き摺ってください。

・ 摺動子の供給源をｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄの吸い込み口に引き摺ってください。
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今や計器盤は完全に構成設定され、夜間動作切り替え応用で情報交換するのに使うことができます。

すること: ・ 端点を表示(Show Endpoints)任意選択を選択解除にしてください。

・ DGI制御盤(DGI Control Panel)で開始(Start)をｸﾘｯｸしてください。

・ ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤(Serial Port Control Panel)で接続(Connect)をｸﾘｯｸしてください。

今やADCの生の値が図表で表示され、摺動子は夜間動作切り替えのために適切な閾値に調整することができます。信号(Signal)要
素は切り替え器の状態を示します。
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4. ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ
ﾕｰﾃｨﾘﾃｨは他の区部に合わない単位部ですが、未だﾃﾞｰﾀを分析するのに有用です。

採取速度計数器(Samplerate Counter)はどれ位の程度のﾃﾞｰﾀが転送されつつあるかを提供します。

ﾌｧｲﾙ記録(File Logger)単位部はやって来るﾃﾞｰﾀを選択可能な形式のﾌｧｲﾙに格納します。ﾌｧｲﾙ内容はその後に別の応用で分析
することができます。

4.1. 採取速度計数器

採取速度計数器単位部はやって来るﾃﾞｰﾀの流れを取って流れに於けるやって来る採取(試料)の量を測定します。

採取速度計数器を使うには単に供給源を採取速度計数器単位部の吸い込み口に接続してﾃﾞｰﾀの流れを開始してください。

4.2. ﾌｧｲﾙ記録部

ﾌｧｲﾙ記録(File Logger)単位部はやって来るﾃﾞｰﾀを選択可能な形式のﾌｧｲﾙに記録します。

図4-1. ﾌｧｲﾙ記録

1

2

3 4

1. 出力ﾌｧｲﾙ(Output file)選択枠
2. 出力形式(Output format)選択枠
3. 吸い込み口入力
4. 開始/停止(Start/Stop)釦

4.2.1. 2進ﾌｧｲﾙに記録

・ 出力形式(Type)選択枠で”BIN”出力形式を選んでください。

・ 出力ﾌｧｲﾙ(File)選択枠で”...”釦を押してﾊﾟｽと名前を選ぶことによって出力ﾌｧｲﾙを設定してください。

・ 外部供給源を吸い込み口入力に接続してください。

・ 記録を始めるために開始(Start)釦を押してください。釦は停止(Stop)釦で置き換えられます。

・ 記録されたﾃﾞｰﾀを調査するのに先立ってﾌｧｲﾙを閉じて記録を終えるために停止(Stop)釦を押してください。
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5. 規約
殆どの通信ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはﾃﾞｰﾀを転送するのにﾊﾞｲﾄの流れを使います。これは8ﾋﾞｯﾄ精度の単一ﾃﾞｰﾀ値に対して充分ですが、複数
の値が同じｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ上で転送されることが必要とされる時にﾃﾞｰﾀは規約で梱包されなければなりません。ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visual 
izer)はそのような2つの規約を支援します。

ﾃﾞｰﾀ流れ規約(Data Stream Protocol)は1つのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ上でいくつかの数値を梱包するのに軽いﾌﾚｰﾑ形式を使います。これは
やって来るﾃﾞｰﾀの処理の能力だけで、同期の流れだけを支援します(即ち、全てのﾃﾞｰﾀ ﾊﾟｹｯﾄは各ﾃﾞｰﾀの流れからの1つの採取(試
料)を含まなければなりません)。

Atmelﾃﾞｰﾀ規約(ADP:Atmel Data Protocol)は双方向でのﾃﾞｰﾀの流れを許します。ADPは一般的にﾃﾞｰﾀ流れ規約よりももっと柔軟
で、非同期の流れも支援します(即ち、各ﾃﾞｰﾀの流れからのﾃﾞｰﾀ採取(試料)は独立して送ることができます。)。

両方の規約は自動的に検出することができ、ﾃﾞｰﾀの流れを定義し、計器盤を構成設定してﾃﾞｰﾀの流れを計器盤の要素に接続する
ことによってﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を自動的に構成設定するのに使うことができます。主な違いはﾃﾞｰﾀ流れ規約については
構成設定がﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの構成設定ﾌｧｲﾙに存在し、一方でADPについては構成設定が目的対象応用からﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ送られ
ます。加えて、ADPは図表(Graph)と端末(Terminal)の表示部を構成設定することができます。計器盤表示部内の図表(Graph)要素は
両規約によって支援されます。

表5-1. 規約の比較

項目
Atmelﾃﾞｰﾀ
規約 (ADP)

ﾃﾞｰﾀ流れ
規約

注釈

複雑さ 簡単/軽い 複雑/柔軟

個別の流れの開始/停止 × ○

ﾃﾞｰﾀ入力 ○ ○ 目的対象応用からﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへのﾃﾞｰﾀ送信

ﾃﾞｰﾀ出力 × ○ ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀから目的対象応用へのﾃﾞｰﾀ送信

文字列ﾃﾞｰﾀ型支援 × ○ 様々な長さの文字列

ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに格納された構成設定 ○ × ﾃﾞｰﾀ可視器GUIの構成設定

目的対象応用に格納された構成設定 × ○ ﾃﾞｰﾀ可視器GUIの構成設定

計器盤表示部構成設定 ○ ○

図表表示部構成設定 × ○

端末表示部構成設定 × ○

ﾃﾞｰﾀ集中 × ○
ﾃﾞｰﾀの流れの複数採取(試料)を1つのﾊﾟｹｯﾄで送ることがで
きます。

非同期のﾃﾞｰﾀの流れ × ○
違うﾃﾞｰﾀの流れからの採取(試料)を独立して送ることができ
ます。

○=支援、×=不支援

5.1. ﾃﾞｰﾀ流れ規約

ﾃﾞｰﾀ流れ単位部はやって来る生ﾃﾞｰﾀの流れを取って複数のﾃﾞｰﾀの流れに分割します。ﾃﾞｰﾀ流れ形式は使用者によって提供され
る構成設定ﾌｧｲﾙによって指定されます。

5.1.1. 構成設定形式

構成設定ﾌｧｲﾙは行毎に1つのﾃﾞｰﾀを指定するｺﾝﾏ’,’で区切られ文章ﾌｧｲﾙです。各行は次表で提示されるﾀｸﾞの1つによって変数
のﾃﾞｰﾀ形式を指定することによって始まります。出力格子内の変数の位置はその後に指標1で始まる2つの座標によって与えられま
す。最後のﾊﾟﾗﾒｰﾀは変数に対して文章文字列を割り当てます。
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表5-2. ﾃﾞｰﾀ流れ型

型 ﾀｸﾞ大きさ 例

符号なしﾊﾞｲﾄ 1 B B,1,1,Light

符号付きﾊﾞｲﾄ 1 -B -B,1,1,Encoder

符号なしｼｮｰﾄ 2 D D,1,1,ADC

符号付きｼｮｰﾄ 2 -D -D,1,1,ADC

符号なし語 4 W W,1,1,Transfer rate

符号付き語 4 -W -W,1,1,Status code

浮動小数点 4 F F,1,1,Temperature

倍精度浮動小数点 8 DF

符号なしﾊﾞｲﾄの格子 1×W×D GB<WxD>

符号付きﾊﾞｲﾄの格子 1×W×D -GB<WxD>

DF,1,1,Measurement

GB<10x10>,1,1,Surface

-GB<10x10>,1,1,Surface

符号なしｼｮｰﾄの格子 2×W×D GD<WxD> GD<10x10>,1,1,Surface

符号付きｼｮｰﾄの格子 2×W×D -GD<WxD> -GD<10x10>,1,1,Surface

符号なし語の格子 4×W×D GW<WxD>

符号付き語の格子 4×W×D -GW<WxD>

GW<10x10>,1,1,Surface

-GW<10x10>,1,1,Surface

浮動小数点の格子 4×W×D GF<WxD> GF<10x10>,1,1,Surface

倍精度浮動小数点の格子 8×W×D GDF<WxD> GDF<10x10>,1,1,Surface

これは構成設定例です。

 D,1,1,ADC0
 D,1,2,ADC1
 D,1,3,ADC2
 B,2,1,Prescaler            

5.1.2. 流れ形式

ﾃﾞｰﾀの流れは構成設定ﾌｧｲﾙの指定と同じ順番で処理されます。全てのﾃﾞｰﾀは最下位ﾊﾞｲﾄが最初に送られなければならないことを
意味するﾘﾄﾙ ｴﾝﾃﾞｨｱﾝ値として与えられなければなりません。加えて、ﾃﾞｰﾀの流れ変数の前の1ﾊﾞｲﾄと後ろの1ﾊﾞｲﾄから成る囲み部
が追加されなければなりません。この囲み部はﾃﾞｰﾀの流れを同期するために解釈部によって使われます。開始ﾊﾞｲﾄは自動構成設
定用に予約されている$5Fを除く任意の値にすることができますが、終了ﾊﾞｲﾄは開始ﾊﾞｲﾄの反転でなければなりません。自動構成設
定のより多くの情報については「自動構成設定」と「自動構成設定例」をご覧ください。構成設定ﾌｧｲﾙは開始と終了のﾊﾞｲﾄを定義す
べきではありません。

前項で与えられた構成設定例を考察してください。下図はADC0が185、ADC1が950、ADC2が0、Prescaler(前置分周器)が2の生ﾃﾞｰ
ﾀ送信例を与えます。

図5-1. ﾃﾞｰﾀの流れ

$03 $B9 $00 $B6 $03 $00 $00 $02 $FC

開始 ADC0 ADC1 ADC2 Prescaler 終了

～ ～

5.1.3. 基本的な使い方

図5-2. ﾃﾞｰﾀ流れ部

1 2 3 4 5

6

・ ﾌｧｲﾙを開く釦を押してください。(3)

・ 構成設定ﾌｧｲﾙを選んでください。

・ 構成設定読み込み(Load)釦をｸﾘｯｸしてください。(4)

・ 吸い込み口入力を接続してください。(5)

・ 1つ以上の供給源出力を望む吸い込み口に接続してください。(1)
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5.1.4. 自動構成設定

ﾃﾞｰﾀ流れ形式はいくつかの予め定義された構成設定ﾌｧｲﾙに基づいてﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を自動的に構成設定するのに
使うことができます。これは構成設定が目的対象応用に格納されて要求でﾎｽﾄへ送られるAtmelﾃﾞｰﾀ規約(ADP)自動構成設定と異な
ります。ﾃﾞｰﾀ流れ自動構成設定はﾃﾞｰﾀの流れの構成設定、計器盤を構成設定してﾃﾞｰﾀ流れ供給元出力を計器盤の要素へ接続す
ることに制限されます。

5.1.5. 自動構成設定例

この例の目的は目的対象ﾊｰﾄﾞｳｪｱ上の押し釦の状態を表示する信号(Signal)と目的対象応用での計数器の値を表示する図表(Grap 
h)を持つ計器盤を自動構成設定するために必要とされる構成設定ﾌｧｲﾙをどう構成設定するかを示すことです。下の複写画像は最
終的な計器盤を示します。

この例で使われる目的対象ｺｰﾄﾞは「自動構成設定ｺｰﾄﾞ例」で見つけることができます。

自動構成設定を許すにはﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)によってﾃﾞｰﾀの流れの内容を記述する.dsﾌｧｲﾙ、計器盤を記述する.dbﾌｧｲ
ﾙ、ﾃﾞｰﾀの流れの内容と計器盤の要素の間の接続を記述する.scﾌｧｲﾙの3つのﾌｧｲﾙが必要とされます。全てのﾌｧｲﾙは応用ｺｰﾄﾞに
よって送られる自動構成設定IDに合うように拡張子の前が”C0FFEEC0FFEEC0FFEEC0FFEE”と名付けられるべきです。

例応用は符号なし16ﾋﾞｯﾄ値と符号なし8ﾋﾞｯﾄ値の2つの流れ構成部分を持つﾃﾞｰﾀの流れを生成します。

すること: ”C0FFEEC0FFEEC0FFEEC0FFEE.ds”と呼ばれるﾌｧｲﾙを作成して下の内容を追加してください。

D,1,1,count
B,2,1,button

.dsﾌｧｲﾙはﾃﾞｰﾀの流れから2つの供給元を持つ表を作成します。列1行1は”count”と名付けられた符号なし16ﾋﾞｯﾄ値を持つ供給元
を含み、列2行1は”button”と名付けられた符号なし8ﾋﾞｯﾄ値を持つ供給元を含みます。.dsﾌｧｲﾙのより多くの情報については「構成
設定形式」をご覧ください。

自動構成設定用に計器盤を構成設定する最も簡単な方法はﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)のGUIでそれを描いてその構成設定をﾌｧ
ｲﾙに保存することです。
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すること: ・ 構成設定(Configuration)操作盤を開いてください。

・ 入出力計器盤(I/O Dasgboard)をﾀﾞﾌﾞﾙ ｸﾘｯｸすることに
よって新し入出力計器盤(I/O Dasgboard)構成部品を
追加してください。

すること: ・ 計器盤入出力(Dashboard I/O)単位部の左下隅で編集(Edit)ﾁｪｯｸ枠をｸﾘｯｸすることによって計器盤の編集を許
可してください。

・ 計器盤の右上隅で要素(Elements)操作盤を開いて要素を計器盤に引き摺ってください。

助言: 計器盤から要素を取り去るにはそれを左ｸﾘｯｸすることによってそれを選択してその後に右ｸﾘｯｸしてください。

助言: 構成設定(Configuration)部分でﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更は設定(Set)釦がｸﾘｯｸされるまで有効ではありません。
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すること: ・ 表題(Label)要素を計器盤に引き摺ってください。

・ 表題(Label)要素を選択してﾌｫﾝﾄの大きさ(Font Size)を16に設定、太字体(Bold)任意選択をﾁｪｯｸ、文章(Text)領
域を”Button State”(釦状態)に設定、幅(Width)を100に設定してください。

・ 設定(Set)を押してください。
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すること: ・ 信号(Signal)要素を計器盤に引き摺ってそれを釦状態(Button State)表題の下に配置してください。

・ 図表(Graph)要素を計器盤に引き摺ってそれを釦状態(Button State)表題と信号(Signal)の右に配置してください。

・ 図表(Graph)要素を選択して表題(Ttitle)を”count value”(計数値)、X最大(X Maximum)を5、Y最大(Y Maximum)を
66000に設定してください。

・ 設定(Set)をｸﾘｯｸしてください。
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すること: ・ 保存(Save)をｸﾘｯｸしてください。

すること: ・ 計器盤構成設定を”C0FFEEC0FFEEC0FFEEC0FFEE.db”として.dsﾌｧｲﾙと同じﾌｫﾙﾀﾞに保存してください。

.dbﾌｧｲﾙ内容は以下と同様の内容を持つべきです。

{
0,
'\0',
0, 255, 255, 255,
44, 1,
};

{
0, // Dashboard ID (計器盤ID)
0, // Element ID (要素ID)
DB_TYPE_LABEL, // Element Type(要素形式)
0, // Z-Index (GUI stack order) (Z指標(GUI階層順))
63, 0, // X-coordinate (X座標)
48, 0, // Y-coordinate (Y座標)
100, 0, // Width (幅)
22, 0, // Height (高さ)
16, // Font Size (ﾌｫﾝﾄの大きさ)
1,
0, // Horizontal Alignment (水平整列)
0, // Vertical Alignment (垂直整列)
0, 255, 255, 255, // Background Color (背景色)
255, 0, 0, 0, // Foreground Color (前景色)
'B', 'u', 't', 't', 'o', 'n', ' ', 'S', 't', 'a', 't', 'e', '\0', // Text (文章)
};

{
0, // Dashboard ID (計器盤ID)
1, // Element ID (要素ID)
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DB_TYPE_SIGNAL, // Element Type (要素形式)
0, // Z-Index (GUI stack order) (Z指標(GUI階層順))
98, 0, // X-coordinate (X座標)
78, 0, // Y-coordinate (Y座標)
25, 0, // Width (幅)
25, 0, // Height (高さ)
255, 0, 255, 0, // Color On (ON色)
255, 255, 0, 0, // Color Off (OFF色)
};

{
0, // Dashboard ID (計器盤ID)
2, // Element ID (要素ID)
DB_TYPE_GRAPH, // Element Type (要素形式)
0, // Z-Index (GUI stack order) (Z指標(GUI階層順))
206, 0, // X-coordinate (X座標)
12, 0, // Y-coordinate (Y座標)
64, 1, // Width (幅)
240, 0, // Height (高さ)
255, 255, 255, // Title color (表題色)
0, 0, 0, // Background color (背景色)
20, 20, 20, // Graph background color (図表背景色)
'c', 'o', 'u', 'n', 't', ' ', 'v', 'a', 'l', 'u', 'e', '\0', // Title (表題)
1, // Number of plots (作図数)
0,0,0,0, // X Minimum (X最小)
0,0,160,64, // X Maximum (X最大)
0,0,0,0, // Y Minimum (Y最小)
0,232,128,71, // Y Maximum (Y最大)
1,
1,
};

計器盤の要素のより多くの情報については「要素形式」をご覧ください。

最後に、.dsﾌｧｲﾙで定義されたﾃﾞｰﾀ流れ供給元を.dbﾌｧｲﾙで定義された計器盤の要素に接続するための構成設定ﾌｧｲﾙが作られ
なければなりません。

すること: ・ 他の構成設定ﾌｧｲﾙと同じﾌｧﾙﾀﾞに”C0FFEEC0FFEEC0FFEEC0FFEE.sc”と呼ばれるﾌｧｲﾙを作成して下の内容
を追加してください。

button,1
cont,2

.scﾌｧｲﾙは”button”と名付けられた流れ供給元をID 1を持つ計器盤要素(信号(Signal)要素)に、”count”と名付けられた流れ供給元
をID 2を持つ計器盤要素(図表(Graph)要素)に接続します。

それでは例を走らせる時間です。

すること: ・ 計器盤を閉じてください。

すること: ・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)で構成設定(Configuration)ﾀﾌﾞの単位部(Modules)部
分内の外部接続(External Connection)下で見つかるｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤(Serial Port 
Control Panel)を開いてください。
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すること: ・ 接続したｷｯﾄに対応する正しいCOMﾎﾟｰﾄを選んでください。

・ 規約自動検出(Autodetect protocols)任意選択がﾁｪｯｸされ、ﾊﾟﾘﾃｨ(Parity)と停止ﾋﾞｯﾄ(Stop bits)の構成設定が目
的対象応用に従って設定されていることを確実にしてください。ﾎﾞｰﾚｰﾄ(Baud rate)は自動的に検出されます。

すること: ・ 接続(Connect)をｸﾘｯｸしてください。

・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)が自動構成設定IDに対する構成設定ﾌｧｲﾙを見つけることができない場合、構成設
定ﾌｧｲﾙへのﾊﾟｽを問うﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟを表示します。構成設定が存在するﾌｫﾙﾀﾞを検索してOKをｸﾘｯｸしてください。

ﾌｫﾙﾀﾞ選択後、ﾌｫﾙﾀﾞは自動構成設定検索ﾊﾟｽに追加されます。

助言: 検索ﾊﾟｽをﾘｾｯﾄして検索ﾊﾟｽとして新しいﾌｫﾙﾀﾞを選ぶには規約自動検出(Autodetect pr 
otocols)任意選択文のﾘﾝｸをｸﾘｯｸしてください。

ﾃﾞｰﾀ可視器はその後に構成設定ﾌｧｲﾙが存在するﾌｫﾙﾀﾞへのﾊﾟｽを問う閲覧ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを
飛び出させます。元の検索ﾊﾟｽは解消され、新たに選んだﾌｫﾙﾀﾞが検索ﾊﾟｽとして設定さ
れます。

重要: 3つ全ての構成設定ﾌｧｲﾙは同じﾌｫﾙﾀﾞに存在しなければなりません。

接続と自動構成設定ID検出後、ﾃﾞｰﾀ可視器は次の画像のような何かを見るﾃﾞｰﾀ流れ制御盤(Data Stream Control Panel)計器盤入
出力(Dashboard I/O)を作成するでしょう。
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図表(Graph)要素は丸められるまで継続的に上昇計数する計数を表現する鋸歯信号の走行を表示します。信号(Signal)要素はATtin 
y104 Xplained Nano基板上の押し釦の状態を示します。釦押下は信号(Signal)要素の色を赤から緑に変えます。

盤の右側の下向き矢印をｸﾘｯｸすることによってﾃﾞｰﾀ流れ制御盤(Data Stream Control Panel)を展開すると、自動的に構成設定され
たﾃﾞｰﾀの流れの内容を表示します。

この流れは、計数器(counter)用の1つと釦状態(button)用の1つの、2つの供給元を持ちます。

ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤(Serial Port Control Panel)を展開すると、ﾃﾞｰﾀ可視器が38400のﾎﾞｰﾚｰﾄで検出したことを表示します。
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5.1.6. 自動構成設定形式

ﾃﾞｰﾀ流れﾊﾟｹｯﾄの開始ﾊﾞｲﾄが$5Fの場合、このﾊﾟｹｯﾄは特別な構成設定ﾊﾟｹｯﾄです。

表5-3. 構成設定ﾊﾟｹｯﾄ形式

領域 値大きさ 説明

開始通票 1ﾊﾞｲﾄ $5F

現在、LRC8ﾁｪｯｸｻﾑ形式だけが支援されます。これは開始通票、ﾁｪｯｸｻﾑ自
身、終了通票を除くﾊﾟｹｯﾄのXOR総和です。

構成設定ﾊﾟｹｯﾄ用に予約された開始通票

ﾁｪｯｸｻﾑ形式 4ﾊﾞｲﾄ $B4 $00 $86 $4A 使われるﾁｪｯｸｻﾑ形式を指定。現在はLRC8だけを支援。

構成設定識別子 12ﾊﾞｲﾄ 何れかの値 構成設定のための固有識別子

ﾁｪｯｸｻﾑ 1ﾊﾞｲﾄ
ﾁｪｯｸｻﾑ形式に
従ったﾁｪｯｸｻﾑ

終了通票 1ﾊﾞｲﾄ $A0 ﾃﾞｰﾀ流れ形式に従って終了通票は開始通票の逆数です。

識別子はﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を構成設定するのに使われる対応する構成設定ﾌｧｲﾙを探すため、ﾃﾞｰﾀ可視器によって使わ
れる構成設定ﾊﾟｹｯﾄで与えられます。以下のように3つの構成設定ﾌｧｲﾙが必要とされます。

・ ﾃﾞｰﾀの流れを定義する.dsﾌｧｲﾙ。これは標準ﾃﾞｰﾀ流れ形式ﾌｧｲﾙで「構成設定形式」で与えらえれた形式に従います。

・ 計器盤を定義する.dbﾌｧｲﾙ。このﾌｧｲﾙは計器盤をﾌｧｲﾙに保存する時に生成されるﾌｧｲﾙの形式に従います。「編集操作盤」をご
覧ください。

・ .dsﾌｧｲﾙで定義されるﾃﾞｰﾀ流れ構成部分と.dbﾌｧｲﾙで定義される計器盤の要素間の接続を定義する.scﾌｧｲﾙ。形式は「信号接続
ﾌｧｲﾙ形式」で定義されます。

3つ全ての構成設定ﾌｧｲﾙは各構成設定識別子ﾊﾞｲﾄの16進値に等しい名前を持つべきです。例として、[$12, $34, $56, $78, $9A, 
$BC, $DE, $F0, $12, $34, $56, $78]の構成設定識別子は123456789ABCDEF012345678.sc、123456789ABCDEF012345678.db、
123456789ABCDEF012345678.dsと名付けられた構成設定ﾌｧｲﾙに対応します。

ﾃﾞｰﾀ流れ部自動構成設定機能はDGI直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用DGI制御盤(DGI Control Panel)と、COMﾎﾟｰﾄと仮想OCMﾎﾟｰﾄ(CDCｲﾝﾀｰ
ﾌｪｰｽ)用のｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤(Serial Port Control Panel)の両方で利用可能です。

自動構成設定を許可するには規約自動検出(Autodetect protocols)任意選択が許可されなければな
りません。

接続(Connect)押下後、ﾃﾞｰﾀ可視器は全てのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを許可すると同時にADPﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ ﾒｯｾｰｼﾞまたはﾃﾞｰﾀ流れ構成設定ﾊﾟ
ｹｯﾄを探します。ADPﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ ﾒｯｾｰｼﾞが受信された場合、ﾃﾞｰﾀ可視器は目的対象応用からの構成設定情報を要求します。ﾃﾞｰﾀ
流れ構成設定ﾊﾟｹｯﾄが見つかった場合、ﾃﾞｰﾀ可視器は検出したIDと一致する名前を持つ構成設定ﾌｧｲﾙを探すために自動構成設
定検索ﾊﾟｽでﾌｫﾙﾀﾞを通して検索します。

重要: ﾃﾞｰﾀ可視器がﾃﾞｰﾀ流れ構成設定ﾊﾟｹｯﾄを検出することを確実にするため、秒毎に最低2度目的対象によってそれが送
られなければなりません。

重要: 非同期ｼﾘｱﾙ規約(例えば、DGI USARTとCDC仮想COMﾎﾟｰﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで使われるUART規約)は自動検出のため以
下のﾎﾞｰﾚｰﾄを使います。

表5-4. 規約の自動検出に関して非同期ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで使われるﾎﾞｰﾚｰﾄ

9600 19200 38400 57600ﾎﾞｰﾚｰﾄ 115200 230400 500000 1000000 2000000

この表にない何れかの速度を使うことは非同期ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI UARTとｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ/CDC仮想COMﾎﾟｰﾄ)上の規約の
自動検出に対して動きません。

助言: 構成設定ﾌｧｲﾙを探すためにﾃﾞｰﾀ可視器によって使われる現在の検索ﾊﾟｽを見るには構成設定検索ﾊﾟｽ表示(Show Co 
nfig search path)任意選択をﾁｪｯｸしてください。

検索ﾊﾟｽはｾﾐｺﾛﾝ(;)で分離されたﾊﾟｽの一覧です。ﾃﾞｰﾀ可視器が自動構成設定IDを検出すると、正しいﾌｧｲﾙ名を持
つ構成設定ﾌｧｲﾙを探す一覧内のﾊﾟｽを通して検索します。

ﾃﾞｰﾀ可視器が有効な何れかの構成設定ﾌｧｲﾙを見つけることができない場合、正しい構成設定ﾌｧｲﾙが存在するﾌｫﾙﾀﾞへのﾊﾟｽを問
う閲覧ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳが現れます。

ﾌｫﾙﾀﾞ選択後、ﾌｫﾙﾀﾞは自動構成設定検索ﾊﾟｽに追加されます。
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助言: 検索ﾊﾟｽをﾘｾｯﾄして検索ﾊﾟｽとして新しいﾌｫﾙﾀﾞを選ぶには規約自動検出(Autodetect pr 
otocols)任意選択文のﾘﾝｸをｸﾘｯｸしてください。

ﾃﾞｰﾀ可視器はその後に構成設定ﾌｧｲﾙが存在するﾌｫﾙﾀﾞへのﾊﾟｽを問う閲覧ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを
飛び出させます。元の検索ﾊﾟｽは解消され、新たに選んだﾌｫﾙﾀﾞが検索ﾊﾟｽとして設定さ
れます。

重要: 3つ全ての構成設定ﾌｧｲﾙは同じﾌｫﾙﾀﾞに存在しなければなりません。

5.1.7. 信号接続ﾌｧｲﾙ形式

信号接続ﾌｧｲﾙは.scﾌｧｲﾙ拡張子を持ち、.dsﾌｧｲﾙで定義されたﾃﾞｰﾀ流れ供給元と.dbﾌｧｲﾙで定義された計器盤内のGUI要素間の
接続を指定します。.scﾌｧｲﾙ形式は行毎に1つの接続を指定するｺﾝﾏ’,’で区切られた文章ﾌｧｲﾙです。各行は<流れ名>,<要素ID>
形式に従います。流れ名は.dsﾌｧｲﾙで定義され、各ﾃﾞｰﾀ変数に割り当てられた文章文字列です。要素IDは計器盤の各要素に対し
て.dbﾌｧｲﾙで定義されます。

.scﾌｧｲﾙ内容の例は次のとおりです。

 Plane,0
 Delta1,2
 Delta2,2

Planeと呼ばれる(ﾃﾞｰﾀの)流れがID 0を持つ要素に接続され、Delta 1とDelta 2の両(ﾃﾞｰﾀの)流れはID 2を持つ要素に接続されま
す。完全な自動構成設定例については「自動構成設定例」をご覧ください。

表(Table)要素(「表」参照)は(ﾃﾞｰﾀの)流れ名と要素IDに加えていくつかの追加ﾊﾟﾗﾒｰﾀを持ちます。信号に接続するｾﾙの列と行は.sc
ﾌｧｲﾙの行に対する付加(列(Column):<列番号>;行(Row):<行番号>)によって与え
られます。左上のｾﾙは列0と行0によって指定されます。例として、右の表は以下
の.scﾌｧｲﾙ内容によって供給元に接続されます。

 Delta1,2(Column:1;Row:1)
 Delta2,2(Column:1;Row:2)
 Delta3,2(Column:1;Row:3)
 Delta4,2(Column:1;Row:4)
 Delta5,2(Column:1;Row:5)
 Delta6,2(Column:1;Row:6)
 Delta7,2(Column:1;Row:7)
 Delta8,2(Column:1;Row:8)
 Delta9,2(Column:1;Row:9)
 Delta10,2(Column:1;Row:10)

この例では表要素が自動表題動作で、故に各ｾﾙは2つの領域、左に表題、右に実際のﾃﾞｰﾀを持ちます。より多くの情報については
「自動表題」をご覧ください。

図表(Graph)要素(「図表」参照)は(ﾃﾞｰﾀの)流れ名と要素IDに加えて追加ﾊﾟﾗﾒｰﾀも支援します。既定により、全ての作図は図表要素
で可視ですが、それらは作図に対応する図表表示部内の凡例(Legend)を使用者がｸﾘｯｸすることによって非表示または表示にするこ
とができます。支援される追加ﾊﾟﾗﾒｰﾀは自動構成設定を行う時に作図を非表示にするように既定の動きを変更することを可能にしま
す。これは.scﾌｧｲﾙに(visible:0)追加することによって行われます。例として以下の.scﾌｧｲﾙをご覧ください。

 Delta1,2(visible:0)
 Delta2,2
 Delta3,2(visible:0)
 Delta4,2
 Delta5,2
 Delta6,2
 Delta7,2(visible:0)
 Delta8,2(visible:0)
 Delta9,2
 Delta10,2
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図表要素の結果はこのように見え
ます。

図表に於いてDelta1、Delta3、Delta7、Delta8と名付けられた作図は全て非表示で、凡例(Legend)は灰色です。使用者は凡例をｸﾘｯ
ｸすることによってそれら(の表示)を許可することができます。同じように使用者が対応する凡例をｸﾘｯｸすることによって見えている作
図を非表示にすることができます。

5.2. Atmelﾃﾞｰﾀ規約

5.2.1. Atmelﾃﾞｰﾀ規約を使う転送

Atmelﾃﾞｰﾀ規約(ADP:Atmel Data Protocol)はﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface、「組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞのﾃﾞｰﾀ交換
器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ」参照)を使うEDBGに基づくﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG、Atmel-ICE、Power Debugger)を通して目的対象MCUからﾎｽﾄPCへ、また
はｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄを使って直接ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾃﾞｰﾀを転送することを意図した、内容に依存しない規約です。ADPは内容に依存せず、
ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを通す転送はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって内容が解釈されないことを意味する透過です。

単一値の転送はかなり簡単です。しかし複数の値を転
送するためにそれらは送信側と受信側の両方が理解
する或る種の規約で包まれなければなりません。ADP
はそのような規約です。MCUがそのﾃﾞｰﾀ全てをADPﾊﾟ
ｹｯﾄに包む場合、ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)でそれ
を復号して独立したﾃﾞｰﾀの流れに分離することができ
ます。

右図で、MCUは温度と圧力の変数をADPﾊﾟｹｯﾄ内に包
みます。ﾃﾞｰﾀ可視器で、DGI制御盤(DGI Control Pan 
el)のSPI端点が今やADP制御盤(ADP Control Panel)
のﾃﾞｰﾀ(Data)端点に接続されます。ADP制御盤(ADP 
Control Panel)はﾊﾟｹｯﾄを分離した温度と圧力のﾃﾞｰﾀ
の流れに復号します。これらはその後に図表(Graph)単
位部で2つの作図(Plot)線に接続することができます。

ADP規約は両方向でのﾃﾞｰﾀ転送を支援します。加え
て、MCUはﾃﾞｰﾀ可視器で何の単位部が開かれてそれ
らをどう接続すべきかを記述する構成設定ﾊﾟｹｯﾄを送る
ことができます。目的対象基板がﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続
される時に全てのものが自動的に構成設定されます。

図5-3. ADP転送

Xplained Pro系基板

MCU

温度
圧力

ADP
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5.2.2. ADP例

ADP規約使用の例についてはSAM D21 Xplained Pro用ADP応用例を使うことができます。この例はAtmel StudioのAtmelｿﾌﾄｳｪｱ枠
組み(ASF:Atmel Software Framework)で見つけることができます。これはI/O1 Xplained Pro基板と共にSAM D21 XPlained Proを使
います。

この例はﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(GDI)を使いますが、どのｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄでも十分です。組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG)の「組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
のﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ」をご覧ください。

5.2.2.1. 必要条件

・ (ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizerが含まれ))ｲﾝｽﾄｰﾙされたAtmel Studio 7(またはそれ以降)を持つﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
・ SAM D21 Xplained Proｷｯﾄ
・ I/O1 Xplained Pro拡張

5.2.2.2. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定

例を走らせるには以下のﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定が必要とされます。

・ SAM D21 Xplained ProのEXT1ｺﾈｸﾀに接続されたI/O1 Xplaine 
d Pro拡張

・ ﾎｽﾄPCからSAM D21 Xplained Pro上のDEBUG USBｺﾈｸﾀへ接
続されたUSBｹｰﾌﾞﾙ

構成設定の写真が右で示されます。

5.2.2.3. 例走行

ADP例を走らせるには下の手順に従ってください。

すること: ・ Atmel Studioを開いてください。

・ ﾌｧｲﾙ(File)⇒新規(New)⇒例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Example Project)を選んでください。

・ ADP example application - SAM D21 Xplained Proを閲覧するか検索して、それを選択してください。

・ 望むﾌｫﾙﾀﾞを選んでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに名前を与え、その後にﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成するためにOKをｸﾘｯｸしてください。

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが生成され、その後は単にそれをｺﾝﾊﾟｲﾙして目的対象基板に書くだけの問題です。

すること: ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを開いてください(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ(Solution Explorer)でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを右ｸﾘｯｸしてﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(Prop 
erties)を選んでください)。

・ ﾂｰﾙ(Tool)ﾀﾌﾞで適切なﾂｰﾙとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを選んでください。
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すること: ・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始(Start Without Debugging)をｸﾘｯｸしてください(ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Debug)⇒ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始(Start With 
out Debugging))。

すること: ・ ﾂｰﾙ(Tools)ﾒﾆｭｰでそれを選ぶことによってAtmel 
Studio内側の拡張としてﾃﾞｰﾀ可視器(Data visualiz 
er)を開いてください。

すること: ・ DGI制御盤(DGI Control Panel)でSAM D21 Xplained Proを選んでください。

・ 規約自動検出(Autodetect protocols)枠を選択してください。

・ 接続(Connect)をｸﾘｯｸしてください。



Data Visualizer

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40001903B - 90頁

ﾃﾞｰﾀ可視器で下の複写画面のような何かを見るでしょう。

5.2.2.4. 動かす方法

ADP例用ｺｰﾄﾞがかなり広範囲なため、それを一覧にすることや詳細を全て記述することは意味を成しません。特に、ATSAMD21で必
要とされる周辺機能をどう構成設定するかの詳細は省かれます。ADP例計器盤を作成するのに必要とされるADPﾒｯｾｰｼﾞは以降の
節で詳述されます。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ送った各ﾒｯｾｰｼﾞ後、目的対象(SAM D21ﾃﾞﾊﾞｲｽ)は次のﾒｯｾｰｼﾞを送る前にMSG_CONF_ACKを待ち
ます。

助言: この例は計器盤の完全な自動構成設定を含みます。けれども、ADPは図表(Graph)、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ(Oscilloscope)、または
端末(Terminal)のようなﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)内の様々な単位部へ手動で接続されるように(ﾃﾞｰﾀ)流れの組を構
成設定するのに使うことができます。ADP制御盤(ADP Control Panel)は現在のADP実体に対して利用可能な吸い込み
口と供給源を示します。これらの吸い込み口と供給源はDGI制御盤(DGI Control Panel)とｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤(Serial Por 
t Control Panel)の供給源と吸い込み口と同じように使うことができます。より多くの情報については「Atmelﾃﾞｰﾀ規約」を
ご覧ください。

5.2.2.4.1. ｼﾘｱﾙ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

ADP例はSAM D21からのADPﾃﾞｰﾀをSAM D21 Xplained Pro基板上の組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG)に流すためにSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使い
ます。EDBGはUSBを渡ってﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへﾃﾞｰﾀを流すのにﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI)を使います。目的対象基板がDGI能力を
持つﾃﾞﾊﾞｲｽを含まなかった場合、ADPはｼﾘｱﾙ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを渡ってｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ直接流してしまうことができます。これがその場合
だったなら、DGI制御盤(DGI Control Panel)(「ﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI)」)の代わりにﾃﾞｰﾀ可視器でｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤(Serial Po 
rt Control Panel)(「ｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ」)が使われます。

5.2.2.4.2. 初期化

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定(例えば、ｼﾘｱﾙ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ初期化、ADCと入出力ﾎﾟｰﾄ構成設定)後、応用はADPﾒｯｾｰｼﾞ送出開始の準備が整
います。最初に送られるﾒｯｾｰｼﾞはMSG_REQ_HANDSHAKEです。

表5-5. MSG_REQ_HANDSHAKE

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $00 -

ﾃﾞｰﾀ長 10 -

規約版番号 $01 ADP例はADP規約第1版を使います。

任意選択 $01 GPIOはこの応用で使用中です。

通票 {$58, $99, $AB, $C9, $0F, $E2, $F7, $AA} ADP規約を確認するのに使われる通票

このﾒｯｾｰｼﾞはﾎｽﾄがﾒｯｾｰｼﾞを受け取る準備が整ったことを示すMSG_RES_HANDSHAKEが受信されるまで繰り返されます。
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5.2.2.4.3. ADP制御盤

ADP例は下の複写画面のような何かを見るようにADP制御盤(ADP Control Panel)を構成設定します。

通知: 複写画面の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

ADP制御盤(ADP Control Panel)は下表で詳述されるﾒｯｾｰｼﾞによって構成設定されます。

表5-6. MSG_CONF_INFO

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $28 -

ﾃﾞｰﾀ長 177 -

表題 “Light Sensor Example for Xplained Pro\0” (Xplained Pro用光感知器例) -

説明
“This example demonstrates light intensity measurements through the ADC of a Xplained 
Pro board. You will need the I/O1 Xplained Pro (EXT1)\0” (この例はXplained Pro基板を
通した光量測定を実演します。I/O1 Xplained Pro (EXT1)が必要です。)

応用の短い説明

5.2.2.4.4. 光感知器計器盤

ADP例は下の複写画面のような何かを見るI/O1 Xplained Proの光感知器とLED用の計器盤を構成設定します。

通知: 複写画面の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

光感知器計器盤は下表で詳述されるﾒｯｾｰｼﾞによって構成設定されます。

最初に、計器盤が構成設定されなければなりません。

表5-7. MSG_CONF_DASHBOARD

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2A -

ﾃﾞｰﾀ長 38 -

ID $0000 計器盤ID

表題 “Light Sensor Example Dashboard\0” (光感知器例計器盤) 計器盤表題

背景色
$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されなければならないため、$FFFFFF 
FFFFFFとして送信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

計器盤の背景色

高さ 300 計器盤の(ﾋﾟｸｾﾙでの)高さ

次に、計器盤に表題(Label)要素が追加されます。
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表5-8. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_LABEL

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 47 要素形式に依存

計器盤ID $0000 光感知器計器盤のID

要素ID $0000 この表題要素の固有ID

Z-指標

$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されな
ければならないため、$FFFFFFFFFFFFとして送
信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 5 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 5 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 300 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 35 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $00 ELEMENT_TYPE_LABEL

ﾌｫﾝﾄの大きさ 24 -

属性 $00 太字体=OFF、斜体=OFF

水平整列 1 中央

垂直整列 1 中央

背景透過率 0 -

背景色 背景のRGB色

前景色透過率
255 (各$FF文字は$FFFFとして送信されなけれ
ばならないため、$FFFFとして送信されます。「ﾒｯ
ｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

-

前景色 $000000 前景のRGB色

表題文 “Light Sensor Example\0” (光感知器例) -

表5-9. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_LABEL

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 45 要素形式に依存

計器盤ID $0000 光感知器計器盤のID

要素ID $0001 この表題要素の固有ID

Z-指標

$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されな
ければならないため、$FFFFFFFFFFFFとして送
信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 5 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 60 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 129 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 25 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $00 ELEMENT_TYPE_LABEL

ﾌｫﾝﾄの大きさ 14 -

属性 $01 太字体=ON、斜体=OFF

水平整列 0 左

垂直整列 1 中央

背景透過率 0 -

背景色 背景のRGB色

前景色透過率
255 (各$FF文字は$FFFFとして送信されなけれ
ばならないため、$FFFFとして送信されます。「ﾒｯ
ｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

-

前景色 $000000 前景のRGB色

表題文 “Light Sensor Value\0” (光感知器値) -
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表5-10. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_LABEL

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 38 要素形式に依存

計器盤ID $0000 光感知器計器盤のID

要素ID $0002 この表題要素の固有ID

Z-指標

$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されな
ければならないため、$FFFFFFFFFFFFとして送
信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 5 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 100 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 82 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 25 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $00 ELEMENT_TYPE_LABEL

ﾌｫﾝﾄの大きさ 14 -

属性 $01 太字体=ON、斜体=OFF

水平整列 0 左

垂直整列 1 中央

背景透過率 0 -

背景色 背景のRGB色

前景色透過率
255 (各$FF文字は$FFFFとして送信されなけれ
ばならないため、$FFFFとして送信されます。「ﾒｯ
ｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

-

前景色 $000000 前景のRGB色

表題文 “Night Light\0” (常夜灯) -

表5-11. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_LABEL

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 38 要素形式に依存

計器盤ID $0000 光感知器計器盤のID

要素ID $0003 この表題要素の固有ID

Z-指標

$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されな
ければならないため、$FFFFFFFFFFFFとして送
信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 5 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 230 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 80 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 25 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $00 ELEMENT_TYPE_LABEL

ﾌｫﾝﾄの大きさ 14 -

属性 $01 太字体=ON、斜体=OFF

水平整列 0 左

垂直整列 1 中央

背景透過率 0 -

背景色 背景のRGB色

前景色透過率
255 (各$FF文字は$FFFFとして送信されなけれ
ばならないため、$FFFFとして送信されます。「ﾒｯ
ｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

-

前景色 $000000 前景のRGB色

表題文 “LED Control\0” (LED制御) -
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(ﾃﾞｰﾀの)流れは光感知器ﾃﾞｰﾀを受け取るように構成設定することが必要です。

表5-12. MSG_CONF_STREAM

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $20 -

ﾃﾞｰﾀ長 18 -

ID $0001 光感知器ﾃﾞｰﾀの流れのID

形式 12 流れ形式flot

動作形態 2 目的対象から外へ

状態 0 流れ状態ON

表題 “Light sensor\0” (光感知器) ﾃﾞｰﾀの流れの表題

それと光感知器ﾃﾞｰﾀを示すための進捗ﾊﾞｰ(Progress bar)が追加されます。

表5-13. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_PROGRESS

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 29 要素形式に依存

計器盤ID $0000 光感知器計器盤のID

要素ID $0004 この進捗ﾊﾞｰ要素の固有ID

Z-指標 0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 140 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 60 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 145 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 25 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $03 ELEMENT_TYPE_PROGRESS

最小値 0 -

最大値 4 -

初期値 0 -

色 $008000 進捗ﾊﾞｰのRGB色

結局、光感知器ﾃﾞｰﾀの流れが進捗ﾊﾞｰ(Progress bar)に接続されます。

表5-14. MSG_CONF_ADD_STREAM_TO_ELEMENT

領域 説明値

ﾒｯｾｰｼﾞID $2C -

ﾃﾞｰﾀ長 6 -

計器盤ID $0000 光感知器計器盤のID

要素ID $0004 進捗ﾊﾞｰ要素のID

流れID $0001 光感知器ﾃﾞｰﾀの流れのID

次に、図表(Graph)要素が計器盤に追加されます。

表5-15. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_GRAPH

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 53 要素形式に依存

計器盤ID $0000 光感知器計器盤のID

要素ID $0007 この図表要素の固有ID

表題色 表題のRGB色
$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されな
ければならないため、$FFFFFFFFFFFFとして送
信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

次頁へ続く
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表5-15 (続き). MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_GRAPH

領域 説明値

背景色 $000000 図表枠のRGB色

図表背景色 $000000 図表のRGB色

表題文 “Light level\0” (光ﾚﾍﾞﾙ) -

作図数 1 -

X最小 0 -

X最大 10 -

Y最小 0 -

Y最大 5 -

動作形態 $00 ﾏｳｽ作用=OFF。描画部右端に図表を合わせる=OFF。

そして光感知器ﾃﾞｰﾀの流れは図表(Graph)要素に接続されます。

表5-16. MSG_CONF_ADD_STREAM_TO_ELEMENT

領域 説明値

ﾒｯｾｰｼﾞID $2C -

ﾃﾞｰﾀ長 6 -

計器盤ID $0000 光感知器計器盤のID

要素ID $0007 図表要素のID

流れID $0001 光感知器ﾃﾞｰﾀの流れのID

夜間動作を合図するために分離した(ﾃﾞｰﾀの)流れが構成設定されます。

表5-17. MSG_CONF_STREAM

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $20 -

ﾃﾞｰﾀ長 16 -

ID $0029 夜間動作ﾃﾞｰﾀの流れのID

形式 2 流れ形式uint_8

動作形態 2 目的対象から外へ

状態 0 流れ状態ON

表題 “Night Mode\0” (夜間動作) ﾃﾞｰﾀの流れの表題

夜間動作合図のために計器盤へ信号(Signal)要素が追加されます。

表5-18. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_SIGNAL

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 22 要素形式に依存

計器盤ID $0000 光感知器計器盤のID

要素ID $0005 この信号要素の固有ID

Z-指標 0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 140 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 100 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 25 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 25 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $04 ELEMENT_TYPE_SIGNAL

ON透過率
255 (各$FF文字は$FFFFとして送信されなけれ
ばならないため、$FFFFとして送信されます。「ﾒｯ
ｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

-

ON色 $008000 ON状態用RGB色

次頁へ続く
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表5-18 (続き). MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_SIGNAL

領域 説明値

OFF透過率
255 (各$FF文字は$FFFFとして送信されなけれ
ばならないため、$FFFFとして送信されます。「ﾒｯ
ｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

-

OFF色 $000000 OFF状態用RGB色

そして光感知器ﾃﾞｰﾀの流れは信号(Signal)要素に接続されます。

表5-19. MSG_CONF_ADD_STREAM_TO_ELEMENT

領域 説明値

ﾒｯｾｰｼﾞID $2C -

ﾃﾞｰﾀ長 6 -

計器盤ID $0000 光感知器計器盤のID

要素ID $0005 信号要素のID

流れID $0029 夜間動作ﾃﾞｰﾀの流れのID

次に、目的対象へ釦(Button)状態を転送するために(目的対象へ)やって来る(ﾃﾞｰﾀの)流れが構成設定されます。

表5-20. MSG_CONF_STREAM

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $20 -

ﾃﾞｰﾀ長 16 -

ID $0030 釦(ﾃﾞｰﾀの)流れのID

形式 2 流れ形式uint_8

動作形態 0 目的対象へ

状態 0 流れ状態ON

表題 “LED Toggle\0” (LED交互切り替え) ﾃﾞｰﾀの流れの表題

目的対象LEDを交互切り替えするために計器盤へ釦(Button)が追加されます。

表5-21. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_BUTTON

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 26 要素形式に依存

計器盤ID $0000 光感知器計器盤のID

要素ID $0006 この釦要素の固有ID

Z-指標 0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 110 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 230 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 75 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 50 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $01 ELEMENT_TYPE_BUTTON

ﾌｫﾝﾄの大きさ 10 -

釦の文章 “LED Toggle\0” (LED交互切り替え) -

交互切り替え釦 $00=標準釦、$01=交互切り替え釦 標準釦
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そして釦の流れが釦(Botton)要素に接続されます。

表5-22. MSG_CONF_ADD_STREAM_TO_ELEMENT

領域 説明値

ﾒｯｾｰｼﾞID $2C -

ﾃﾞｰﾀ長 6 -

計器盤ID $0000 光感知器計器盤のID

要素ID $0006 釦要素のID

流れID $0030 釦(ﾃﾞｰﾀの)流れのID

5.2.2.4.5. 制御計器盤

ADP例はADCを制御するように計器盤を構成設定します。制御計器盤(Control Dashboard)は下の複写画面のような何かを見るで
しょう。

通知: 複写画面の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

制御計器盤は下表で詳述されるﾒｯｾｰｼﾞによって構成設定されます。

最初に、次のように計器盤自身が構成設定されます。

表5-23. MSG_CONF_DASHBOARD

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2A -

ﾃﾞｰﾀ長 25 -

ID $0001 計器盤ID

表題 “Control Dashboard\0” (制御計器盤) 計器盤表題

背景色
$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されなければならないため、$FFFFFF 
FFFFFFとして送信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

計器盤の背景色

高さ 150 計器盤の(ﾋﾟｸｾﾙでの)高さ

次に、計器盤に少数の表題(Label)要素が追加されます。

表5-24. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_LABEL

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 45 -

計器盤ID $0001 制御計器盤のID

要素ID $0008 この表題要素の固有ID

Z-指標 0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 5 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 20 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 128 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 25 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $00 ELEMENT_TYPE_LABEL

ﾌｫﾝﾄの大きさ 14 -

属性 $01 太字体=ON、斜体=OFF

水平整列 0 左

垂直整列 1 中央

次頁へ続く
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表5-24 (続き). MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_LABEL

領域 説明値

$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されな
ければならないため、$FFFFFFFFFFFFとして送
信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

背景透過率 0 -

背景色 背景のRGB色

前景色透過率
255 (各$FF文字は$FFFFとして送信されなけれ
ばならないため、$FFFFとして送信されます。「ﾒｯ
ｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

-

前景色 $000000 前景のRGB色

表題文 “Hysteresis Values\0” (ﾋｽﾃﾘｼｽ値) -

表5-25. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_LABEL

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 31 -

計器盤ID $0001 制御計器盤のID

要素ID $000A この表題要素の固有ID

Z-指標

$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されな
ければならないため、$FFFFFFFFFFFFとして送
信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 25 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 100 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 30 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 25 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $00 ELEMENT_TYPE_LABEL

ﾌｫﾝﾄの大きさ 14 -

属性 $02 太字体=OFF、斜体=ON

水平整列 0 左

垂直整列 1 中央

背景透過率 0 -

背景色 背景のRGB色

前景色透過率
255 (各$FF文字は$FFFFとして送信されなけれ
ばならないため、$FFFFとして送信されます。「ﾒｯ
ｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

-

前景色 $000000 前景のRGB色

表題文 “High\0” (高) -

表5-26. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_LABEL

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 30 -

計器盤ID $0001 制御計器盤のID

要素ID $0009 この表題要素の固有ID

Z-指標 0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 25 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 60 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 30 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 25 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $00 ELEMENT_TYPE_LABEL

次頁へ続く
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表5-26 (続き). MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_LABEL

領域 説明値

$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されな
ければならないため、$FFFFFFFFFFFFとして送
信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

ﾌｫﾝﾄの大きさ 14 -

属性 $02 太字体=OFF、斜体=ON

水平整列 0 左

垂直整列 1 中央

背景透過率 0 -

背景色 背景のRGB色

前景色透過率
255 (各$FF文字は$FFFFとして送信されなけれ
ばならないため、$FFFFとして送信されます。「ﾒｯ
ｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

-

前景色 $000000 前景のRGB色

表題文 “Low\0” (低) -

表5-27. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_LABEL

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 44 -

計器盤ID $0001 制御計器盤のID

要素ID $000B この表題要素の固有ID

Z-指標

$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されな
ければならないため、$FFFFFFFFFFFFとして送
信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 350 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 20 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 130 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 25 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $00 ELEMENT_TYPE_LABEL

ﾌｫﾝﾄの大きさ 14 -

属性 $01 太字体=ON、斜体=OFF

水平整列 0 左

垂直整列 1 中央

背景透過率 0 -

背景色 背景のRGB色

前景色透過率
255 (各$FF文字は$FFFFとして送信されなけれ
ばならないため、$FFFFとして送信されます。「ﾒｯ
ｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

-

前景色 $000000 前景のRGB色

表題文 “ADC Sample Value\0” (ADC採取値) -

次に、ﾋｽﾃﾘｼｽの高値を設定するために(ﾃﾞｰﾀの)流れが構成設定されます。

表5-28. MSG_CONF_STREAM

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $20 -

ﾃﾞｰﾀ長 16 -

ID $0010 ﾋｽﾃﾘｼｽ高値ﾃﾞｰﾀの流れのID

形式 4 流れ形式uint_16

動作形態 0 目的対象へ

次頁へ続く
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表5-28 (続き). MSG_CONF_STREAM

領域 説明値

状態 0 流れ状態ON

表題 “Hyst. High\0” (ﾋｽﾃﾘｼｽ高) ﾃﾞｰﾀの流れの表題

表5-31. MSG_CONF_STREAM

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $20 -

ﾃﾞｰﾀ長 15 -

ID $0011 ﾋｽﾃﾘｼｽ低値ﾃﾞｰﾀの流れのID

形式 4 流れ形式uint_16

動作形態 0 目的対象へ

状態 0 流れ状態ON

表題 “Hyst. Low\0” (ﾋｽﾃﾘｼｽ低) ﾃﾞｰﾀの流れの表題

計器盤からﾋｽﾃﾘｼｽの高値を調整することができるように摺動子(Slider)が追加されます。

表5-29. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_SLIDER

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 26 -

計器盤ID $0001 制御計器盤のID

要素ID $000D この摺動子要素の固有ID

Z-指標 0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 75 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 100 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 156 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 25 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $02 ELEMENT_TYPE_SLIDER

最小値 2500 -

最大値 4000 -

初期値 3000 -

そしてﾋｽﾃﾘｼｽ高値が摺動子(Slider)要素に接続されます。

表5-30. MSG_CONF_ADD_STREAM_TO_ELEMENT

領域 説明値

ﾒｯｾｰｼﾞID $2C -

ﾃﾞｰﾀ長 6 -

計器盤ID $0001 制御計器盤のID

要素ID $000D ﾋｽﾃﾘｼｽ高摺動子要素のID

流れID $0010 ﾋｽﾃﾘｼｽ高ﾃﾞｰﾀの流れのID

ﾋｽﾃﾘｼｽ低値用の(ﾃﾞｰﾀの)流れが作成され、上のﾋｽﾃﾘｼｽ高値用と同じ方法で摺動子(Slider)要素に追加されます。

表5-32. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_SLIDER

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 26 -

計器盤ID $0001 制御計器盤のID

要素ID $000C この摺動子要素の固有ID

次頁へ続く
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表5-32 (続き). MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_SLIDER

領域 説明値

Z-指標 0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 75 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 60 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 156 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 25 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $02 ELEMENT_TYPE_SLIDER

最小値 1000 -

最大値 2400 -

初期値 2000 -

表5-33. MSG_CONF_ADD_STREAM_TO_ELEMENT

領域 説明値

ﾒｯｾｰｼﾞID $2C -

ﾃﾞｰﾀ長 6 -

計器盤ID $0001 制御計器盤のID

要素ID $000C ﾋｽﾃﾘｼｽ低摺動子要素のID

流れID $0011 ﾋｽﾃﾘｼｽ低ﾃﾞｰﾀの流れのID

ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器(Segment display)へ供給される光感知器ADC値用の分離した(ﾃﾞｰﾀの)流れが構成設定されます。

表5-34. MSG_CONF_STREAM

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $20 -

ﾃﾞｰﾀ長 22 -

ID $0002 ADC値ﾃﾞｰﾀの流れのID

形式 4 流れ形式uint_16

動作形態 2 目的対象から外へ

状態 0 流れ状態ON

表題 “Light Sensor ADC\0” (光感知器ADC) ﾃﾞｰﾀの流れの表題

次に、4つの桁を持つｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器(Segment display)が計器盤に追加されます。

表5-35. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_SEGMENT

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 20 -

計器盤ID $0001 制御計器盤のID

要素ID $000D このｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器要素の固有ID

Z-指標 0 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 500 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 20 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 150 要素の幅 (ﾋﾟｸｾﾙ)

高さ 50 要素の高さ (ﾋﾟｸｾﾙ)

要素形式 $05 ELEMENT_TYPE_SEGMENT

数 4 4桁

基数 10 普通の10進数

透過率
$FF (各$FF文字は$FFFFとして送信されなけれ
ばならないため、$FFFFとして送信されます。「ﾒｯ
ｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

0～255

次頁へ続く
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表5-35 (続き). MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT,ELEMENT_TYPE_SEGMENT

領域 説明値

色 表示器のRGB色
$FF0000 (各$FF文字は$FFFFとして送信されな
ければならないため、$FFFF0000として送信され
ます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

そしてADC採取値の(ﾃﾞｰﾀの)流れがｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器(Segment display)に接続されます。

表5-36. MSG_CONF_ADD_STREAM_TO_ELEMENT

領域 説明値

ﾒｯｾｰｼﾞID $2C -

ﾃﾞｰﾀ長 6 -

計器盤ID $0001 制御計器盤のID

要素ID $000D ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器要素のID

流れID $0002 ADC採取ﾃﾞｰﾀの流れのID

5.2.2.4.6. 端末

ADP例は下の複写画面のような何かを見る端末単位部を構成設定します。

通知: 複写画面の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

端末単位部は下表で詳述されるﾒｯｾｰｼﾞによって構成設定されます。

最初に、(ﾃﾞｰﾀの)流れが端末ﾃﾞｰﾀをﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ送るように構成設定されます。

表5-37. MSG_CONF_STREAM

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $20 -

ﾃﾞｰﾀ長 21 -

ID $0000 端末ﾃﾞｰﾀの流れのID

形式 2 流れ形式uint_8

動作形態 2 出て行くﾃﾞｰﾀの流れ(目的対象から外へ)

状態 0 流れ状態ON

表題 “Status messages\0” (状態ﾒｯｾｰｼﾞ) ﾃﾞｰﾀの流れの表題

次に、端末自身が構成設定されます。

表5-38. MSG_CONF_TERMINAL

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $26 -

ﾃﾞｰﾀ長 26 -

ID $0000 端末のID

表題 “Status terminal\0” (状態端末) 端末の表題

幅 80 文字数での幅

高さ 50 行数での高さ

次頁へ続く



Data Visualizer

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40001903B - 103頁

表5-38 (続き). MSG_CONF_TERMINAL

領域 説明値

背景色
$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されな
ければならないため、$FFFFFFFFFFFFとして送
信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

RGB背景色

前景色 $008000 RGB前景色

最後に、ﾃﾞｰﾀの流れが端末単位部に接続されます。

表5-39. MSG_CONF_ADD_TERMINAL

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $27 -

ﾃﾞｰﾀ長 27 -

端末ID $0000 端末のID

流れID $0000 (ﾃﾞｰﾀの)流れID

動作形態
$FF (各$FF文字は$FFFFとして送信されなけれ
ばならないため、$FFFFとして送信されます。「ﾒｯ
ｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

やって来る文章で暗黙の改行=ON

文章色 $000000 受信した文章の流れのRGB色

標識文章 “Status messages\0” (状態ﾒｯｾｰｼﾞ) -

標識文章色 $000000 標識文章のRGB色

5.2.2.4.7. ﾃﾞｰﾀ送信

端末単位部と2つの計器盤が前の部分で記述されるように構成設定されてしまうと、ADP例は構成設定した流れに従って継続的にﾎ
ｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへﾃﾞｰﾀを送り、ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀからﾃﾞｰﾀを受け取ります。下はATSAMD21目的対象からﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ送られるﾃﾞｰﾀ ﾒｯ
ｾｰｼﾞの例です。

表5-40. 光感知器ADCﾃﾞｰﾀの流れ

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $40 -

ﾃﾞｰﾀ長 6 -

ﾃﾞｰﾀ流れ数 1 -

流れID $0002 ADC値ﾃﾞｰﾀの流れのID

ﾊﾞｲﾄ数 2 ﾃﾞｰﾀ流れからのﾊﾞｲﾄ数

流れXﾃﾞｰﾀ採取 634 ($027A) ﾃﾞｰﾀ流れのﾃﾞｰﾀ (uint_16)

表5-41. 夜間動作ﾃﾞｰﾀの流れ

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $40 -

ﾃﾞｰﾀ長 5 -

ﾃﾞｰﾀ流れ数 1 -

流れID $0029 夜間動作ﾃﾞｰﾀの流れのID

ﾊﾞｲﾄ数 1 ﾃﾞｰﾀ流れからのﾊﾞｲﾄ数

流れXﾃﾞｰﾀ採取 $01 (明るい光、日中動作) ﾃﾞｰﾀ流れのﾃﾞｰﾀ (uint_8)

夜間動作が変わると、例は別のMSG_CONG_TERMINALを送ることによって端末単位部の背景色も変えます。

表5-42. 端末背景色を白に更新するためのMSG_CONF_TERMINAL

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $26 -

ﾃﾞｰﾀ長 26 -

次頁へ続く
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表5-42 (続き). 端末背景色を白に更新するためのMSG_CONF_TERMINAL

領域 説明値

ID $0000 端末のID

表題 “Status terminal\0” (状態端末) 端末の表題

幅 80 文字数での幅

高さ 50 行数での高さ

背景色 RGB背景色

前景色 $008000 RGB前景色

$FFFFFF (各$FF文字は$FFFFとして送信されな
ければならないため、$FFFFFFFFFFFFとして送
信されます。「ﾒｯｾｰｼﾞ形式」をご覧ください。)

表5-43. 状態ﾒｯｾｰｼﾞの流れ

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $40 -

ﾃﾞｰﾀ長 44 -

ﾃﾞｰﾀ流れ数 1 -

流れID $0000 状態ﾒｯｾｰｼﾞ ﾃﾞｰﾀの流れのID

ﾊﾞｲﾄ数 40 ﾃﾞｰﾀ流れからのﾊﾞｲﾄ数

流れXﾃﾞｰﾀ採取

“It's bright again... Entered day mode!\r\n”(再び明るくなり、日中動作移行)
{$49, $74, $27, $73, $20, $62, $72, $69, $67, $68, $74, $20, $61, $67, $61,

$69, $6E, $2E, $2E, $2E, $20, $45, $6E, $74, $65, $72, $65, $64, $20,
$64, $61, $79, $20, $6D, $6F, $64, $65, $21, $0D, $0A}

ﾃﾞｰﾀ流れのﾃﾞｰﾀ (uint_8)

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀから目的対象への様々なﾃﾞｰﾀの流れ用ﾃﾞｰﾀ ﾒｯｾｰｼﾞの例は下表で見つけることができます。

表5-44. ﾋｽﾃﾘｼｽ低値流れﾃﾞｰﾀ ﾒｯｾｰｼﾞ

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $14 MSG_RES_DATA

ﾃﾞｰﾀ長 5 -

流れID $0011 ﾋｽﾃﾘｼｽ低値ﾃﾞｰﾀの流れのID

送出ﾊﾞｲﾄ数 2 ﾃﾞｰﾀ本体内のﾊﾞｲﾄ数

ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｲﾄ $07C6 ﾃﾞｰﾀ (uint_16)

表5-45. ﾋｽﾃﾘｼｽ高値流れﾃﾞｰﾀ ﾒｯｾｰｼﾞ

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $14 MSG_RES_DATA

ﾃﾞｰﾀ長 5 -

流れID $0002 ﾋｽﾃﾘｼｽ高値ﾃﾞｰﾀの流れのID

送出ﾊﾞｲﾄ数 2 ﾃﾞｰﾀ本体内のﾊﾞｲﾄ数

ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｲﾄ $0BB7 ﾃﾞｰﾀ (uint_16)

表5-46. ﾋｽﾃﾘｼｽ高値流れﾃﾞｰﾀ ﾒｯｾｰｼﾞ

領域 説明値

通票 $FF -

ﾒｯｾｰｼﾞID $14 MSG_RES_DATA

ﾃﾞｰﾀ長 4 -

流れID $0030 LED交互切り替えﾃﾞｰﾀの流れのID

送出ﾊﾞｲﾄ数 1 ﾃﾞｰﾀ本体内のﾊﾞｲﾄ数

ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｲﾄ $00 ﾃﾞｰﾀ (uint_8)
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5.2.3. ﾒｯｾｰｼﾞの流れ

目的対象はｼｽﾃﾑに於ける主装置、一方でﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀは従装置です。目的対象が通信を始め、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀが応答します。けれど
も、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀはﾃﾞｰﾀがｺﾝﾋﾟｭｰﾀで生成されると直ぐにﾃﾞｰﾀを目的対象MCUへ送信します。

目的対象とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ間で何かのﾃﾞｰﾀが交換され得るのに先立ち、ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ ﾒｯｾｰｼﾞを使って接続が確立されなければなりません。

5.2.4. ﾒｯｾｰｼﾞ形式

ADP規約は通信の両方向と全てのﾒｯｾｰｼﾞ型に対して共通ﾒｯｾｰｼﾞ形式を使います。

表5-47. ADPﾒｯｾｰｼﾞ形式

領域 値大きさ 説明

通票 1ﾊﾞｲﾄ $FF ADPﾃﾞｰﾀ用開始通票

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $00～$FE 送られるﾒｯｾｰｼﾞの型を識別

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF ﾃﾞｰﾀ ﾊﾟｹｯﾄの長さ(ﾊﾞｲﾄ数)

ﾃﾞｰﾀ Nﾊﾞｲﾄ ～ ﾒｯｾｰｼﾞのﾃﾞｰﾀ内容

通票

$FF以外の値($FFは有効なﾒｯｾｰｼﾞIDではありません。)が後続する$FFがﾒｯｾｰｼﾞの開始を示すのに使われます。これは各ﾒｯｾｰｼﾞ
間で$FFが送られなければならないことを意味します。

ﾃﾞｰﾀまたはﾃﾞｰﾀ長の一部として$FFの値が送信される場合、それの後に新しい$FFが挿入されるべきです。ﾒｯｾｰｼﾞ受信時、2つの
$FFは単一の$FFとして復号されるべきです。この余分な$FFﾊﾞｲﾄはﾃﾞｰﾀ長領域に寄与しません。例えば、$FFFFFFの値を持つ色
領域は$FFFFFFFFFFFFとして送信されなければなりませんが、ﾃﾞｰﾀ長には3ﾊﾞｲﾄが寄与するだけです。

$FFの値はﾒｯｾｰｼﾞIDとして使うことが許されません。SPI上のﾃﾞｰﾀに対するﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ時、予期せぬ命令を起動しないように偽装文字と
して$FF通票が使われなければなりません。

ｴﾝﾃﾞｨｱﾝ

全てのﾒｯｾｰｼﾞ ﾃﾞｰﾀはﾘﾄﾙ ｴﾝﾃﾞｨｱﾝを使って順番化されます。

5.2.5. ﾒｯｾｰｼﾞ型

要求ﾒｯｾｰｼﾞ、構成設定ﾒｯｾｰｼﾞ、ﾃﾞｰﾀ ﾒｯｾｰｼﾞの3つの主なﾒｯｾｰｼﾞ型があります。

5.2.5.1. 要求ﾒｯｾｰｼﾞ

要求ﾒｯｾｰｼﾞはﾎｽﾄ PCからの情報/状態を要求するために目的対象によって使われます。これらのﾒｯｾｰｼﾞは初めにMSG_REQを付
けられます。PCは常に初めにMSG_RESを付けた対応する応用ﾒｯｾｰｼﾞで応答すべきです。

表5-48. 要求ﾒｯｾｰｼﾞと応答

ﾒｯｾｰｼﾞ型 説明ID

MSG_REQ_HANDSHAKE $00 ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ要求

MSG_RES_HANDSHAKE $10 ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸに対する応答

MSG_REQ_STATUS $02 PCからの状態を要求

MSG_RES_STATUS $12 状態に対する応答

MSG_RES_DATA $14 PCから目的対象への生ﾃﾞｰﾀ

5.2.5.2. 構成設定ﾒｯｾｰｼﾞ

PCへ構成設定を送るために目的対象によって使われます。これらのﾒｯｾｰｼﾞは初めにMSG_CONFを付けられます。PCは応答ﾒｯｾｰ
ｼﾞ(MSG_ACK)でこれらのﾒｯｾｰｼﾞに応答すべきです。

表5-49. 構成設定ﾒｯｾｰｼﾞ、目的対象からPCへ

ﾒｯｾｰｼﾞ型 説明ID

MSG_CONF_STREAM $20 新しいﾃﾞｰﾀの流れを作成

(予約) $21 (将来の使用のため予約)

MSG_CONF_GRAPH $22 新しい図表作成または既存のものを再構成設定

MSG_CONF_ADD_STREAM_TO_AXIS $23 ﾃﾞｰﾀの流れを図表の軸に追加

MSG_CONF_CURSOR_TO_GRAPH $24 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｶｰｿﾙを図表に追加

(予約) $25 (将来の使用のため予約)

MSG_CONF_TERMINAL $26 新しい端末作成または既存のものを再構成設定

MSG_CONF_ADD_TO_TERMINAL $27 ﾃﾞｰﾀの流れを端末に追加

次頁へ続く
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表5-49 (続き). 構成設定ﾒｯｾｰｼﾞ、目的対象からPCへ

ﾒｯｾｰｼﾞ型 説明ID

MSG_CONF_INFO $28 応用についての情報

MSG_CONF_AXIS $29 新しい軸を作成または既存のものを再構成設定

MSG_CONF_DASHBOARD $2A 計器盤容器を追加

MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT $2B 計器盤容器に要素を追加

MSG_CONF_ADD_STREAM_TO_ELEMENT $2C 構成設定済みﾃﾞｰﾀの流れを構成設定済み計器盤要素を結合

表5-50. 構成設定ﾒｯｾｰｼﾞ、PCから目的対象へ

ﾒｯｾｰｼﾞ型 説明ID

MSG_CONF_ACK $30 最後に受信した構成設定ﾒｯｾｰｼﾞの状態

5.2.5.3. ﾃﾞｰﾀ ﾒｯｾｰｼﾞ

PCへﾃﾞｰﾀを送るために目的対象によって使われます。初めにMSG_DATAを付けられます。これらのﾒｯｾｰｼﾞもまた応答されるべきで
はありません。

表5-51. ﾃﾞｰﾀ ﾒｯｾｰｼﾞ

ﾒｯｾｰｼﾞ型 説明ID

MSG_DATA_STREAM $40 1つ以上のﾃﾞｰﾀの流れからﾃﾞｰﾀを送出

5.2.5.4. 要求ﾒｯｾｰｼﾞ詳細

5.2.5.4.1. MSG_REQ_HANDSHAKE

目的対象とPC間でどんなﾃﾞｰﾀも交換し得るのに先立ってﾊﾝﾄﾞｼｪｰｯｸ ﾒｯｾｰｼﾞを使って接続が確立されなければなりません。

重要: 自動検出中にﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)によってﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ ﾒｯｾｰｼﾞが検出されるのを確実にするため、ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ 
ﾒｯｾｰｼﾞは秒毎に最低2度送られるべきです。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $00 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 10 -

規約版番号 1ﾊﾞｲﾄ $01～$FF 目的対象上の規約の版番号

任意選択 1ﾊﾞｲﾄ $xx (将来の使用のため予約)

通票 8ﾊﾞｲﾄ
{$58, $99, $AB, $C9, $0F,

$E2, $F7, $AA}
ADP規約を確認するのに使われる通票

5.2.5.4.2. MSG_RES_HANDSHAKE

PCは目的対象からのﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ要求にこのﾊﾟｹｯﾄで応答すべきです。PCは常に目的対象のﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ要求ﾒｯｾｰｼﾞで宣言された規
約版を使って目的対象と通信すべきです。PCが或る理由のためにこれを行うことができない場合、ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ要求は拒否されなけれ
ばなりません。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $10 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 1 -

ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ状態 1ﾊﾞｲﾄ
$00: ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ受け入れ
$01: ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ拒否、無効規約版
$02: ﾊﾝﾄﾞｼｪｰｸ拒否、他の理由

-

5.2.5.4.3. MSG_REQ_STATUS

PCからの状態を要求するために目的対象によって使われるﾒｯｾｰｼﾞ。これは新しい構成設定ﾒｯｾｰｼﾞが送られる毎に状態を問うこと
は最良の慣行です。生ﾃﾞｰﾀを送出すると同時に時折、状態を問うことは最良の慣行です。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $02 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 0 -

このﾒｯｾｰｼﾞはﾃﾞｰﾀ領域を持ちません。



Data Visualizer

© 2017 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS40001903B - 107頁

5.2.5.4.4. MSG_RES_STATUS

PCから目的対象への状態ﾒｯｾｰｼﾞ。一旦状態が目的対象から要求されてこのﾊﾟｹｯﾄが送られると、全ての状態ﾌﾗｸﾞがPC上で解消さ
れるべきです。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $12 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 2 -

状態符号 1ﾊﾞｲﾄ $0000 (将来の使用のため予約)

5.2.5.4.5. MSG_RES_DATA

PCから目的対象へのﾃﾞｰﾀ ﾊﾟｹｯﾄ。このﾒｯｾｰｼﾞはPCから非同期的に(即ち、目的対象がそれを要求していなくても)来得ます。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $14 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 3+ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｲﾄ数 -

流れID 2ﾊﾞｲﾄ $xxxx (ﾃﾞｰﾀの)流れのID

送出ﾊﾞｲﾄ 1ﾊﾞｲﾄ $xx

ﾃﾞｰﾀ本体のﾊﾞｲﾄ数。目的対象が未知のﾃﾞｰﾀの流れからの要求
されたﾃﾞｰﾀしか持たない場合、またはﾃﾞｰﾀの流れが送るﾃﾞｰﾀを
持たない場合、この領域は0に設定されるべきで、適切な状態ﾌﾗ
ｸﾞが設定されるべきです。

ﾃﾞｰﾀ ﾊﾞｲﾄ Nﾊﾞｲﾄ ～ ﾃﾞｰﾀ

5.2.5.5. 構成設定ﾒｯｾｰｼﾞ詳細

5.2.5.5.1. MSG_CONF_STREAM

新しいﾃﾞｰﾀの流れを作成するのに使われます。流れの形式は事象、文章、ﾃﾞｰﾀのどれかで有り得ます。各流れは固有のIDを与えら
れなければなりません。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $20 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 5+表題長(N)+ﾊﾟﾗﾒｰﾀ長(M) -

ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF (ﾃﾞｰﾀの)流れのID

型 1ﾊﾞｲﾄ STREAM_DATA_TYPE 流れ形式

動作形態 1ﾊﾞｲﾄ
0=やって来る(標準)
1=やって来る(単一値)
2=出て行く

流れ動作形態/方向、方向は目的対象から見て定義されます。

状態 1ﾊﾞｲﾄ 0=ON、1=OFF 流れの状態

表題 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列 ﾃﾞｰﾀの流れの表題

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Mﾊﾞｲﾄ ﾊﾞｲﾄ配列 流れ形式を指定するﾊﾟﾗﾒｰﾀ

XYﾃﾞｰﾀ型はXとYの座標の組み合わせです。形式がXY_8なら、ﾃﾞｰﾀは1ﾊﾞｲﾄのX座標と1ﾊﾞｲﾄのY座標を含みます。XY_16に対して
ﾃﾞｰﾀは2ﾊﾞｲﾄのX座標と2ﾊﾞｲﾄのY座標を含み、XY_32の各座標は4ﾊﾞｲﾄ長です。

表5-52. STREAM_DATA_TYPE

7

形式符号 ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｰﾀ型 ﾃﾞｰﾀの大きさ 形式符号 ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｰﾀ型 ﾃﾞｰﾀの大きさ

0 EVENT なし 0ﾊﾞｲﾄ 8 XY_8 なし 2ﾊﾞｲﾄ

1 STRING なし Nﾊﾞｲﾄ 9 XY_16 なし 4ﾊﾞｲﾄ

2 UINT_8 なし 1ﾊﾞｲﾄ 10 XY_32 なし 8ﾊﾞｲﾄ

3 INT_8 なし 1ﾊﾞｲﾄ 11 BOOL なし 1ﾊﾞｲﾄ

4 UINT_16 なし 2ﾊﾞｲﾄ 12 Float なし 4ﾊﾞｲﾄ

5 INT_16 なし 2ﾊﾞｲﾄ 13 Double なし 8ﾊﾞｲﾄ

6 UINT_32 なし 4ﾊﾞｲﾄ
20 Grid(格子)

基準ﾃﾞｰﾀ型(1ﾊﾞｲﾄ、例えば、
UINT_32に対しては6)

格子の幅(1ﾊﾞｲﾄ)、格子の深さ(1ﾊﾞｲﾄ)

基準ﾃﾞｰﾀ型
×幅×深さ

の大きさ
INT_32 なし 4ﾊﾞｲﾄ
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5.2.5.5.2. MSG_CONF_GRAPH

新規作成、または既存の図表表示部の再構成設定に使われます。図表表示部は固有IDを必要とします。範囲、表題、背景色用の
値を設定することもできます。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $22 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 23+表題長(N)+X表題長(M) -

ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF (新しい)図表のID

表題 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列 図表の表題

X最小 4ﾊﾞｲﾄ - X範囲最小値

X最大 4ﾊﾞｲﾄ - X範囲最大値

X表題 Mﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列 Xの表題

X尺度分子 4ﾊﾞｲﾄ - X範囲尺度値。自動範囲を許可するには0に設定してください。

X尺度分母 4ﾊﾞｲﾄ - X範囲尺度値。自動範囲を許可するには0に設定してください。

尺度調整動作 1ﾊﾞｲﾄ 0=尺度調整OFF、1=自動調整 垂直尺度調整

背景色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB RGB背景色

ｽｸﾛｰﾙ動作 1ﾊﾞｲﾄ
0=ｽｸﾛｰﾙなし、1=段階

2=ｽｸﾛｰﾙ、3=円形/掃引
水平ｽｸﾛｰﾙ

5.2.5.5.3. MSG_CONF_ADD_STREAM_TO_AXIS

指定した図表表示部に(ﾃﾞｰﾀの)流れを追加するのに使われます。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $23 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 32 -

図表ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 図表のID

軸ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 軸のID

流れID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF (ﾃﾞｰﾀの)流れのID

採取速度分子 4ﾊﾞｲﾄ - 流れの採取速度。不適用の場合は0に設定してください。

採取速度分母 4ﾊﾞｲﾄ - 流れの採取速度。不適用の場合は0に設定してください。

Y尺度分子 4ﾊﾞｲﾄ - Y範囲尺度値。自動範囲を許可するには0に設定してください。

Y尺度分母 4ﾊﾞｲﾄ - Y範囲尺度値。自動範囲を許可するには0に設定してください。

Y変位 4ﾊﾞｲﾄ - 値の変位(ｵﾌｾｯﾄ)

透過率 1ﾊﾞｲﾄ 0～255 透過率を調整

動作形態 1ﾊﾞｲﾄ
図表用: ﾋﾞｯﾄ0=線ON/OFF
 ﾋﾞｯﾄ1=点ON/OFF
文章用: 0=ﾌﾗｸﾞ、1=文章

-

太さ 1ﾊﾞｲﾄ 0～255 線の太さ

色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 線のRGB色

5.2.5.5.4. MSG_CONF_CURSOR_TO_GRAPH

図表にﾊﾟﾗﾒｰﾀ ｶｰｿﾙを追加するのに使われます。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $24 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 35+表題長(N) -

流れID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF (ﾃﾞｰﾀの)流れのID

図表ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 図表のID

軸ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 軸のID

表題 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列 ｶｰｿﾙの表題

太さ 1ﾊﾞｲﾄ 0～255 線の太さ

色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB ｶｰｿﾙのRGB色

次頁へ続く
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領域 値大きさ 説明

初期値 4ﾊﾞｲﾄ - ｶｰｿﾙの開始点

最小 4ﾊﾞｲﾄ - 許容最小値

最大 4ﾊﾞｲﾄ - 許容最大値

尺度分子 4ﾊﾞｲﾄ - 尺度調整値の分子

尺度分母 4ﾊﾞｲﾄ - 尺度調整値の分母

尺度変位 4ﾊﾞｲﾄ - 尺度調整値の変位(ｵﾌｾｯﾄ)

様式 1ﾊﾞｲﾄ $xx (将来の使用のため予約)

5.2.5.5.5. MSG_CONF_TERMINAL

新規作成、または既存の端末の再構成設定に使われます。端末は固有IDを必要とします。表題と背景色用の値も設定しなければな
りません。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $26 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 10+表題長(N) -

ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 端末のID

表題 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列 端末の表題

幅 1ﾊﾞｲﾄ 0～255 幅の文字数

高さ 1ﾊﾞｲﾄ 0～255 高さの行数

背景色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB RGB背景色

前景色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB RGB前景色

5.2.5.5.6. MSG_CONF_ADD_TO_TERMINAL

指定した端末に(ﾃﾞｰﾀの)流れを追加するのに使われます。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $27 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 11+標識長(N) -

端末ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 端末のID

流れID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF (ﾃﾞｰﾀの)流れのID

動作形態 1ﾊﾞｲﾄ ‘xxxxnxxxx’ n=やって来る文章で暗黙の改行

文章色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 受信した流れの文章のRGB色

標識文章 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列 説明的な標識

標識文章色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 標識文章のRGB色

5.2.5.5.7. MSG_CONF_INFO

応用についての情報を送るのに使われます。例えば、例応用を説明する文章文字列。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $28 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 表題長(N)+説明長(M) -

表題 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列 応用の表題

説明 Mﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列 応用の短い説明

5.2.5.5.8. MSG_CONF_AXIS

新規作成、または図表表示部の既存の軸の再構成設定に使われます。軸は固有IDを必要とします。範囲、表題、軸色用の値も設定
しなければなりません。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $29 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 24+表題長(N) -

次頁へ続く
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領域 値大きさ 説明

軸ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF (新しい)軸のID

図表ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 軸を含む図表のID

表題 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列 軸の表題

Y最小 4ﾊﾞｲﾄ - Y範囲最小値

Y最大 4ﾊﾞｲﾄ - Y範囲最大値

Y尺度分子 4ﾊﾞｲﾄ - Y範囲尺度値。自動範囲を許可するには0に設定してください。

Y尺度分母 4ﾊﾞｲﾄ - Y範囲尺度値。自動範囲を許可するには0に設定してください。

尺度動作 1ﾊﾞｲﾄ 0=尺度調整OFF、1=自動調整 垂直尺度調整

軸色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 軸のRGB色

5.2.5.5.9. MSG_CONF_DASHBOARD

計器盤の要素を配置することができる計器盤容器を追加します。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $2A -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 7+表題長(N) -

ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 計器盤のID

表題 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列 計器盤の表題

背景色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 計器盤の背景色

高さ 2ﾊﾞｲﾄ - 計器盤の(ﾋﾟｸｾﾙでの)高さ

5.2.5.5.10. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENT

計器盤の要素を構成設定して指定した計器盤に追加します。下表は計器盤の全ての要素形式に対して共通する領域を示します。
要素形式に応じて追加領域が追加されなければなりません。以降をご覧ください。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $2B -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 14+要素特有長 要素形式に依存

計器盤ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 要素を追加する計器盤のID

要素ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 要素の固有ID

Z-指標 1ﾊﾞｲﾄ - 順番指標、0は背面から最も遠くに配置

X-座標 2ﾊﾞｲﾄ ﾋﾟｸｾﾙでの座標値 要素のX座標位置。0は計器盤の最左端位置

Y-座標 2ﾊﾞｲﾄ ﾋﾟｸｾﾙでの座標値 要素のY座標位置。0は計器盤の最上部位置

幅 2ﾊﾞｲﾄ ﾋﾟｸｾﾙでの幅 要素の幅

高さ 2ﾊﾞｲﾄ ﾋﾟｸｾﾙでの高さ 要素の高さ

要素形式 1ﾊﾞｲﾄ ELEMENT_TYPE 下の各要素形式をご覧ください。

5.2.5.5.10.1. ELEMENT_TYPE_LABEL

下表はELMENT_TYPE_LABEL特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀとMSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTﾒｯｾｰｼﾞ用追加領域を記述します。

表5-53. ELEMENT_TYPE_LABEL特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 値

ELEMENT_TYPE $00

ELEMENT_TYPE_LABEL使用時MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTの総ﾃﾞｰﾀ長 26+既定文章長(N)

表5-54. MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTへの追加ﾃﾞｰﾀ領域

領域 値大きさ 説明

ﾌｫﾝﾄの大きさ 1ﾊﾞｲﾄ 1～255 -

属性 1ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF -

水平整列 1ﾊﾞｲﾄ 0=左、1=中央、2=右 -

垂直整列 1ﾊﾞｲﾄ 0=上、1=中央、2=下 -

次頁へ続く
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表5-54 (続き). MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTへの追加ﾃﾞｰﾀ領域

領域 値大きさ 説明

背景透過率 1ﾊﾞｲﾄ 0～255 -

背景色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 背景のRGB色

前景透過率 1ﾊﾞｲﾄ 0～255 -

前景色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 前景のRGB色

表題文章 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列、最大100ﾊﾞｲﾄ -

例

下の画像は画像の右の表で与えられた対応するﾊﾟﾗﾒｰﾀを持つ2つの表題の例を示します。

通知: 要素の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

表5-55. 表題1と表題2

領域 表題2の値表題1の値

Z-指標 0 1

X-座標 30 90

Y-座標 30 70

幅 200 75

高さ 100 25

要素形式 $00 $00

ﾌｫﾝﾄの大きさ 16 12

属性 $01 $00

水平整列 0 1

垂直整列 0 1

背景透過率 255 100

背景色 $64FF64 $646464

前景透過率 255 255

前景色 $000000 $7C0000

表題文章 “Label1\0” “Label2\0”

(訳注) 原書の表5-55.と表5-56.は表5-55.に纏めました。

5.2.5.5.10.2. ELEMENT_TYPE_BUTTON

下表はELMENT_TYPE_BUTTON特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀとMSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTﾒｯｾｰｼﾞ用追加領域を記述します。

表5-57. ELEMENT_TYPE_BUTTON特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 値

ELEMENT_TYPE $01

ELEMENT_TYPE_BUTTON使用時MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTの総ﾃﾞｰﾀ長 16+釦文章長(N)

表5-58. ELEMENT_TYPE_BUTTON用MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTへの追加ﾃﾞｰﾀ領域

領域 値大きさ 説明

ﾌｫﾝﾄの大きさ 1ﾊﾞｲﾄ 0～255 -

釦文章 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列、最大20ﾊﾞｲﾄ -

交互切り替え釦 1ﾊﾞｲﾄ 0=標準釦、1=交互切り替え釦 -

例

次の画像は1つの標準釦と1つの交互切り替え釦の2つの釦の例を示します。例に対する要素ﾃﾞｰﾀ領域は画像の右の表で示されま
す。

通知: 要素の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。
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表5-59. 標準釦と交互切り替え釦

領域 切替釦の値標準釦の値

Z-指標 0 0

X-座標 30 30

Y-座標 30 70

幅 75 120

高さ 25 25

要素形式 $01 $01

ﾌｫﾝﾄの大きさ 12 12

釦文章 “Button\0” “ON/OFF\0”

交互切り替え釦 $00 $01

(訳注) 原書の表5-59.と表5-60.は表5-59.に纏めました。

5.2.5.5.10.3. ELEMENT_TYPE_SLIDER

下表はELMENT_TYPE_SLIDER特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀとMSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTﾒｯｾｰｼﾞ用追加領域を記述します。

表5-61. ELEMENT_TYPE_SLIDER特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 値

ELEMENT_TYPE $02

ELEMENT_TYPE_SLIDER使用時MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTの総ﾃﾞｰﾀ長 26

表5-62. ELEMENT_TYPE_SLIDER用MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTへの追加ﾃﾞｰﾀ領域

領域 値大きさ 説明

最小値 4ﾊﾞｲﾄ - -

最大値 4ﾊﾞｲﾄ - -

初期値 4ﾊﾞｲﾄ - -

例

下の画像は0～50の範囲と20の初期値を持つ摺動子要素の例を示します。対応する要素ﾃﾞｰﾀ領域は画像の右の表で与えられま
す。

通知: 要素の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

表5-63. 摺動子

領域 値

Z-指標 0

X-座標 20

Y-座標 20

幅 200

高さ 30

要素形式 $02

最小値 0

最大値 50

初期値 20
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5.2.5.5.10.4. ELEMENT_TYPE_PROGRESS

下表はELMENT_TYPE_PROGRESS特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀとMSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTﾒｯｾｰｼﾞ用追加領域を記述します。

表5-64. ELEMENT_TYPE_PROGRESS特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 値

ELEMENT_TYPE $03

ELEMENT_TYPE_PROGRESS使用時MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTの総ﾃﾞｰﾀ長 29

表5-65. ELEMENT_TYPE_PROGRESS用MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTへの追加ﾃﾞｰﾀ領域

領域 値大きさ 説明

最小値 4ﾊﾞｲﾄ - -

最大値 4ﾊﾞｲﾄ - -

初期値 4ﾊﾞｲﾄ - -

色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 進捗ﾊﾞｰのRGB色

例

下の画像は進捗ﾊﾞｰ要素の例を示します。対応する要素ﾃﾞｰﾀ領域は画像の右の表で与えられます。

通知: 要素の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

表5-66. 進捗ﾊﾞｰ

領域 値

Z-指標 0

X-座標 10

Y-座標 10

幅 100

高さ 30

要素形式 $03

最小値 0

最大値 100

初期値 50

色 $01D328

5.2.5.5.10.5. ELEMENT_TYPE_SIGNAL

下表はELMENT_TYPE_SIGNAL特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀとMSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTﾒｯｾｰｼﾞ用追加領域を記述します。

表5-67. ELEMENT_TYPE_SIGNAL特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 値

ELEMENT_TYPE $04

ELEMENT_TYPE_SIGNAL使用時MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTの総ﾃﾞｰﾀ長 22

表5-68. ELEMENT_TYPE_SIGNAL用MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTへの追加ﾃﾞｰﾀ領域

領域 値大きさ 説明

ON透過率 1ﾊﾞｲﾄ 0～255 -

ON色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB ON状態のRGB色

OFF透過率 1ﾊﾞｲﾄ 0～255 -

OFF色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB OFF状態のRGB色

例

次の画像は信号要素の例を示します。対応する要素ﾃﾞｰﾀ領域は画像の右の表で与えられます。
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通知: 要素の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

表5-69. 信号

領域 値

Z-指標 0

X-座標 20

Y-座標 20

幅 50

高さ 50

要素形式 $04

ON透過率 255

ON色 $00FF00

OFF透過率 255

OFF色 $FF0000

5.2.5.5.10.6. ELEMENT_TYPE_SEGMENT

下表はELMENT_TYPE_SEGMENT特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀとMSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTﾒｯｾｰｼﾞ用追加領域を記述します。

表5-70. ELEMENT_TYPE_SEGMENT特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 値

ELEMENT_TYPE $05

ELEMENT_TYPE_SEGMENT使用時MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTの総ﾃﾞｰﾀ長 20

表5-71. ELEMENT_TYPE_SEGMENT用MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTへの追加ﾃﾞｰﾀ領域

領域 値大きさ 説明

桁数 1ﾊﾞｲﾄ 1～20 表示器数(桁数)

基数 1ﾊﾞｲﾄ 2～16 基数

透過率 1ﾊﾞｲﾄ 0～255 -

色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 表示のRGB色

例

下の画像は2つの桁を持つｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器要素の例を示します。対応する要素ﾃﾞｰﾀ領域は画像の右の表で与えられます。

通知: 要素の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

表5-72. ｾｸﾞﾒﾝﾄ表示器

領域 値

Z-指標 0

X-座標 30

Y-座標 30

幅 174

高さ 150

要素形式 $05

桁数 2

基数 10

透過率 255

色 $FD0000
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5.2.5.5.10.7. ELEMENT_TYPE_GRAPH

下表はELMENT_TYPE_GRAPH特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀとMSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTﾒｯｾｰｼﾞ用追加領域を記述します。この要素は
目的対象からのﾃﾞｰﾀを可視化する図表を生成します。各作図に対して1つの入力(ﾃﾞｰﾀの)流れがあります。

表5-73. ELEMENT_TYPE_GRAPH特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 値

ELEMENT_TYPE $06

ELEMENT_TYPE_GRAPH使用時MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTの総ﾃﾞｰﾀ長 41+表題長(N)

表5-74. ELEMENT_TYPE_GRAPH用MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTへの追加ﾃﾞｰﾀ領域

領域 値大きさ 説明

表題色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 表題のRGB色

背景色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 図表枠のRGB色

図表背景色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 図表のRGB色

表題文章 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列、最大20ﾊﾞｲﾄ -

作図数 1ﾊﾞｲﾄ 1～10 作図の数

X最小 4ﾊﾞｲﾄ 浮動小数点、秒 <分>:<秒>形式に変換されます。

X最大 4ﾊﾞｲﾄ 浮動小数点、秒 <分>:<秒>形式に変換されます。

Y最小 4ﾊﾞｲﾄ 浮動小数点 -

Y最大 4ﾊﾞｲﾄ 浮動小数点 -

動作形態 1ﾊﾞｲﾄ
ﾋﾞｯﾄ0: ﾏｳｽ作用ON/OFF
ﾋﾞｯﾄ1: 下地右端に図表合致

-

例

下の画像は3つの作図入力を持つ図表要素の例を示します。対応する要素ﾃﾞｰﾀ領域は画像の右の表で示されます。

通知: 要素の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

表5-75. 図表

領域 値

Z-指標 0

X-座標 10

Y-座標 10

幅 500

高さ 250

要素形式 $06

表題色 $FFFFFF

背景色 $000000

図表背景色 $646464

表題文章 “Graph\0”

作図数 3

X最小 0

X最大 100

Y最小 0

Y最大 2.45

動作形態 $01
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5.2.5.5.10.8. ELEMENT_TYPE_NUMERICAL_INPUT

下表はELMENT_TYPE_NUMERICAL_INPUT特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀとMSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTﾒｯｾｰｼﾞ用追加領域を記述しま
す。この要素型はPCから目的対象へ数値を出力するのに使われます。要素は計器盤で編集可能です。

表5-76. ELEMENT_TYPE_NUMERICAL_INPUT特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 値

ELEMENT_TYPE $07

ELEMENT_TYPE_NUMERICAL_INPUT使用時MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTの総ﾃﾞｰﾀ長 26

表5-77. ELEMENT_TYPE_NUMERICAL_INPUT用MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTへの追加ﾃﾞｰﾀ領域

領域 値大きさ 説明

最小 4ﾊﾞｲﾄ 符号付き32ﾋﾞｯﾄ整数 -

最大 4ﾊﾞｲﾄ 符号付き32ﾋﾞｯﾄ整数 -

値 4ﾊﾞｲﾄ 符号付き32ﾋﾞｯﾄ整数 初期値

例

下の画像は-100～100の有効な値の範囲と30の初期値を持つ数値入力要素の例を示します。対応する要素ﾃﾞｰﾀ領域は画像の右
の表で示されます。

通知: 要素の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

表5-78. 数値入力

領域 値

Z-指標 0

X-座標 20

Y-座標 20

幅 50

高さ 25

要素形式 $07

最小値 -100

最大値 100

値 30

5.2.5.5.10.9. ELEMENT_TYPE_RADIO

下表はELMENT_TYPE_RADIO特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀとMSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTﾒｯｾｰｼﾞ用追加領域を記述します。この要素は1
つだけの任意選択を選ぶことができるﾗｼﾞｵ釦の群を生成します。最初は先頭の任意選択が選ばれます。

表5-79. ELEMENT_TYPE_RADIO特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 値

ELEMENT_TYPE $08

ELEMENT_TYPE_RADIO使用時MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTの総ﾃﾞｰﾀ長 17+文章領域長(N)

表5-80. ELEMENT_TYPE_RADIO用MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTへの追加ﾃﾞｰﾀ領域

領域 値大きさ 説明

ﾌｫﾝﾄの大きさ 1ﾊﾞｲﾄ 0～100 -

項目数 1ﾊﾞｲﾄ 1～10 -

向き 1ﾊﾞｲﾄ 0=水平、1=垂直 -

文章領域 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列、最大20ﾊﾞｲﾄ ‘/’で分離された任意選択一覧
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例

下の画像は3つの釦を持つﾗｼﾞｵ釦群の例を示します。対応する要素ﾃﾞｰﾀ領域は画像の右の表で与えられます。

通知: 要素の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

表5-81. ﾗｼﾞｵ釦群

領域 値

Z-指標 0

X-座標 20

Y-座標 20

幅 100

高さ 100

要素形式 $08

ﾌｫﾝﾄの大きさ 16

項目数 3

向き 1

文章領域 “Op 1/Op 2/Op 3\0”

5.2.5.5.10.10. ELEMENT_TYPE_PIE

下表はELMENT_TYPE_PIE特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀとMSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTﾒｯｾｰｼﾞ用追加領域を記述します。この要素は円図
表を生成します。断片の大きさは目的対象からPCへのﾃﾞｰﾀに基づいて更新されます。各断片に対して1つのﾃﾞｰﾀの流れがありま
す。

表5-82. ELEMENT_TYPE_PIE特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 値

ELEMENT_TYPE $09

ELEMENT_TYPE_PIE使用時MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTの総ﾃﾞｰﾀ長 21+表題長(N)

表5-83. ELEMENT_TYPE_RADIO用MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTへの追加ﾃﾞｰﾀ領域

領域 値大きさ 説明

背景色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 背景のRGB色

表題色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 表題のRGB色

表題 Nﾊﾞｲﾄ ﾇﾙ終端文字列、最大20ﾊﾞｲﾄ -

断片数 1ﾊﾞｲﾄ 1～10 -

例

下の画像は3つの断片を持つ円図表要素の例を示します。対応する要素ﾃﾞｰﾀ領域は画像の右の表で与えられます。

通知: 要素の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。

表5-84. 円図表

領域 値

Z-指標 0

X-座標 20

Y-座標 20

幅 600

高さ 400

要素形式 $09

背景色 $FFFFFF

表題色 $000000

表題 “Pie\0”

断片数 3
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5.2.5.5.10.11. ELEMENT_TYPE_SURFACE

下表はELMENT_TYPE_SURFACE特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀとMSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTﾒｯｾｰｼﾞ用追加領域を記述します。この要素
は目的対象からの格子ﾃﾞｰﾀ点を可視化する3D表面作図を生成します。格子(Grid)型ﾃﾞｰﾀを受け入れる1つの入力(ﾃﾞｰﾀの)流れが
あります。

表5-85. ELEMENT_TYPE_SURFACE特有ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 値

ELEMENT_TYPE $0D

ELEMENT_TYPE_SURFACE使用時MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTの総ﾃﾞｰﾀ長 47

表5-86. ELEMENT_TYPE_SURACE用MSG_CONF_DASHBOARD_ELEMENTへの追加ﾃﾞｰﾀ領域

領域 値大きさ 説明

中詰め色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 表面中詰めのRGB色

網目色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 表面網目のRGB色

背景色 4ﾊﾞｲﾄ $AARRGGBB 背景のRGB色

背景階調色 4ﾊﾞｲﾄ $AARRGGBB 背景階調のRGB色

軸色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 軸ののRGB色

刻時色 3ﾊﾞｲﾄ $RRGGBB 刻時のRGB色

X回転 1ﾊﾞｲﾄ -90～90 角度(°)でのX周囲視野の回転

Y回転 1ﾊﾞｲﾄ -90～90 角度(°)でのY周囲視野の回転

Z回転 1ﾊﾞｲﾄ -90～90 角度(°)でのZ周囲視野の回転

属性 1ﾊﾞｲﾄ

ﾋﾞｯﾄ0: X軸表示
ﾋﾞｯﾄ1: Y軸表示
ﾋﾞｯﾄ2: Z軸表示
ﾋﾞｯﾄ3: 中詰め表示
ﾋﾞｯﾄ4: 網目表示
ﾋﾞｯﾄ5: 調色板色付け使用

-

尺度調整動作 1ﾊﾞｲﾄ

0=静的
1=天井と床を尺度調整
2=天井を尺度調整
3=床を尺度調整
4=天井と床を粘性尺度調整
5=天井を粘性尺度調整
6=床を粘性尺度調整

-

軸最小 4ﾊﾞｲﾄ 符号小数点 Y軸の最小値(床)

軸最大 4ﾊﾞｲﾄ 符号小数点 Y軸の最大値値(天井)

例

次の画像は表面図表要素の例を示します。例に対する要素ﾃﾞｰﾀ領域は画像の右の表で示されます。

通知: 要素の見かけはｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑの版と構成設定で変わります。
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表5-87. 表面図表

領域 値

Z-指標 0

X-座標 5

Y-座標 5

幅 750

高さ 590

要素形式 $0D

中詰め色 $2F4F4F

網目色 $000000

背景色 $00000000

背景階調色 $505050

軸色 $505050

刻時色 $000000

X回転 35

Y回転 -70

Z回転 0

属性 ‘00111111’

尺度調整動作 5

軸最小 0

軸最大 10

5.2.5.5.11. MSG_CONF_ADD_STREAM_TO_ELEMENT

このﾒｯｾｰｼﾞは既に構成設定されている計器盤の要素に対して既に構成設定されている(ﾃﾞｰﾀの)流れを結合するのに使われます。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $2C -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 6 -

計器盤ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 与えらた要素の計器盤のID

要素ID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 要素のID

流れID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF この要素用の(ﾃﾞｰﾀの)流れのID

5.2.5.5.12. MSG_CONF_ACK

最後に受信した構成設定ﾒｯｾｰｼﾞが有効か否かを確認するためにPCによって目的対象へ送られます。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $30 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 1 -

状態 1ﾊﾞｲﾄ 0=非OK、1=OK
OK=最後の構成設定がOKで適用されました。
非OK=最後の構成設定が無効で破棄になりました。
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5.2.5.6. ﾃﾞｰﾀ ﾒｯｾｰｼﾞ詳細

5.2.5.6.1. MSG_DATA_STREAM

このﾒｯｾｰｼﾞは許可された全ての(ﾃﾞｰﾀの)流れからのﾃﾞｰﾀをPCへ送るのに使われます。1つの単一ﾒｯｾｰｼﾞで全ての(ﾃﾞｰﾀの)流れか
ら1つまたは複数のﾃﾞｰﾀの採取(試料)を送ることが可能です。許可された(ﾃﾞｰﾀの)流れからのﾃﾞｰﾀだけが送られます。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $40 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ
1+流れ数(N)×(2+各流れのﾊﾞｲﾄ数(Xn)

+流れでの各ﾃﾞｰﾀ採取(試料)の長さ(Xd))
-

流れ数(N) 1ﾊﾞｲﾄ 1～255 -

流れID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 流れXのID

ﾊﾞｲﾄ数(Xn) 1ﾊﾞｲﾄ 1～255 流れXからのﾊﾞｲﾄ数

流れXﾃﾞｰﾀ採取(M) 流れのﾃﾞｰﾀ型依存(Xd) - 流れXのﾃﾞｰﾀ

最後の行は流れ内の各採取に対して繰り返し、最後の3行はﾒｯｾｰｼﾞ内の各流れに対して繰り返します。

5.2.5.6.2. MSG_DATA_STREAM_SINGLE

このﾒｯｾｰｼﾞは許可された単一の(ﾃﾞｰﾀの)流れからのﾃﾞｰﾀをPCへ送るのに使われます。許可された(ﾃﾞｰﾀの)流れからのﾃﾞｰﾀだけが
送られます。

領域 値大きさ 説明

ﾒｯｾｰｼﾞID 1ﾊﾞｲﾄ $41 -

ﾃﾞｰﾀ長 2ﾊﾞｲﾄ 2+流れの1ﾃﾞｰﾀ採取(試料)長(Xd) -

流れID 2ﾊﾞｲﾄ $0000～$FFFF 流れのID

流れﾃﾞｰﾀ採取 流れのﾃﾞｰﾀ型依存(Xd) - 流れのﾃﾞｰﾀ
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6. ｺｰﾄﾞ例断片
本章はこの使用者の手引きに於いて例で使われるｺｰﾄﾞ断片を含みます。

6.1. ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ ｺｰﾄﾞ例

大容量記憶ｸﾗｽ例はﾃﾞｰﾀ変数機能のﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞと制御の使い方の例として使われます。SAM L21 Xplained Pro基板がｷｯﾄ上の
目的対象USBとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUSBの両ｺﾈｸﾀを通してﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されます。ATSAML21目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽはASFからのSAM L21 
Xplained Pro用USB装置MSC例を走行しています。

この例を通して動かすことができるには以下が必要とされます。

・ (ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)が含まれた)Atmel Studio 7(またはそれ以降)を持つﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

・ ATSAML21 Xplained Proｷｯﾄ

すること: ・ SAM L21 Xplained Pro基板上の目的対象USBとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUSBの両ｺﾈｸﾀを接続してください。

この例はASFからのSAM L21 Xplained Pro用USB装置MSC例(USB Device MSC Example)を使います。

すること: ・ Atmel Studioで新しい例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作成してください。

・ 新規例(New Example)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞでSAM L21ﾃﾞﾊﾞｲｽ系統(または関連ﾃﾞﾊﾞｲｽ)を選び、”MSC”ｷｰﾜｰﾄﾞによって濾過し
てください。

・ USB装置MSC例(USB Device MSC Example)を選んでください。

・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ/解決策を構築(F7)してください。

すること: ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを開いていください(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ(Solution Explorer)でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを右ｸﾘｯｸしてﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(Pro 
perties)を選んでください)。

・ ﾂｰﾙ(Tool)ﾀﾌﾞで適切なﾂｰﾙとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを選んでください。

では、ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)が目的対象から変数をどうﾎﾟｰﾘﾝｸﾞしてそれらの値を図画的形式で表示し得るかを見てください。

重要: ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞはﾃﾞｰﾀ可視器がAtmel Studio内の拡張として動く場合にだけ利用可能です。これはAtmel Studioﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
後処理部を通してﾃﾞﾊﾞｲｽ上のﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｼｽﾃﾑをｱｸｾｽすることが必要だからです。
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最初に、ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞする変数を含む数行のｺｰﾄﾞを追加してください。

すること: ui.cを開いてﾌｧｲﾙの先頭に2つの全域変数を追加してください。

volatile uint32_t write_count = 0;
volatile uint32_t read_count = 0;

重要: ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞに於いて関心のある変数をvolatileとして宣言することはそれらがSRAMに置かれｺﾝﾊﾟｲﾗによってそれらの値が
ﾚｼﾞｽﾀにｷｬｯｼｭされないことを保証します。ﾚｼﾞｽﾀはﾎﾟｰﾘﾝｸﾞできず、SRAM位置しかできません。

助言: ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞは絶対SRAM位置で動作します。それらが常にSRAM内の同じ位置で利用可能なように、この目的に対し
て全域変数を使うことが勧められます。ｽﾀｯｸ内のﾎﾟｰﾘﾝｸ位置はﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ時のｽﾀｯｸ前後関係に基づいて予測不能な結
果を生じ得ます。

すること: 各ｱｸｾｽの開始で読みと書きの計数器を増加するためにui.cで2つの’start’関数を変更してください。

void ui_start_read(void)
{
 port_pin_set_output_level(EXT1_PIN_GPIO_0, true);
 read_count++;
}

void ui_start_write(void)
{
 port_pin_set_output_level(EXT1_PIN_GPIO_1, true);
 write_count++;
}

すること: ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ/解決策を構築(F7)してください。

・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を開いてください。

・ 接続してください。

ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞ機能に対してｺｰﾄﾞ特性分析(Code Profiling)ｲﾝﾀｰﾌｪｰ
ｽを許可してください。

すること: ・ ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)作業を開始してください。

・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始と中断(Start Debugging and Break) (Alt+F5)を使ってﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してください。

ﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞはSRAM位置で動き、故に変数がSRAMの何処に配置されるかを探すのにAtmel Studioの監視(Watch)ｳｨﾝﾄﾞｳを使うこ
とが必要です。

すること: ・ ui.cに追加された2つの全域変数の位置を突き止めてください。

・ 各変数を右ｸﾘｯｸして監視に追加(Add to Watch)を選んでください。

・ それの位置を見つけるために監視(Watch)ｳｨﾝﾄﾞｳで各変数の型(type)領域を調査してください。
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ｺｰﾄﾞ特性分析(Code Profiling)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを構成設定して2つの変数を図表に接続するためにﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)に切り替
え戻してください。

6.1.1. 計器盤制御を使う応用情報交換

では、ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)で計器盤に配置された構成部品が応用内の変数をどう接続することができ、従って計器盤が走
行時に応用とどう情報交換し得るかを見てください。

予め定義された1000 USB同期ﾊﾟﾙｽの間隔(1秒)に代えて、元のｺｰﾄﾞに対して参照基準と比較する変数を追加してください。

すること: ここで示されるようにui_process()処理部にLED点滅部を含むようにui.cを変更してください。

volatile uint32_t frame_comparator = 100;
volatile uint32_t frames_received = 0;
void ui_process(uint16_t framenumber)
{
 frames_received++;
 if (frames_received >= frame_comparator) {
  LED_Toggle(LED_0_PIN);
  frames_received = 0;
 }
}

すること: ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ/解決策を構築(F7)してください。

・ ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ開始と中断(Start Debugging and Break) (Alt+F5)を使ってﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ作業を開始してください。

・ uint32_t frame_coparator変数の場所を見つけてください。

6.2. 端末ｺｰﾄﾞ例

端末(Terminal)単位部の代表的な使い方は印刷型ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞです。目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽから端末へﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾒｯｾｰｼﾞを出力するのに直列ｲ
ﾝﾀｰﾌｪｰｽが使われます。以下の例ではSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが使われますが、手続きはどの直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでも同じです。

目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽはATmega256RFR2 Xplained Proｷｯﾄ上のATmega256RFR2です。基板上でSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが既に内部的に配線さ
れているため、必要とされる接続はﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとXplained Pro基板間のUSBｹｰﾌﾞﾙだけです。

すること: ・ Atmel Studioで新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作ってください(ﾌｧｲﾙ(File)⇒新規(New)⇒ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)⇒GCC C実行可能
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(GCC C Executable Project))。

・ 自動生成されたmain.cの内容を下のｺｰﾄﾞで置き換えてください。

#include <avr/interrupt.h>
#include <avr/sleep.h>
volatile uint8_t led_on;
volatile uint8_t send_message;
volatile uint8_t ticker = 0;
const char* message_on = "LED ON ";
const char* message_off = "LED OFF ";
ISR (INT4_vect)
{
 // 簡単な跳ね返り対策
 if (PINE & (1 << 4))
 return;
 // LED更新
 if (led_on)
  PORTB |= (1 << 4);
 else
  PORTB &= ~(1 << 4);
 led_on = ~led_on; // led_on反転
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 send_message = 1; // ﾒｯｾｰｼﾞ送出ﾌﾗｸﾞ設定
 ticker++; // 刻時部進行(+1)
 // 刻時部範囲制限(ﾘｾｯﾄ)
 if (ticker >= 10)
 ticker = 0;
}
void spi_send (const char data)
{
 PORTB &= ~(1 << PINB0);
 SPDR = data;  // SPIに文字を送出
 while (!(SPSR & (1 << SPIF))); // 文字送出完了待機
 PORTB |= (1 << PINB0);
}
int main(void)
{
 DDRB = (1 << PINB4); // PORTB4出力設定
 PORTB |= (1 << PINB4); // LED OFF
 led_on = 0;  //

 PORTE |= (1<<PINE4); // 線の浮きを避けるために釦ﾋﾟﾝのﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可
 EIMSK = (1 << INT4); // 釦ﾋﾟﾝに対して下降端割り込みを許可
 EICRB = (1 << ISC41); //

 // SPI
 DDRB |= (1 << PINB2) | (1 << PINB1) | (1 << PINB0); // MOSI,SCK,/SSを出力として設定
 PORTB |= (1 << PINB0); // /SSをhighに設定
 SPCR = (1 << SPE) | (1 << MSTR) | (1 << SPR0); // SPI許可、主装置、fck/16ｸﾛｯｸ速度に設定

 sei();   // 全体割り込み許可

 while(1) {
  if(send_message) {
   // ﾒｯｾｰｼﾞ送出
   const char* pmessage;
   if (led_on)
    pmessage = message_on;
   else
    pmessage = message_off;
   while (*pmessage)
    spi_send(*pmessage++);
   // 刻時部の値を送出
   spi_send(ticker + '0');
   spi_send('\n');
   // 送出完了
   send_message = 0;
  }
 }
}

ｺｰﾄﾞはXplained Pro基板上のｽｨｯﾁ(SW0)が押された時に割り込み起動し、各押下でLED0を交互切り替えします。ｽｨｯﾁが押される度
毎にSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽでﾒｯｾｰｼﾞが出力されます。

すること: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ/解決策を構築(F7)してください。
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すること: ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを開いていください(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ(Solution Explorer)でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを右ｸﾘｯｸしてﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(Pro 
perties)を選んでください。

・ ﾂｰﾙ(Tool)ﾀﾌﾞで適切なﾂｰﾙとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを選んでください。

すること: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始(Start Without Debugg 
ing) (Ctrl+Alt+F5)を選ぶことによって目
的対象に応用を書いてください。

すること: ﾂｰﾙ(Tools)ﾒﾆｭｰでそれを選ぶことによってAtmel Studio
内側の拡張としてﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を開いてく
ださい。
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6.3. 図表ｺｰﾄﾞ例

図表(Graph)単位部をどう使うかを実演するには夜間動作切り替え器での例が使われます。目的対象ﾊｰﾄﾞｳｪｱとしてI/O1 Xplained P 
ro拡張を持つATmega256RFR2 Xplained Proが適合します。I/O1拡張基板は夜か昼間かを検出するのに使うことができる光感知器
が特徴です。この情報は例えば、周辺が暗くなった時に電灯をONに切り替えるのに使うことができます。

この例は以下の装備とｿﾌﾄｳｪｱを必要とします。

・ (ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)が含まれた)Atmel Studio 7(またはそれ以降)
を持つﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

・ ATmega256RFR2 Xplained Proｷｯﾄ

・ I/O1 Xplained Pro拡張

例を走らせるには以下のﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定が必要とされます。

・ ATmega256RFR2 Xplained ProのEXT1ﾍｯﾀﾞに接続されたI/O1 Xplained Pr 
o拡張

・ ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀからATmega256RFR2 Xplained Proへ接続されたUSBｹｰﾌﾞﾙ

構成設定の写真が右で示されます。

6.3.1. 基本的な図表

始めるために、光感知器の採取を実装して図表での作図としてﾃﾞｰﾀを見ることができるようにﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへﾃﾞｰﾀを流してください。

すること: ・ Atmel Studioで新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作ってください(ﾌｧｲﾙ(File)⇒新規(New)⇒ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)⇒GCC C実行可能
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(GCC C Executable Project))。

・ 自動生成されたmain.cの内容を下のｺｰﾄﾞで置き換えてください。

#include <avr/io.h>
uint16_t adc_value = 0;
void adc_init(void){
 ADMUX = (1 << REFS1); // 内部1.5V基準電圧、ｼﾝｸﾞﾙ ｴﾝﾄﾞ入力としてのADC0
 ADCSRA |= (1<<ADEN); // ADC許可
 while (0x00 == (ADCSRB & (1 << REFOK))); // 基準電圧安定待機
}
uint16_t adc_sample(void){
 ADCSRA |= (1<<ADSC); // ADC変換起動
 while (0x00 == (ADCSRA & (1 << ADIF))); // 変換完了待機
 ADCSRA |= (1 << ADIF); // 割り込み要求ﾌﾗｸﾞ解除
 return (ADC);
}
void spi_init(void){
 DDRB |= (1<<PINB0) | (1<<PINB2) | (1<<PINB1); // 従装置選択(PB0)、MOSI(PB2)、SCK(PB1)を出力に設定
 PORTB |= (1<<PINB0); // 従装置選択=High(非活性)
 SPCR = (1<<SPE) | (1<<MSTR); // SPI許可、主装置動作を設定、ｸﾛｯｸ極性と位相は既定を維持(上昇端で採取)
}
void spi_send(uint8_t data){
 PORTB &= ~(1<<PINB0); // 従装置選択=Low
 SPDR = data; // SPIでﾃﾞｰﾀ送信開始
 while (0x00 == (SPSR & (1<<SPIF))); // 送信完了待機
 PORTB |= (1<<PINB0); // 従装置選択=High
}
int main(void){
 adc_init();
 spi_init();
 while (1){
  adc_value = adc_sample();
  spi_send(adc_value & 0xFF); // ADC値をSPI上でﾎｽﾄへ送出、下位8ﾋﾞｯﾄだけが有用なﾃﾞｰﾀを含みます。
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 }
}

ｺｰﾄﾞは継続的にADCを採取してATmega256RFR2 Xplained Pro基板上のEDBG(組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ)へSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを渡ってﾃﾞｰﾀを
送ります。EDBGはその後にDGIを渡ってﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへSPIﾃﾞｰﾀを送ります。ATmega256RFR2のADCは10ﾋﾞｯﾄですが、この例では
下位側8ﾋﾞｯﾄだけが有用なﾃﾞｰﾀを含みます。

すること: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ/解決策を構築(F7)してください。

すること: ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを開いていください(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ(Solution Explorer)でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを右ｸﾘｯｸしてﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(Pro 
perties)を選んでください)。

・ ﾂｰﾙ(Tool)ﾀﾌﾞで適切なﾂｰﾙとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを選んでください。

すること: 継続(Continue) (F5)を選ぶことによって目的対象に応
用を書いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始してください。
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すること: ﾂｰﾙ(Tools)ﾒﾆｭｰでそれを選ぶことによってAtmel Studio
内側の拡張としてﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を開いてく
ださい。

6.3.2. 文字列標識追加

動作切り替え器を実装する時です。切り替え器が実際に動いていて正しい閾値で切り替えていることを調べるには図表(Graph)単位
部の文字列標識機能が有用です。ATmega256RFR2 Xplained ProのCDC USARTｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを構成設定することによって動作形態
が切り替えられる時毎に文字列を送ります。これらのﾒｯｾｰｼﾞはその後に文字列標識として図表内で表示することができます。最初
に、下で示されるようにｺｰﾄﾞを拡大してください。

重要: ｺｰﾄﾞは目的対象CPUが8MHzで走行している場合にだけ動きます。正しくﾋｭｰｽﾞを設定するのにAtmel Studioのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐ
ﾝｸﾞ(Programming)ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを使ってください(ﾂｰﾙ(Tools)⇒ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(Device Programming))。ｸﾛｯｸは内部発振
器に設定されるべきで、CKDIV8ﾋｭｰｽﾞは設定されるべきではありません。

#include <avr/io.h>
#include <avr/interrupt.h>
const char* message_on = "NIGHT MODE ON";
const char* message_off = "NIGHT MODE OFF";
uint16_t adc_value = 0;
uint8_t nightmode_threshold = 40;
uint8_t nightmode_active = 0;
void adc_init(void){
 ADMUX = (1 << REFS1); // 内部1.5V基準電圧、ｼﾝｸﾞﾙ ｴﾝﾄﾞ入力としてのADC0
 ADCSRA |= (1<<ADEN); // ADC許可
 while (0x00 == (ADCSRB & (1 << REFOK))); // 基準電圧安定待機
}
uint16_t adc_sample(void){
 ADCSRA |= (1<<ADSC); // ADC変換起動
 while (0x00 == (ADCSRA & (1 << ADIF))); // 変換完了待機
 ADCSRA |= (1 << ADIF); // 割り込み要求ﾌﾗｸﾞ解除
 return (ADC);
}
void spi_init(void){
 DDRB |= (1<<PINB0) | (1<<PINB2) | (1<<PINB1); // 従装置選択(PB0)、MOSI(PB2)、SCK(PB1)を出力に設定
 PORTB |= (1<<PINB0); // 従装置選択=High(非活性)
 SPCR = (1<<SPE) | (1<<MSTR); // SPI許可、主装置動作を設定、ｸﾛｯｸ極性と位相は既定を維持(上昇端で採取)
}
void spi_send(uint8_t data){
 PORTB &= ~(1<<PINB0); // 従装置選択=Low
 SPDR = data;  // SPIでﾃﾞｰﾀ送信開始
 while (0x00 == (SPSR & (1<<SPIF))); // 送信完了待機
 PORTB |= (1<<PINB0); // 従装置選択=High
}
void cdc_init(void){
 UBRR1 = 51;  // 8MHz CPUｸﾛｯｸに基く9600のﾎﾞｰﾚｰﾄ
 UCSR1B = (1<<RXEN1) | (1<<TXEN1) | (1<<RXCIE1); // 受信部許可、送信部許可、8ﾋﾞｯﾄ文字の大きさ、
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      // 受信割り込み許可
}
void cdc_send(const char data){
 while (0x00 == (UCSR1A & (1<<UDRE1))); // もっとﾃﾞｰﾀの準備が整うための送信部待ち
 UDR1 = data;  // ﾃﾞｰﾀを送出
}
void send_message(const char* message){
 while (*message)
 cdc_send(*message++);
 cdc_send(0);  // 文字列標識はﾇﾙ終端を必要とします。
}
int main(void){
 adc_init();
 spi_init();
 cdc_init();
 while (1){
  adc_value = adc_sample();
  spi_send(adc_value & 0xFF); // ADC値をSPI上でﾎｽﾄへ送出、下位8ﾋﾞｯﾄだけが有用なﾃﾞｰﾀを含みます。
  // より大きなADC値は電灯なし
  if (adc_value > nightmode_threshold){
   if (0x00 == nightmode_active){ // 夜間動作を不活性から活性に変更
    nightmode_active = 0x01;
    send_message(message_on);
   }
   } else {
   if (0x01 == nightmode_active){ // 夜間動作を活性から不活性に変更
    nightmode_active = 0x00;
    send_message(message_off);
   }
  }
 }
}

すること: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築し、Atmel Studioのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Debug)ﾒﾆｭｰで単に継続(Continue) (F5)を選ぶことによって応用を書い
て走らせてください。

6.3.3. 水平ｶｰｿﾙを使うｺｰﾄﾞ

ここまでは、光感知器によって生成された値を表示するのと夜間動作切り替え器が2つの動作間を交互切り替えする時を表示するの
にﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)の図表(Graph)単位部が使われています。図表(Graph)単位部は目的対象応用が走行している間に
それとの情報交換にも使うことができます。この例では水平ｶｰｿﾙを使うことによって夜間動作閾値を動的に調整することができます。

最初に、ｺｰﾄﾞはCDC USARTでやって来るﾃﾞｰﾀを受け入れるように拡張されなければなりません。水平ｶｰｿﾙの出力4ﾊﾞｲﾄ浮動値
で、CDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを渡って目的対象応用へ送られます。この浮動値は夜間動作切り替え器用の閾値として使われます。

#include <avr/io.h>
#include <avr/interrupt.h>
const char* message_on = "NIGHT MODE ON";
const char* message_off = "NIGHT MODE OFF";
union u_float{
 float flt;
 char data[4];
};
uint16_t adc_value = 0;
uint8_t nightmode_threshold;
uint8_t nightmode_active = 0;
union u_float cdc_received_data;
uint8_t cdc_read_index=0;
ISR (USART1_RX_vect){
 cdc_received_data.data[cdc_read_index] = UDR1 & 0xFF; // ﾊﾞｲﾄはCDC UART、MSB先行で受信されます。
 if (3 == cdc_read_index){
  nightmode_threshold = (uint8_t) cdc_received_data.flt; // 完全な浮動値が受信されます。
  cdc_read_index = 0;
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 }
 else {
  cdc_read_index++;
 }
}
void adc_init(void){
 ADMUX = (1 << REFS1); // 内部1.5V基準電圧、ｼﾝｸﾞﾙ ｴﾝﾄﾞ入力としてのADC0
 ADCSRA |= (1<<ADEN); // ADC許可
 while (0x00 == (ADCSRB & (1 << REFOK))); // 基準電圧安定待機
}
uint16_t adc_sample(void){
 ADCSRA |= (1<<ADSC); // ADC変換起動
 while (0x00 == (ADCSRA & (1 << ADIF))); // 変換完了待機
 ADCSRA |= (1 << ADIF); // 割り込み要求ﾌﾗｸﾞ解除
 return (ADC);
}
void spi_init(void){
 DDRB |= (1<<PINB0) | (1<<PINB2) | (1<<PINB1); // 従装置選択(PB0)、MOSI(PB2)、SCK(PB1)を出力に設定
 PORTB |= (1<<PINB0); // 従装置選択=High(非活性)
 SPCR = (1<<SPE) | (1<<MSTR); // SPI許可、主装置動作を設定、ｸﾛｯｸ極性と位相は既定を維持(上昇端で採取)
}
void spi_send(uint8_t data){
 PORTB &= ~(1<<PINB0); // 従装置選択=Low
 SPDR = data;  // SPIでﾃﾞｰﾀ送信開始
 while (0x00 == (SPSR & (1<<SPIF))); // 送信完了待機
 PORTB |= (1<<PINB0); // 従装置選択=High
}
void cdc_init(void){
 UBRR1 = 51;  // 8MHz CPUｸﾛｯｸに基く9600のﾎﾞｰﾚｰﾄ
 UCSR1B = (1<<RXEN1) | (1<<TXEN1) | (1<<RXCIE1);  // 受信部許可、送信部許可、8ﾋﾞｯﾄ文字の大きさ、
       // 受信割り込み許可
}
void cdc_send(const char data){
 while (0x00 == (UCSR1A & (1<<UDRE1))); // もっとﾃﾞｰﾀの準備が整うための送信部待ち
 UDR1 = data;  // ﾃﾞｰﾀを送出
}
void send_message(const char* message){
 while (*message)
 cdc_send(*message++);
 cdc_send(0);  // 文字列標識はﾇﾙ終端を必要とします。
}
int main(void){
 adc_init();
 spi_init();
 cdc_init();
 sei();   // 全体割り込み許可
 while (1){
  adc_value = adc_sample();
  spi_send(adc_value & 0xFF); // ADC値をSPI上でﾎｽﾄへ送出、下位8ﾋﾞｯﾄだけが有用なﾃﾞｰﾀを含みます。
  // より大きなADC値は電灯なし
  if (adc_value > nightmode_threshold){
   if (0x00 == nightmode_active){ // 夜間動作を不活性から活性に変更
    nightmode_active = 0x01;
    send_message(message_on);
   }
  } else {
   if (0x01 == nightmode_active){ // 夜間動作を活性から不活性に変更
    nightmode_active = 0x00;
    send_message(message_off);
   }
  }
 }
}
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すること: ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを構築し、Atmel Studioのﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ(Debug)ﾒﾆｭｰで単に継続(Continue) (F5)を選ぶことによって応用を書
いて走らせてください。

6.4. ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ ｺｰﾄﾞ例

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ(Oscilloscope)単位部をどう使うかを実演するには光感知器目的対象応用が使われます。光感知器例は感知器を採取す
るのにA/D変換器が使われるかなり一般的なﾃﾞｰﾀ供給元で、この例は広範囲の他のﾃﾞｰﾀ供給元に適用します。

この例は以下の装備とｿﾌﾄｳｪｱを必要とします。

・ (ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)が含まれた)Atmel Studio 7(またはそれ以降)
を持つﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

・ ATmega256RFR2 Xplained Proｷｯﾄ

・ I/O1 Xplained Pro拡張

例を走らせるには以下のﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定が必要とされます。

・ ATmega256RFR2 Xplained ProのEXT1ﾍｯﾀﾞに接続されたI/O1 Xplained Pr 
o拡張

・ ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀからATmega256RFR2 Xplained Proへ接続されたUSBｹｰﾌﾞﾙ

構成設定の写真が右で示されます。

ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟ(Oscilloscope)単位部で光感知器ﾃﾞｰﾀを見ることができるには、光
感知器を採取して直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを渡ってATmega256RFR2 Xplained Pro上
の組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG)にﾃﾞｰﾀを送るｺｰﾄﾞでATmega256RFR2目的対象が
書かれなければなりません。EDBGはその後にﾃﾞｰﾀをﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ送るの
にﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)を使います。

最初に、Atmel Studioで目的対象応用ｺｰﾄﾞ用の新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが構成設定さ
れなければなりません。

すること: ・ Atmel Studioで新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作ってください(ﾌｧｲﾙ(File)⇒新規(New)⇒ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)⇒GCC C実行可能
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(GCC C Executable Project))。

・ 自動生成されたmain.cの内容を下のｺｰﾄﾞで置き換えてください。

#include <avr/io.h>
#include <avr/interrupt.h>
uint16_t adc_value = 0;
volatile uint8_t send_data = 0;
void adc_init(void){
 ADMUX = (1 << REFS1); // 内部1.5V基準電圧、ｼﾝｸﾞﾙ ｴﾝﾄﾞ入力としてのADC0
 ADCSRA |= (1<<ADEN) | (1<<ADATE) | (1<<ADIE); // ADC許可、自動起動動作、変換完了割り込み許可
 ADCSRB |= (1<<ADTS1) | (1<<ADTS0); // ADC変換起動元としてﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ0比較A一致
 while (0x00 == (ADCSRB & (1 << REFOK))); // 基準電圧安定待機
}
void spi_init(void){
 DDRB |= (1<<PINB0) | (1<<PINB2) | (1<<PINB1); // 従装置選択(PB0)、MOSI(PB2)、SCK(PB1)を出力に設定
 PORTB |= (1<<PINB0); // 従装置選択=High(非活性)
 SPSR |= (1<<SPI2X); // 2倍速動作、CPUｸﾛｯｸが8MHzの時に4MHz SPIｸﾛｯｸ
 SPCR = (1<<SPE) | (1<<MSTR); // SPI許可、主装置動作を設定、ｸﾛｯｸ極性と位相は既定を維持(上昇端で採取)
}
void spi_send(uint8_t data){
 PORTB &= ~(1<<PINB0); // 従装置選択=Low
 SPDR = data; // SPIでﾃﾞｰﾀ送信開始
 while (0x00 == (SPSR & (1<<SPIF))); // 送信完了待機
 PORTB |= (1<<PINB0); // 従装置選択=High
}
void timer_init(){
 OCR0A = 80; // 計時器用TOP値(比較A値)設定
 TCCR0A = (1<<WGM01); // 比較一致で計時器解消動作
 TCCR0B = (1<<CS00); // 前置分周なしCPUｸﾛｯｸによって計時器をｸﾛｯｸ駆動
}
ISR (ADC_vect){
 adc_value = (ADC); // 光感知器採取(試料)格納
 TIFR0 |= (1<<OCF0A); // 次の採取を許可するために計時器割り込み要求ﾌﾗｸﾞを解除
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 send_data = 1; // ﾎｽﾄへのﾃﾞｰﾀ送出要求ﾌﾗｸﾞ設定
}
int main(void){
 timer_init();
 adc_init();
 spi_init();
 sei(); // 全体割り込み許可
 while (1){
  if (1 == send_data){ 
   send_data = 0;
   spi_send(adc_value & 0xFF); // ADC値をSPI上でﾎｽﾄへ送出、下位8ﾋﾞｯﾄだけが有用なﾃﾞｰﾀを含みます。
  }
 }
}

このｺｰﾄﾞは100kHzの採取速度を与える10µs毎に新しい採取を取るようにADCを構成設定します。これはﾘｾｯﾄするのに先立って80ま
で上昇計数する計時器を使うことによって達成されます。ｺｰﾄﾞは2分周(既定)のｸﾛｯｸ前置分周器を持つ内部16MHzｸﾛｯｸとCKDIV8
ﾋｭｰｽﾞ設定なしで走行する目的対象CPUに基づきます。ﾃﾞｰﾀ採取(試料)はDGI SPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを渡ってEDBGへ送られます。SPIｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽは4MHzで走ります。ATmega256RFR2のADCは10ﾋﾞｯﾄですが、この例では下位側8ﾋﾞｯﾄだけが有用なﾃﾞｰﾀを含みます。

すること: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ/解決策を構築(F7)してください。

すること: ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを開いてください(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ(Solution Explorer)でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを右ｸﾘｯｸしてﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(Prope 
rties)を選んでください)。

・ ﾂｰﾙ(Tool)ﾀﾌﾞで適切なﾂｰﾙとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを選んでください。
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すること: 継続(Continue) (F5)を選ぶことによって目的対象に応
用を書いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始してください。

すること: ﾂｰﾙ(Tools)ﾒﾆｭｰでそれを選ぶことによってAtmel Studio
内側の拡張としてﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を開いてく
ださい。

6.5. 計器盤ｺｰﾄﾞ例

計器盤(Dashboard)単位部をどう使うかを実演するには夜間動作切り替え器での例が使われます。目的対象ﾊｰﾄﾞｳｪｱとしてI/O1 Xpl 
ained Pro拡張を持つATmega256RFR2 Xplained Proが適合します。I/O1拡張基板は夜か昼間かを検出するのに使うことができる光
感知器が特徴です。この情報は例えば、周辺が暗くなった時に電灯をONに切り替えるのに使うことができます。

この例は以下の装備とｿﾌﾄｳｪｱを必要とします。

・ (ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)が含まれた)Atmel Studio 7(またはそれ以降)
を持つﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

・ ATmega256RFR2 Xplained Proｷｯﾄ

・ I/O1 Xplained Pro拡張

例を走らせるには以下のﾊｰﾄﾞｳｪｱ構成設定が必要とされます。

・ ATmega256RFR2 Xplained ProのEXT1ﾍｯﾀﾞに接続されたI/O1 Xplained Pr 
o拡張

・ ﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀからATmega256RFR2 Xplained Proへ接続されたUSBｹｰﾌﾞﾙ

構成設定の写真が右で示されます。

Xplained Pro上のATmega256RFR2目的対象は夜間動作切り替え器を実行す
るｺｰﾄﾞを書かれなければなりません。
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すること: ・ Atmel Studioで新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作ってください(ﾌｧｲﾙ(File)⇒新規(New)⇒ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)⇒GCC C実行可能
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(GCC C Executable Project))。

・ 自動生成されたmain.cの内容を下のｺｰﾄﾞで置き換えてください。

#include <avr/io.h>
#include <avr/interrupt.h>
union u_double{
 double dbl;
 char data[8];
};

uint16_t adc_value = 0;
uint8_t nightmode_threshold;
uint8_t nightmode_active = 0;
union u_double cdc_received_data;
uint8_t cdc_read_index=0;

ISR (USART1_RX_vect){
 cdc_received_data.data[cdc_read_index] = UDR1 & 0xFF; // ﾊﾞｲﾄはCDC UART、MSB先行で受信されます。
 if (7 == cdc_read_index){
  nightmode_threshold = (uint8_t) cdc_received_data.dbl; // 完全なﾀﾞﾌﾞﾙ値が受信されます。
  cdc_read_index = 0;
 }
 else {
  cdc_read_index++;
 }
}
void adc_init(void){
 ADMUX = (1 << REFS1); // 内部1.5V基準電圧、ｼﾝｸﾞﾙ ｴﾝﾄﾞ入力としてのADC0
 ADCSRA |= (1<<ADEN); // ADC許可
 while (0x00 == (ADCSRB & (1 << REFOK))); // 基準電圧安定待機
}
uint16_t adc_sample(void){
 ADCSRA |= (1<<ADSC); // ADC変換起動
 while (0x00 == (ADCSRA & (1 << ADIF))); // 変換完了待機
 ADCSRA |= (1 << ADIF); // 割り込み要求ﾌﾗｸﾞ解除
 return (ADC);}
void spi_init(void){
 DDRB |= (1<<PINB0) | (1<<PINB2) | (1<<PINB1); // 従装置選択(PB0)、MOSI(PB2)、SCK(PB1)を出力に設定
 PORTB |= (1<<PINB0); // 従装置選択=High(非活性)
 SPCR = (1<<SPE) | (1<<MSTR); // SPI許可、主装置動作を設定、ｸﾛｯｸ極性と位相は既定を維持(上昇端で採取)
}
void spi_send(uint8_t data){
 PORTB &= ~(1<<PINB0); // 従装置選択=Low
 SPDR = data;  // SPIでﾃﾞｰﾀ送信開始
 while (0x00 == (SPSR & (1<<SPIF))); // 送信完了待機
 PORTB |= (1<<PINB0); // 従装置選択=High
}
void cdc_init(void){
 UBRR1 = 51;  // 8MHz CPUｸﾛｯｸに基く9600のﾎﾞｰﾚｰﾄ
 UCSR1B = (1<<RXEN1) | (1<<TXEN1) | (1<<RXCIE1); // 受信部許可、送信部許可、8ﾋﾞｯﾄ文字の大きさ、
     // 受信割り込み許可
}
void cdc_send(const char data){
 while (0x00 == (UCSR1A & (1<<UDRE1))); // もっとﾃﾞｰﾀの準備が整うための送信部待ち
 UDR1 = data;  // ﾃﾞｰﾀを送出
}
int main(void){
 adc_init();
 spi_init();
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 cdc_init();
 sei();   // 全体割り込み許可
 while (1){
  adc_value = adc_sample();
  spi_send(adc_value & 0xFF); // ADC値をSPI上でﾎｽﾄへ送出、下位8ﾋﾞｯﾄだけが有用なﾃﾞｰﾀを含みます。
  // より大きなADC値は電灯なし
  if (adc_value > nightmode_threshold){
   if (0x00 == nightmode_active){ // 夜間動作を不活性から活性に変更
    nightmode_active = 0x01;
   }
  } else {
   if (0x01 == nightmode_active){ // 夜間動作を活性から不活性に変更
    nightmode_active = 0x00;
   }
  }
  cdc_send(nightmode_active);
 }
}

このｺｰﾄﾞは継続的にADCを採取してATmega256RFR2 Xplained Pro基板上のEDBG(組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ)へSPIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを渡って
ﾃﾞｰﾀを送ります。EDBGはその後にDGIを渡ってﾃﾞｰﾀをﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ送ります。ATmega256RFR2のADCは10ﾋﾞｯﾄですが、この例
では下位側8ﾋﾞｯﾄだけが有用なﾃﾞｰﾀを含みます。

加えて、ｺｰﾄﾞはCDC USARTを構成設定して単一ﾊﾞｲﾄとして夜間動作切り替え器の状態を送ります。CDC USARTで受信したﾃﾞｰﾀは
Double値として解析され夜間動作切り替え器用の閾値として使われます。

すること: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ/解決策を構築(F7)してください。

すること: ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを開いてください(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ(Solution Explorer)でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを右ｸﾘｯｸしてﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(Prope 
rties)を選んでください)。

・ ﾂｰﾙ(Tool)ﾀﾌﾞで適切なﾂｰﾙとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを選んでください。
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すること: 継続(Continue) (F5)を選ぶことによって目的対象に応
用を書いてﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを開始してください。

すること: ﾂｰﾙ(Tools)ﾒﾆｭｰでそれを選ぶことによってAtmel Studio
内側の拡張としてﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を開いてく
ださい。

6.6. 自動構成設定ｺｰﾄﾞ例

ﾃﾞｰﾀ流れ規約の自動構成設定機能は何れかのDGI直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽま
たはｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ上で使うことができます。この例ではATtiny104 Xplaine 
d Nano基板の仮想COMﾎﾟｰﾄが使われます。この基板は目的対象ATti 
ny104ﾃﾞﾊﾞｲｽを書くのに使うことができる組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(mEDBG)を持
ち、mEDBGはATtiny104のUSARTﾋﾟﾝに接続されるUSB上の仮想COM
ﾎﾟｰﾄを提供します。

この例を走らせるのに必要とされるﾊｰﾄﾞｳｪｱ接続はﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとXplai 
ned Nano基板間にUSBｹｰﾌﾞﾙを接続することだけです。

ﾃﾞｰﾀ流れ規約はXplained Nano上の釦の状態と16ﾋﾞｯﾄ計数器の値をﾎｽ
ﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ送るのに使われます。

すること: ・ Atmel Studioで新しいﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを作ってください(ﾌｧｲﾙ(File)⇒新規(New)⇒ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(Project)⇒GCC C実行可能
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(GCC C Executable Project))。

・ 自動生成されたmain.cの内容を次のｺｰﾄﾞで置き換えてください。
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#include <avr/io.h>
uint8_t start_token = 0xAB;
uint8_t config_id_packet[] = {
 0x5F,   /* 通票 */
 0xB4, 0x00, 0x86, 0x4A, /* LRC8ﾁｪｯｸｻﾑを指定 */
 0xC0, 0xFF, 0xEE, 0xC0, 0xFF, 0xEE, 0xC0, 0xFF, 0xEE, 0xC0, 0xFF, 0xEE, /* 構成設定ID */
 0x78,   /* 実際のﾁｪｯｸｻﾑ */
 0xA0    /* 通票の反転 */
};
uint16_t count = 0;
uint8_t send_id = 0;
void uart_send(uint8_t byte){
 while ( !( UCSRA & (1<<UDRE)) ); /* 送信緩衝部空待ち */
 UDR = byte;  /* 緩衝部にﾃﾞｰﾀを配置、ﾃﾞｰﾀ送出 */
}
int main(void){
 CCP = 0xD8;  // 構成設定変更保護ﾚｼﾞｽﾀ
 CLKPSR = 0x00; /* 8MHz主ｸﾛｯｸを得るためにｸﾛｯｸ前置分周器を1に設定 */
 UBRR = 12;  /* ﾎﾞｰﾚｰﾄを38400に設定: UBR=(8000000/(16*38400))-1=12 */
 UCSRB = (1<<TXEN); /* USART送信部許可 */
 PUEB |= (1<<PINB1); /* 釦ﾋﾟﾝのﾌﾟﾙｱｯﾌﾟを許可 */
 while (1) {
  /* 構成設定ID送出 */
  if (send_id == 0){
   for (int i = 0; i < sizeof(config_id_packet);i++)
    uart_send(config_id_packet[i]);
   send_id = 100;
  }
  /* ﾃﾞｰﾀ送出 */
  uart_send(start_token);
  uart_send(count & 0xFF);
  uart_send(count >> 8);
  uart_send (!(PINB & (1<<PINB1)));
  uart_send(~start_token);
  count +=100;
  send_id--;
 }
}                 

このｺｰﾄﾞは各反復に対して100ずつ増やされる16ﾋﾞｯﾄ計数器の値を継続的に送ります。加えて、ATtiny104 Xplained Nanoの押し釦
(PINB1)の状態が送られます。押し釦ﾋﾟﾝは釦が押された時にLowであることに注意してください。100回の繰り返し反復毎に自動構成
設定IDﾊﾟｹｯﾄが送られます。自動構成設定IDは$C0,$FF,$EE,$C0,$FF,$EE,$C0,$FF,$EE,$C0,$FF,$EEで、故に構成設定ﾌｧｲﾙ
は”C0FFEEC0FFEEC0FFEEC0FFEE”と名付けられなければなりません。自動構成設定IDﾊﾟｹｯﾄ形式は「自動構成設定」で記述さ
れ、ﾃﾞｰﾀ ﾊﾟｹｯﾄの形式は「流れ形式」で記述されます。目的対象ATtiny104ﾃﾞﾊﾞｲｽは8MHz内部RC発振器でｸﾛｯｸ駆動され、仮想
OCMﾎﾟｰﾄ用のUSARTは8ﾋﾞｯﾄ文字幅、1停止ﾋﾞｯﾄ、ﾊﾟﾘﾃｨなしで38400のﾎﾞｰﾚｰﾄで動きます。

すること: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ/解決策を構築(F7)してください。
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すること: ・ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを開いてください(解決策ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗ(Solution Explorer)でﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを右ｸﾘｯｸしてﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ(Prope 
rties)を選んでください)。

・ ﾂｰﾙ(Tool)ﾀﾌﾞで適切なﾂｰﾙとｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを選んでください。

すること: ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞなしで開始(Start Without Debugg 
ing) (Ctrl+Alt+F5)を選ぶことによって目
的対象に応用を書いてください。

すること: ﾂｰﾙ(Tools)ﾒﾆｭｰでそれを選ぶことによってAtmel Studio
内側の拡張としてﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を開いてく
ださい。

http://technet.microsoft.com/en-us/sysinternals/bb896645
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7. 既知の問題
一般的に、ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)は正しく機能するためにｲﾝｽﾄｰﾙされるべき全てのWindows更新を必要とします。特に、以
下の任意選択知識基盤(KB:Knowledge Base)は図表に対して正しく表示されるのに必須です。

Windoqws版 重要なKB

Windows 8.1
• KB2975719, https://support.microsoft.com/en-us/help/2975719
• KB2978092, https://support.microsoft.com/en-us/help/2978092

Windows 8
• KB2975331, https://support.microsoft.com/en-us/help/2975331
• KB2978092, https://support.microsoft.com/en-us/help/2978092

Windows 7
• KB2670838, https://support.microsoft.com/en-us/help/2670838
• KB2978092, https://support.microsoft.com/en-us/help/2978092

8. 資料改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

42730A 2016年5月 初版資料公開

42730B 2017年1月
独自計器盤に表面図表と表の要素を追加
新しい資料雛型

40001903A 2017年6月

・ Micrchip DS40001903A版でAtmel 42730B版を置き換え

・ 図表要素の自動構成設定に自動非表示作図任意選択を追加

・ ﾃﾞｰﾀ可視器が動くのに必要とされるKBに関する既知の問題を追加

・ ﾃﾞｰﾀ流れ自動構成設定部分を追加

・ 最新の自動検出規約機能でDGI制御盤とｼﾘｱﾙ ﾎﾟｰﾄ制御盤の記述を更新

・ Power DebuggerのVout制御に関する電力ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ構成設定を更新

・ ｺｰﾄﾞ特性分析DGIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽにｽﾀｯｸ監視、AVR OCDﾒｯｾｰｼﾞとAVR休止監視の機能を
追加

・ 実装変更に従って計器盤表示部で表要素を更新

・ 構成設定任意選択追加に従って計器盤で図表要素を更新

・ 全般的に複写画像を更新

40001903B 2017年9月 図表単位部で水平ｶｰｿﾙを更新

https://support.microsoft.com/en-us/help/2975719
https://support.microsoft.com/en-us/help/2978092
https://support.microsoft.com/en-us/help/2975331
https://support.microsoft.com/en-us/help/2978092
https://support.microsoft.com/en-us/help/2670838
https://support.microsoft.com/en-us/help/2978092
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にする手段として使われます。お気に入りのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ﾌﾞﾗｳｻﾞを用いてｱｸｾｽすることができ、ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄは以下
の情報を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip相談役ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

お客様への変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipのお客様通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰﾙ
に関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/でMicrochipのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄをｱｸｾｽしてください。”Support”下で”Customer Change Notificati 
on”をｸﾘｯｸして登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 現場応用技術者(FAE:Field Aplication Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、または現場応用技術者(FAE)に連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様
の手助けに利用できます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/support
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BeaaconThings、BitCloud、CryptoMemory、CryptoR 
F、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、Heldo、JukeBlox、KeeLoq、KeeLoqﾛｺﾞ、Kleer、LANCheck、LINK MD、maXStylus、maXTouch、Med 
iaLB、megaAVR、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PIC、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、Prochip Designer、QTouch、Rig 
htTouch、SAM-BA、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、SuperFlash、tinyAVR、UNI/O、XMEGAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology 
Incorporatedの登録商標です。

ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、Hyper Speed Control、HyperLight Load、IntelliMOS、mTou 
ch、Precision Edge、Quiet-Wireは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、BodyCom、chipKIT、chipKITﾛｺﾞ、C 
odeGuard、CryptoAuthentication、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、
DAM、ECAN、EtherGREEN、In-Circuit Serial Programming、ICSP、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、KleerNet、KleerNetﾛ
ｺﾞ、Mindi、MiWi、motorBench、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLAB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、Omniscient Code 
Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PureSilicon、QMatrix、RightToucpﾛｺﾞ、REAL ICE、Ripple Blocker、SAM-IC 
E、Serial Quad I/O、SMART-I.S.、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Total Endurance、TSHARC、USBCheck、VariSense、View 
Sense、WiperLock、Wireless DNA、ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Silicon Storage Technologyは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2017年、Microchip Technology Incorporated、米国印刷、不許複製

DNVによって認証された品質管理ｼｽﾃﾑ

ISO/TS 16949

Microchipはその世界的な本社、ｱﾘｿﾞﾅ州のﾁｬﾝﾄﾞﾗｰとﾃﾝﾍﾟ、ｵﾚｺﾞﾝ州ｸﾞﾗｼｬﾑの設計とｳｪﾊｰ製造設備とｶﾘﾌｫﾙﾆｱとｲﾝﾄﾞの設計ｾﾝ
ﾀｰに対してISO/TS-16949：2009認証を取得しました。当社の品質ｼｽﾃﾑの処理と手続きはPIC® MCUとdsPIC® DSC、KEELOQ符号
飛び回りﾃﾞﾊﾞｲｽ、直列EEPROM、ﾏｲｸﾛ周辺機能、不揮発性ﾒﾓﾘ、ｱﾅﾛｸﾞ製品用です。加えて、開発ｼｽﾃﾑの設計と製造のためのMic 
rochipの品質ｼｽﾃﾑはISO 9001：2000認証取得です。

日本語© HERO 2020.

本使用者の手引きはMicrochipのﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)使用者の手引き(DS40001903B-2017年9月)の翻訳日本語版です。
日本語では不自然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている
部分もあります。必要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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米国 亜細亜/太平洋 亜細亜/太平洋 欧州

本社
2355 West Chandler Blvd.
Chandler, AZ 85224-6199
Tel: 480-792-7200
Fax: 480-792-7277
技術支援:
http://www.microchip.com/
support
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